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			クラスが異世界召喚されたなか俺だけ残ったんですが①

			サザンテラス

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　クラスで異世界召喚しました。俺以外は

			１　知らない天井だ

			２　一年が経ちました

			３　行き倒れに遭遇しました

			４　右端の席は寝るのに最適だ

			５　舌が肥えてます

			６　まじでフラグでしたか

			７　どんな時でも俺は寝る

			８　報酬はラーメンです

			９　首トンって本当にできるんだ

			10　釜石さんとテロリストと体育館倉庫の組み合わせといったら……

			11　女子に抱き着かれた時の対処法って何ですか？

			12　そうだ、空を飛ぼう

			13　おっさんとの出会い

			14　何この強制ルート？

			15　これ人間技なの？

			16　クラスの異世界召喚

			17　何か起こるの確定じゃん

			18　お兄ちゃんが許しません

			19　これ完全に遊ばれているな

			20　狼の毛並みって何かいいよな

			21　それどこ情報？

			22　モンスターって全員馬鹿なのか？

			23　いじめをする奴は大概めんどくさい

			24　やばいの来ちゃったよ

			25　ドラゴンも学習能力ないな

			26　精神弱すぎでしょ

			27　魔法を手品って言い張るのは無理があるな

			28　やっぱり友達なのか？

			29　久しぶりにステータス見たな

			30　モンスター同士の戦いってなかなかえぐいな

			31　タイミングに困ったからって忍び込むのはどうなんだ？

			32　お約束展開満載だな

			33　友達が少ない奴は遊びにいくだけでも大喜びする

			34　女の子の秘密って言われるともう何も聞けないよな

			35　クラスの成長記録

			番外編　０回目の出会い

		

	
		
			プロローグ　クラスで異世界召喚しました。俺以外は

			　

			　いつもと同じ時間に起き、

			　いつもと同じ学校に行き、

			　いつもと同じ生活を送り、

			　いつもと同じ時間に寝る。

			　

			　神(かみ)谷(や)夜(や)兎(と)は、そんな毎日を送っていた。

			　

			　夜兎は面倒なことが嫌いだ。

			　ゆえに学校では机に突っ伏して寝ているか、ボーっと外を眺めることしかしていない。

			　それは中学三年生になっても変わることはなかった。

			　誰かに話しかけることもしない。だからずっと一人で友達はいない。

			　顔立ちはいい方なので、中学に入ったばかりの頃は少なからず声をかけられた。

			　だが夜兎がそれを無視し続けたので、やがて誰も話しかけなくなった。

			　こうして、今日も一人、夜兎は教室の隅っこの席で机に突っ伏している。

			　休み時間。

			　クラスは話し声であふれているが、夜兎は何も思うことなく、いつものように寝ようとしていた。

			　

			　それが日常だから。

			　

			　だが。

			　不意に頭の中に声が響いたのだ。

			『はい、どうも～。皆さん、こんにちわ～』

			　突然聞こえてきた声にクラス中がざわめき始める。

			　その声は子供の声のように高く、明るい声だった。

			『はいはい～、気持ちは分かるけどとりあえず落ち着いて』

			　声の主(ぬし)はそう言うが、クラスの連中はそれでも落ち着くことはなかった。

			　逆にさらに騒ぎ出す。

			　どうでもいい……寝よ。

			　だが夜兎は持ち前のめんどくさがりな性格を発揮し、クラスが騒然となってもまだ寝ようとしていた。

			『も～、仕方ないな～。【ちょっと黙って】』

			　子供の声が急に低くなり、あたりはいっせいに黙った。いや、黙らされたのだ。

			　クラスはさっきとは打って変わって静まり返る。

			　有難い、これでよく寝られる。誰だか知らんが良くやった。

			　夜兎は好機と言わんばかりに声の主に礼を言うと、眠りに就いた。

			『おっと、静かになったのはいいけど寝るのは勘弁して。ていうかよく寝てられるね。これから大事な話をするから【起きて】』

			　声の主がそう言うと、夜兎の体は自然と起き上がった。

			　ちょ、何だよこれ!?　体が前に倒れない！

			　頑張って体を倒そうとするが全然動かなかった。

			　だがそれでも夜兎は動じず、次の行動に出る。

			　仕方ない、諦めてこのまま寝るか。

			　そう思い、そのまま目を閉じようとしたが、

			『いや、だから寝ようとしないでってば！　どんだけ寝たいの!?　いいから【話聞いてってば！】』

			　今度は目が勝手に開かれ、自分の意思では閉じられない。

			　そしてなぜか、さっきまであった眠気が完全になくなっている。

			　この子供みたいな声の奴の仕業か？　俺の唯一の楽しみを邪魔するとは許すまじ。

			　夜兎が不機嫌になっていると、声の主はこれで大丈夫と思ったのか再び話し始めた。

			『これでやっと話ができるね！　まず自己紹介をしよう。僕はメトロン。異世界で神様をやってるんだ。よろしくね！』

			　声の主、メトロンの言葉に一同唖然としていた。

			　正確には、喋れないから意思確認ができるわけではないが、全員の表情から困惑しているのは明らかだ。

			　かくいう夜兎も、その一人。

			　人がせっかく起きて聞いてやっていると思えば、何言ってるんだこいつは。

			　夜兎が起きているのはメトロンの魔法の効能なのに、さも自分の功績かのように前提を置きつつ、夜兎はメトロンの言うことを聞いてあることを思っていた。

			　まるでラノベだな。

			　夜兎の寝る以外の趣味は、ラノベやアニメといった類いのものだ。眠気がない時はたいていそれに時間を費やしている。

			『さて、突然で悪いけど君達には今から僕の世界に来てもらうよ。もちろん拒否権はない』

			　メトロンの言葉に皆、目を見開いて驚いていた。

			　へぇ。

			　そう、夜兎以外は。

			　普段からラノベの世界に触れている夜兎には、この展開は予想がついていた。別段驚くことではない。

			『実は今、僕の世界では魔王が他種族を殺しまくって暴れてるんだよね。このままだと少しまずいから、君達にその魔王討伐を頼みたいんだ』

			　何ともまぁ、テンプレなことで。

			『もちろん、このまま行けば何の力もない君達はすぐに殺(や)られちゃうから、僕が各々の才能にあったスキルをあげるよ』

			　メトロンがそう言うと、脳内でパチンと指を鳴らす音が聞こえた。

			『これで君達にはそれぞれの才能にあったスキルが与えられた。これなら大抵のことは大丈夫だよ。それじゃあ時間もないから、そろそろ皆を異世界に召喚するよ』

			　すると突然、教室の床に巨大な魔法陣が現れた。

			　魔法陣は光りながら、徐々にその光の強さを増していく。

			　そこでようやく、夜兎はあることに気づいた。

			　あれ？　これ俺入ってないけど大丈夫なのか？

			　夜兎はクラスの端っこの席の、丸い魔法陣だとギリギリ入らない位置にいた。

			　そんな心配をよそに、魔法陣の光はさらに強さを増していく。

			『あ、向こうの世界では君達は勇者として召喚される予定だから。まぁ詳しい説明は、現地の人に聞いてね。魔王を倒したら、僕が帰してあげるから安心して。それじゃあいい異世界ライフを、勇者達』

			　そう言うと、魔法陣はクラスの連中を乗せて異世界へと消えていった。

			　

			　―――――俺を残して。

			　

			「まじかよ……あ、声出るな。体も動く」

			　夜兎は体が動くようになったことが分かると、う～んと体を伸ばした。

			　さて、状況を整理しよう。まずなぜ俺だけ召喚されなかっただが。

			「完全に魔法陣に入ってなかったのが悪かったよな」

			　逆にそれ以外思い付かない。あと……それから気になることは……特にないな。

			　早くも整理が終了したので、これからどうしたものかと考える。

			「とりあえず寝るか」

			　こういう時は寝るのに限る。

			　机に突っ伏して寝ようとしたが、なぜか眠れない上に眠気も全然ない。

			　これは、メトロンとかいうやつのあれの効果がまだ残っているのか？

			　あいつめ。余計な事ばかりしてくれるな。今度会ったら一発殴っておこう。
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			　しかしどうしたものか。やることもなく寝ることもできず暇だな。

			　そういえばスキルを与えたとか言ってたな。

			　メトロンの言葉を思い出し、心の中でステータスと念じてみる。

			　すると、目の前に半透明の画像が出てきた。

			　

			【神谷夜兎　15歳　男　人族　Ｌｖ１

			　体力　５００／５００

			　魔力　３００／３００

			　スキル　鑑定　超成長　魔法創造】

			　

			「おぉ、まじで出てきた」

			　今度はスキル欄を集中して見る。するとスキルの詳細が映し出された。便利だな。

			【鑑定　鑑定と念じれば視界に入っている物や人の鑑定ができる】

			【超成長　スキルの成長速度や習得速度を最大限に上げる】

			【魔法創造　創りたい魔法を念じれば、その魔法を創り出すことができる。ただし魔力の消費量が高い】

			　何ともまあ、使い勝手のいいスキルだな。

			　夜兎は【魔法創造】スキルの詳細を見て、そう思った。

			　よし、一つ試してみるか。

			　そう思い立ち、今欲しい魔法を念じながら魔法創造を発動してみる。

			（寝てても強くなれる魔法）

			【〈スキル　睡眠強化魔法〉を習得しました】

			　頭の中にアナウンスが響いた。

			　まじで創れちゃったよ。何でもありなんだな。

			　そんなことを思っていると急に目が眩(くら)み出した。

			　頭を押さえながら床に膝を突き、突然のことに困惑する。

			　何が、起きたんだ……。

			　消え行く意識の中、あることを思い出した。

			　そういや、これ使うとめっちゃ魔力を使うって書いてあったな。

			　そして夜兎はすべてを理解した。

			　これ、魔力切れだ。

			　そう思った瞬間、意識が途切れた。

		

	
		
			１　知らない天井だ

			　

			　急に意識が途切れ目が覚めたら、そこには白い天井があった。

			「確かこういう時は『知らない天井だ』だっけ」

			　とりあえずお約束を果たし、体を起こすと白いベッドの上にいた。完全に病院だ。

			　周りを見渡すと点滴や、テレビやドラマで見たことのあるピコンピコン動くあれがあり、他の人が眠っている。

			　やっぱり異世界じゃないよな。

			　一人そう思っていると、不意にドアが開かれた。見るとそこには母さんと父さんが立っている。二人は慌ててこちらに駆け寄ってきた。

			「夜兎！　体は大丈夫なの!?　どこも痛くない!?」

			　母さんは俺を見て心配そうな顔をした。

			「あぁ、大丈夫だよ。母さん」

			　そう返すと、母さんは安心した様子で「良かった」と呟く。

			　母さんは今年四十代を迎えるというのに、見た目二十代だろと言わんばかりに若々しい。

			　おまけに綺麗な顔立ちをしている。

			「本当に大丈夫か？　気分はどうだ？」

			　今度は父さんが言う。

			「特に悪くないよ、父さん」

			「そうか、ならいいんだ」

			　父さんも母さんと同じく、すでに四十代であるにもかかわらず、見た目は二十代の渋いイケメンだ。

			　この二人を見てると付き合いたてのカップルに見えてしょうがない。詐(さ)欺(ぎ)だよな。

			「無事で良かったわ。一人教室で倒れたって聞いた時はびっくりしたわよ」

			「そうだな。なぁ夜兎、いったい何があったんだ？　他のクラスの友達はどうしたんだ？」

			　父さんにそう聞かれ、俺は思わず口を閉ざした。

			　やばい、早速その話か。どうする、何て言うか。

			「それは「神谷夜兎君だね」

			　俺が答えようとした瞬間、今度は数人のおっさんがぞろぞろと入ってきた。

			　見た目まるで刑事だな、この人達。

			「私は警視庁の鬼瓦だ。少し話を聞かせてくれないかね？」

			　まるでじゃなくて、モノホンの警察だったか。

			　聞きたいことってあれだよな。クラスの奴らが異世界に消えていったことだよな。

			　しかしどうするか。素直に異世界に行きましたなんて言っても信じてもらえるわけないし。

			　俺がどうしたものかと考えていると、

			「やめてください！　夜兎はまだ目覚めたばかりなんです！　今はお引き取り下さい！」

			　と、母さんが刑事達を追い返した。

			　その凄い剣幕に刑事達も顔を強張らせ、あまり刺激しない方がいいと判断したのか、素直に引き下がった。

			「分かりました。ではまた後日、伺わせてもらいます」

			　そう言って、ぞろぞろと部屋を出ていく。

			　母さんはあまり怒らない人だが、怒ると物凄く恐いんだ。

			　俺はその様子を黙って見守ったあと、

			「そういえば、今何時だ？」

			　と言って、キョロキョロと目線を動かした。

			「今は午後の四時だ。日付は変わっていないから安心しろ」

			　父さんが答えてくれる。

			　まじかい、ってことは軽く二時間は寝ていたのか。

			「そういえば、夏(か)蓮(れん)は？」

			「夏蓮ちゃんなら家でお留守番してるわよ。夜兎が倒れたって聞いて心配してたわ」

			　夏蓮というのは俺の妹だ。

			　中学二年生で母さん似の美人。

			　仲はそこまで良くないが悪くもない。つまり普通ってことだ。

			　その夏蓮に心配されていたとは……お兄ちゃんは嬉しいな。

			「母さん、そろそろ行かないと」

			　父さんは時計を見ながら言った。

			「あら、もうそんな時間？　それじゃあ夜兎、私達は仕事に戻るわね」

			「あぁ、仕事頑張ってね」

			　父さんと母さんが病室を出ていくのを見送った俺は、ふぅっと一息つきベッドに寝転んだ。

			　そうだ、ステータスは……

			　

			【神谷夜兎　15歳　男　人族　Ｌｖ１

			　体力　５００／５００

			　魔力　３００／３００

			　スキル　鑑定　超成長　魔法創造　睡眠強化魔法】

			　

			　やっぱりあるよ。夢じゃないよな。

			　俺は新たなスキルである【睡眠強化魔法】に集中した。

			【睡眠強化魔法　事前に魔法をかけておくことで、寝ている間に自動的に経験値を得ることができる。経験値量は寝た時間に比例して多くなる】

			　おぉ、これは何とも有難い魔法だ。

			　寝るだけで強くなれるとか、まさに俺にぴったりだな。

			　早速使って寝ようとすると、呪文のようなものが頭の中に流れ込んできた。

			　これを言えばいいのか。

			「エクスリープ」

			　体が少し光った気がする。心なしか少し体が温かい。

			　これならぐっすり寝られそうだ。

			　そう思い、布団に身を包ませ眠りに就いた。

			　これからどうなるか分からないが、何とかやっていくしかないか。

			　布団にくるまりながら俺は楽観的に思った。

			　

			　それから警察の事情聴取やら報道陣の取材やら何やらでいろいろ大変な目に遭うが、そこは割愛。

			　そんなこんなで一年が経ち―――――俺は高校生になった。

		

	
		
			２　一年が経ちました

			　

			　桜満開の春の朝。

			　俺は今日から高校生になり、新しい制服を着て鏡の前で立っていた。

			「……似合わねー」

			　紺色のブレザーにズボン、ネクタイにワイシャツといったありきたりなデザインなんだが、この制服を着て死んだような目でこちらを見ている自分を見て、どことなく嫌悪感を感じる。

			　すると、廊下を夏蓮が通りかかった。

			「似合うか？」

			「その死んだような目を治せば似合うんじゃない？」

			「さいで」

			　我が妹ながら辛(しん)辣(らつ)だな。

			　夏蓮は今年で中学三年生になった。髪をポニーテールにし、去年までとは違う制服を着ている。

			　夏蓮は髪をアレンジするのが趣味だ。そのレパートリーは多く、週に一度ぐらいのペースで変わっているので、めんどくさくないかと不思議に思うほどである。

			「お前は似合うな。その制服」

			「あっそ」

			　俺の褒め言葉に、夏蓮は興味なさげにプイッとそっぽを向いた。

			　夏蓮は感情を表に出さない。

			　しかし、俺は兄だ。

			　ちょっとした動作から、今、夏蓮がどう思っているかなんてすぐ分かる。

			　例えば、今、夏蓮はそっぽを向きながら口元を若干ひくひくさせている。これは嬉しいのを我慢している反応だ。

			　なぜ隠しているのかは知らないが、妹も思春期だ。隠したくなる年頃なんだろう。

			　だが妹よ、兄にはそんな小細工は通用しないぞ。

			　そう思って口をにやつかせていると、

			「何ニヤニヤしてるの？　気持ち悪いよ」

			　と冷めた声で返された。

			　やっぱり辛(しん)辣(らつ)だな。

			　そんな夏蓮に俺が苦笑していると、下の階から母さんの声が聞こえてきた。

			「二人とも！　そろそろ時間よ！」

			「今行く。行くぞ、夏蓮」

			「ん」

			　そう言って俺と夏蓮は階段を降りた。

			「二人とも、忘れ物はないわね？」

			「ないよ、母さん」

			「ない」

			　母さんに確認を取られ、俺と夏蓮は返事をする。

			「今日から高校生ね。入学式は行けないけど、しっかりやるのよ」

			「分かってるよ」

			「夏蓮ちゃんも、まだ道が分からないかもしれないけど、気をつけてね」

			「うん」

			「それじゃあ、行ってらっしゃい！」

			　母さんに見送られて玄関を出る。

			　あの後いろいろあって、俺達は引っ越しをした。

			　原因はほぼ俺のせいなんだがな。

			　体調が安定してから、俺はまず警察の事情聴取を受けた。

			　警察には、気がついたら意識を失っていたということにしてある。

			　俺以外異世界に行きましたなんて頭のおかしいことは言えないからな。

			　警察はそれでどうにかなったが、次にマスコミが来るようになった。

			　ニュースや報道番組でも話題になり、悪い意味で注目の的だった。

			　新聞記者や報道陣が家に押しかけて来る事態も起き、俺達は引っ越しを余儀なくされた。だから正直家族には、申し訳ないと思っている。

			「私こっちだから」

			「そうか、道に迷うなよ」

			「余計なお世話」

			　そう言って夏蓮と別れ、俺はこれから通う高校へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　高校に着くと、校門の前はたくさんの生徒達で賑わっていた。

			　俺はそこで胸元に花を飾られ、教室に荷物を置いてから体育館へと向かう。

			　始まるまで各自席に座って待つように説明されたが、正直面倒くさい。

			「……さぼるか」

			　終わってから教室で合流すれば、なんとかなるだろ。

			　俺はそう思い、こっそり体育館から抜け出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　抜け出したのはいいが、どこに行こうか。

			　俺は初めての校内をうろついていた。意外と広い。

			　適当に歩きながら、とりあえずステータスを確認してみる。

			　

			【神谷夜兎　16歳　男　人族　Ｌｖ93

			　体力　９８００／９８００

			　魔力　９６００／９６００

			　スキル　鑑定　超成長　魔法創造　睡眠超強化魔法　火魔法　水魔法　土魔法　風魔法　光魔法　闇魔法　転移魔法　空間魔法　剣術　拳闘術　身体強化（中）】

			　

			　何というか、少しやりすぎた感がある。

			【睡眠強化魔法】は寝る前に魔法をかければ寝た分だけ経験値を得られる魔法だが、一年間毎晩かけたらこうなった。

			　しかも、途中で【超成長】のせいか【睡眠強化魔法】から【睡眠超強化魔法】に変わり、そのお陰でもらえる経験値も増えた。

			　まあ、別にレベルが上がるのは悪いことじゃないけど。

			　スキルについてだが、【火魔法】や【水魔法】といったのは何となく欲しかったからとりあえず創っといた。

			　いや、いつか俺も異世界に行った時に、お前全属性持ちか！　なんて言われてみたいじゃん？

			　でも……創ったのはいいんだが、使い道がろくにない。

			　だからスキルがレベルアップすることもなくこのままだ。

			　この現代世界では魔法はお呼びじゃないってか。

			【転移魔法】はただ俺が楽に移動するための手段として創った。これは便利なんだが、これを使ってると何か駄目人間になりそうな気がして、途中からあまり使わなくなった。

			【空間魔法】はラノベでよくあるような、無限収納みたいなのをイメージして創った。他にもいろいろできるが、まったくと言っていいほど使い道がない。別に収納するものもないし、無駄な感じもするな。

			【剣術】は適当に棒とか振ってたらいつのまにか手に入った。普通棒なら棒術なんじゃないかと思うかもしれないが、そこは認識の違いだ。俺がこの棒を剣と思えば、それは【剣術】に変わる。といっても、これもそんなに役に立たないけどな。辛うじて包丁捌(さば)きが少し上手くなったくらいだ。まぁ、料理はほとんどしないけど。

			【拳闘術】は体術から超成長で進化したものだ。これのお陰で俺の今の身体能力は物凄く上がった。一回デカイ岩を本気で殴ってみたら簡単に破壊できてしまったため、その時俺は誓った。人には使わないようにしようと。

			【身体強化】も似たようなものだ。最初はただの【身体強化】だったが、【超成長】で【身体強化（中）】まで進化した。これを使えば先程の【拳闘術】なんて比じゃないくらいに身体能力が上がるようになる。

			　これも何回か試したことがあるが、多分二度と使わないと思う。死人が出るから。

			　そんなこんなでこの一年でいろいろ力をつけたわけなんだが、はたしてこれは必要なのだろうか。

			　魔法なんてあっても特に使い道ないし、剣術とかのスキルも俺別に喧(けん)嘩(か)とかするタイプじゃないし……むしろそういうのは全力で回避していく方だ。

			　そう考えていくと本当に使い道ないな、これ。

			　そんなことを思いながら学校内にある桜の側(そば)を歩いていると―――――目の前に女子生徒が倒れていた。

		

	
		
			３　行き倒れに遭遇しました

			　

			　さて、どうしたもんか……。

			　俺は目の前で倒れている女子生徒をじっと眺めた。

			　まさか、行き倒れに遭遇することになるとは。貴重な体験だな。

			　どうする、とりあえず声でもかけるか。さすがにここで見捨てるのは、性格が悪いしな。

			「おーい、大丈夫かー？」

			「……」

			　返事がない。ただの屍のようだ。いや、屍じゃ駄目か。

			　ちゃんと生きているのか？　体を起こしてみるか。

			　俺はそう思い、彼女を仰向けにした。

			　その顔は一言で言えば「美人」だった。

			　白い肌にサイドテールにした茶髪、少し小柄ながらも出るところはしっかり出ている。

		

	
		
			[image: p_26.jpg]
		

	
		
			　しかしどうしたもんか。体を仰向けにしたのはいいが、この娘が可愛いとわかっただけで状況は何も変わらない。

			　よく見れば胸元に俺と同じ花が飾られている。同じ一年ということか。

			「ていうか、鑑定してみればよくね？」

			　自分以外の人も鑑定使えば状態異常が分かるんだった。もっと早く気づくべきだったな。

			　というわけで、俺はこの子を鑑定してみた。

			　

			【釜(かま)石(いし)沙(さ)耶(や)香(か)　16歳　女　人族　Ｌｖ１　貧血

			　体力　２００／２００

			　魔力　１００／１００

			　スキル　料理　清掃　裁縫　虚弱体質】

			　

			　どうやら貧血で倒れたみたいだ。名前は釜石沙耶香か。レベルが１なのと魔力があるのは人間として当たり前だけど、家事スキルめっちゃ持ってるな、この娘。

			　普通スキルを得るまでは結構な年数と経験が必要だから、この子は家事全般においてかなり経験を積んでいるみたいだな。

			　そしてどうやら、釜石さんは体が弱いみたいだ。だから今も歩いている途中で貧血を起こして、倒れたって感じか。

			　原因は分かったがどうするか。このまま放置するわけにはいかないし、とりあえず保健室に運ぶか。

			　俺はそう思い、釜石さんを背負った。

			　背中に軟らかい感触がするがこれは致し方ないことだ。そう、まったく以て致し方ない。

			　……少し遠回りしようかな。

			　何て馬鹿なことも考えたが、俺は素直に真っ直ぐ保健室に向かった。いやはや、役得だな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　保健室に着き、先生の指示の下(もと)、彼女をベッドの上に寝かせた。

			「貧血みたいね」

			　保健室の先生が女子生徒を見て言った。

			　知ってます。ステータス見たんで。

			「この子はこのまま寝かせておくとして、あなたはどうする？　本来なら今からでも入学式に出るべきなんだけど、正直私は別にどっちでもいいと思うのよね。入学式なんてめんどくさいだけだし」

			　いやあんた先生だろ。先生がそんなこと言っちゃ駄目だろ。

			　しかし、これはいい機会だ。出たくないのはごもっともだしな。

			「じゃあ、ここに残っていいですか？」

			「いいわよ」

			　あっさり了承してくれた。この先生いい加減だな。

			「それじゃあ、私ちょっと仕事があるから、この子のこと見ててあげて。入学式は出なくていいから」

			「分かりました」

			「お願いね」

			　そう言って、先生は保健室を出ていった。

			　正直この状況は有難い。退屈な入学式に出なくていいなんて。

			　俺は手を上にあげ、体を伸ばす。

			　しかし暇だな。入学式に出るよりはましだが、これもこれで退屈だ。

			「……俺も寝るか」

			　俺はベッドの側にある椅子に座り、肘を膝に突き顎(あご)を支える体勢をとった。

			　そうだ、寝る前にあれをしとかなければ。

			「エクスリープ」

			　これ使うとぐっすり寝られるんだよな。むしろ、なしではもう寝られん。

			　こうして俺は、そうそうに眠りに就いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「う……うぅん……ここは？」

			　気がつくと私はベッドの上にいた。ここはどこだろう？

			　確か学校に早く着いたから、その辺を散歩していたら急に目眩(めまい)がして……そうだ！　倒れたんだった！

			　私はこれまでのことを思い出しながら、今の状況を疑問に思った。

			　でも、何で今ベッドの上にいるんだろ？

			　私は首をかしげ、ふいに視線を横にずらす。

			　そこには膝に肘を突きながら寝ている男の人がいた。

			　男の人!?

			　どうしよう！　私男の人は苦手なのに……。

			　思わず少し体を後ろに引くと、近くにあった机にぶつかって、ガシャンと音を立てた。

			「……んあ？」

			　すると物音で起きたのか、その人はゆっくりと目を開け、大きなあくびをしながら体を伸ばす。

			　やがてこちらに気づいたのか目線が合った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目が覚め、伸びをしながらふと見ると、先程まで寝ていた少女がこちらを見ていた。

			「ん？　起きてたのか」

			「えっと……はい、今さっき……」

			「そうか、気分はどうだ？」

			「大丈夫……です。あの、私どうしてここに？」

			「校内で倒れてたのを見つけたんで、とりあえず保健室に運んできた」

			「そうなんですか。えっと、ありがとうございます」

			「気にするな、たまたま見かけただけだしな。それに俺もお前のお陰で入学式サボれたし、お互い様だ」

			「は、はあ……」

			　どこか間の抜けた様子の彼女は、まだ状況が理解できてないのか、気の抜けた返事をした。

			　話をする度なぜか少しずつ離れていくのは、気のせいだろうか。

			「あら、起きたのね。ちょうどいいわ。もうすぐ入学式が終わるから、あなた達は先に教室に行ってなさい」

			　ちょうどそこに先生が帰ってきて、俺達に教室に行くように伝えた。

			「分かりました。そんじゃあ行くか。立てるか？」

			「う、うん。大丈夫」

			　そう言って彼女はベッドから立ち上がり、一緒に教室へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「そういえば、お前は何組なんだ？」

			「え、えっと、に、二組だよ」

			「俺も二組だ。これからよろしくな」

			「う、うん。よろしくね……」

			　釜石さんは男が苦手なのだろうか。精神的にも物理的にも距離を感じる。

			　教室の場所は初めに資料を貰ったから分かるが、さすがに置いていくわけにはいかない。

			「……なあ」

			「な、なに!?」

			　釜石さんは俺の言葉にビクッと反応した。意外と傷つくな、それ。

			「男が苦手なら先行こうか？」

			「え？　い、いいよ！　そんな気を遣わなくても！　そ、それは何だか悪いし……」

			　釜石さんはだんだんと消え入りそうな声になりながら言った。

			　男が苦手なのに人の気持ちを気遣える。

			　何この子、ええ子やん。

			「まあ、ならいいけど」

			　そう言って俺達は無言のまま歩いた。

			　釜石さんはチラチラとこちらを窺(うかが)っているが、特に話しかけてくる様子はない。何か気まずいな。

			「あ、あの！」

			　すると、釜石さんは急に立ち止まり、俺に声をかけた。

			「さ、さっきは本当にありがとう。私、体が弱いから、よく倒れちゃったりするの」

			　釜石さんは俺の目を見ながら話し終えると、我慢できなくなったのか俯いた。

			　さっきからそれが言いたくてチラチラ見ていたのか。

			　やっぱりめっちゃええ子やな、この子。

			「気にするな。さっきも言ったが、本当にたまたま見かけただけだしな。そんな畏(かしこ)まって礼を言う必要はないぞ、釜石さん」

			「い、いやでも……あれ？　どうして私の名前知ってるの？」

			　おっとしまった。つい口が滑った。

			　俺の口から自分の名前を聞いて、釜石さんは不思議そうな顔をする。

			「あー……さっき、保健室の先生に聞いた」

			「何だ、そうだったんだ」

			　釜石さんは納得したのか、顔を元に戻す。危なかった。次からは気を付けよう。

			「えっと、じゃ、じゃあ君の名前も、教えてもらっていい？」

			　すると、慣れてないのか、今度は少し恥ずかしそうにしながら俺の名前を聞いてきた。

			　何これ可愛い。

			「俺は神谷夜兎。よろしくな、釜石さん」

			「うん！　よろしくね！　神谷君」

			　自己紹介しながら俺達は再び教室まで歩いた。

			　さっきまではぎこちなかった俺と釜石さんだが、今度は少しずつ会話をしながら教室に向かう。

			　釜石さんとの距離が二つの意味で縮まった気がした。

		

	
		
			４　右端の席は寝るのに最適だ

			　

			　教室に着き中に入ると、そこにはまだ誰もいなかった。

			　どうりで廊下も妙に静かだと思った。

			　ということはまだ入学式は終わっていないのだろうか。

			「誰もいないね」

			　釜石さんもこの事実に首を傾げていたその時、窓の外で話し声が聞こえた。どうやら今こっちに向かっているみたいだ。

			「もうすぐ来るみたいだから先に席に座ってるか」

			「そうだね」

			　黒板には座席順が書かれているので、俺達はそこに座って待つことにした。

			　番号はすでに知っているので自分の席を確認すると、ちょうど右側の隅の席だった。

			「端っこの席だね」

			「あぁ、これはついてるな」

			「え？　何で？」

			「ここなら寝ててもばれにくい」

			　そう、教室の隅、教卓から見て右側の端は経験上、特に見えにくい席だ。

			　入学初日から、これはついてる。

			　俺が嬉しそうに言うと、釜石さんがジト目でこちらを見つめた。

			「授業はちゃんと聞かなきゃ駄目だよ」

			「分かってる分かってる」

			　俺は釜石さんの言葉を軽く流すと席に着いた。

			　あー、やっぱりいいな端っこの席は。よし、早速寝心地を確かめてみるか。

			　そう思い俺は机に突っ伏して眠りの体勢を取った。

			「いや、何寝ようとしてるの？　今から皆来るんだよ!!」

			　釜石さんは驚きながら俺の前の席に座った。

			　そういえば、名前的に前の席か。

			「いや、新しい机に座ったらまず寝心地を確認するだろ？」

			「しないよ！　何当たり前のように言ってるの？」

			　しないのか？　俺だったら速攻で寝て確かめるぞ。中学の入学式の日なんか席に座って一分もしないうちに寝た覚えがある。気づいたら放課後になっていた。

			「とりあえず、今は寝ないで待ってよ、ね？」

			　釜石さんにそう言われ、俺は渋々寝るのをやめた。

			　しばらく二人で待っていると、ドアからぞろぞろとクラスメイトが入ってきて、先程まで静かだった教室が一気に賑やかになった。

			　騒がしい、早く寝たい。内心そう思っていると、最後にジャージ姿のいかにも体育会系な先生が入ってきてドアを閉める。

			「よーし、全員いるな。では今からホームルームを始める。まず自己紹介からいくぞ」

			　入ってそうそう話を進め、先生は自己紹介を始めた。

			「俺はお前達クラスの担任の武(む)堂(どう)建(けん)斗(と)だ。これからよろしく頼む」

			　武堂先生は三十代くらいで、がたいのいい体に、手入れしていないだろう髭が特徴のＴＨＥ体育人みたいな人だ。

			「それじゃあ、出席番号順でどんどん自己紹介していってくれ」

			　武堂先生の指示の下、皆順番に自己紹介を済ませていく。

			「釜石沙耶香です。体調を崩して入学式には出られませんでしたが、どうぞ仲良くしてください。これからよろしくお願いします」

			　釜石さんの丁寧な挨拶を聞いた男子どもは「あの娘可愛くね？」とヒソヒソと話している。

			　確かに釜石さんは可愛い。

			　見た感じクラスの中で、一、二を争う可愛さだと俺は思う。

			　男が苦手というのが唯一の欠点だが。

			　釜石さんの自己紹介が終わり、俺は自己紹介をしようと席を立ち上がった。

			「神谷夜兎。これからよろしくお願いします」

			　それだけ言うと席に座った。まあ、こんなもんだろ。無難なのが一番いい。

			　さて、自己紹介も終わったんだ。もうやることないし寝ていいだろう。

			　そう思い俺は机に突っ伏して、速攻で眠りに就いた。

			　全員の自己紹介が終わってから、連絡事項などが武堂先生から伝えられたが、俺はもちろんそんなことを聞いてはいなかった。

			　

			　―――――休み時間。

			「よう神谷！　俺、牧野信二。これからよろしくな！」

			「ぐぅ……」

			「よ、よろしくな……」

			「ぐぅ……」

			「…………」

			　

			　―――――一時間目後、休み時間。

			「か、神谷君。わ、私、竹中美恵。え、えっと、これからよろしくね」

			「ぐぅ……」

			「え、えっと……」

			「ぐぅ……」

			「…………」

			　

			　―――――二時間目後、休み時間。

			「お前が神谷夜兎か。俺は佐原雄二。またの名を封印されし漆黒の翼ブラッディエンジェル。この出会いは運命だ。共に世界を変えようではないか」

			「ぐぅ……」

			「と、共に世界を……」

			「ぐぅ……」

			「……ふっ、また会おう」

			　

			　―――――放課後。

			　キーンコーンカーンコーン。

			「ん、んぅ！　よく寝たなぁ。ん？　どうしたんだ、釜石さん？」

			　チャイムの音で目が覚め、まだ少し眠そうにしながら言うと、釜石さんは呆れた表情をしていた。

			　しかもなぜか若干不機嫌だ。

			「どうしたもこうしたもないよ。何であそこで寝始めたの？」

			「何でも何も、自分の自己紹介が終わったんだからもういいだろと思って、つい」

			「ついってレベルじゃないよ。ホームルーム通り越して、放課後まで寝るなんてどんな神経してるの？」

			「え？　もう放課後なのか？」

			「そうだよ！　今日は三時間しかないけど、全部ぐぅすか寝てたよ！　まったくこんな人初めて見たよ。せっかく神谷君に話しかけてくれてた人もいたのに。……まあ、最後の人は寝ててもよかったけど」

			「そうなのか？　だったら起こしてくれても良かったのに」

			「何回も起こしたよ！　全然起きなかったけどね！」

			　そう言って釜石さんはぷいっと視線を逸らした。ぷりぷりと怒っている仕草もなかなか可愛いが、今言ったら刺激するだけだろうからやめておこう。

			「もう。私も神谷君と話したかったのに……」

			「ん？　何か言ったか？」

			「別に！」

			　何をそんなに怒っているのかは分からないので、とにかく帰ることにしよう。

			　俺は鞄を持って立ち上がった。

			「あ、もう行くんだ」

			「あぁ、じゃあな」

			「う、うん。じゃあね」

			　なぜか少し残念そうな顔をしていたのは気になったが、俺は釜石さんと別れ帰宅した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日。今日もまた俺は、教室の隅の席で居眠りをしている。

			　そんなに寝ていて怒られないのか？　と思うかもしれないが、担任の武堂が結構適当なお陰でバレることもなく平穏だ。

			　俺が眠っている間に、午前のオリエンテーションが終わり昼休みを迎えていた。

			「ふわぁ～、よく寝た。ん？　どうかしたのか？」

			「いや、もう何言っても無駄なんだなと思って……」

			　昼寝から起きると、また釜石さんが呆れていた。

			　俺は不思議に思ったが今はとにかく腹が減った。飯だ、飯を食べよう。

			　俺が鞄から弁当を出した時、クラスメイトの男子数名が釜石さんに近寄った。

			「釜石さん、よかったら一緒にお昼食べない？」

			「一人より皆の方が楽しいでしょ？」

			「え？　え、いや、あ、あの……」

			　下心丸出しの男子に、釜石さんは怯(おび)え、何もできずに固まっていた。

			　これは助けてやるべきだろうか。正直このまま去ってもいいが、それだと今後の関係にヒビが入りそうだな。しょうがない、助けるか。

			「それじゃあ行くか、釜石さん。お昼食べに」

			「へ？」

			「ほら、早く。時間なくなるぞ」

			「う、うん」

			　何が何だか分からないという顔をしつつも、釜石さんは弁当を持って俺と一緒に教室を出た。

			　ここまででいいか。

			　少し歩くと俺は立ち止まり、釜石さんの方を振り返る。

			「大丈夫だったか？」

			「う、うん。ありがとう。やっぱり男の人はどうしても苦手で……」

			「苦手なものは誰にでもある。そう深刻になるな。ていうか、男が苦手なのに何で俺は平気なんだ？」

			「そ、それは……」

			　俺の質問を受けた釜石さんは急にモジモジしだして、何か言いづらそうにしていた。

			「まあ、いいや。それよりどうだ？　今から本当に一緒に弁当食べないか？」

			「へ？　い、いいの？」

			「あぁ、嫌なら別にいいが」

			「嫌じゃないよ！　全然！　むしろ嬉しいっていうか、やったーっていうか……」

			　俺の言葉を釜石さんは全力で否定してきた。

			　最後の方はよく聞こえなかったが、とりあえず嫌ではないみたいだな。

			「それじゃあ、行くか」

			「うん！」

			　そう言って俺と釜石さんは一緒に廊下を進んだ。

		

	
		
			５　舌が肥えてます

			　

			「早速食べようか」

			「そうだな」

			　俺は今、釜石さんと弁当を食べるため屋上に来ている。春の屋上は暖かく緩やかな風が吹いていて、弁当を食べるのにちょうどいい環境だった。

			　了承したとはいえ、俺と釜石さんが一緒に弁当を食べているところを見られるのは、何だか恥ずかしいものがある。だから人が少ないであろう屋上にしたのだ。狙い通り誰もおらず、俺と釜石さんの二人っきりだ。

			　俺と釜石さんは屋上のベンチに座り、弁当の蓋を開けた。

			「釜石さんの弁当旨そうだな。手作りなのか？」

			「えへへ、そうだよ。自分で作ったの」

			　釜石さんの弁当は唐揚げに卵焼き、ブロッコリーなど色とりどりでどれも食欲がそそられる。さすがは料理スキルを持っているだけあるな。

			「うち、お母さんと二人で暮らしてるから。仕事が忙しいお母さんの代わりにご飯作ったりするの」

			「それは凄いな」

			「よかったら一つ食べる？」

			　そう言って釜石さんは、卵焼きを一つ摘まんでこちらに持ってきた。

			「いいのか？」

			「うん、私小食だから。遠慮しないで食べて」

			　そう言って釜石さんは卵焼きを摘まんだ箸をずいっと俺の口もとに突き出した。

			　これって間接キスになるんじゃないか？

			　俺は口もとに出されている卵焼きと釜石さんを交互に見て少し迷った。

			　多分、釜石さんのことだから気づいてないんだろうな。

			　天然は恐ろしい。まあ、それならいいか。俺も食べてみたいし。

			「じゃあ、遠慮なく」

			　俺は口を開き、釜石さんの卵焼きを食べた。

			「……うん、旨い旨い」

			「本当？」

			「あぁ、うちの母さん並みに旨いぞ」

			「そうなんだ。神谷君のお母さんって何してる人なの？」

			「料理研究家」

			「へぇ……って、えぇ!!」

			　釜石さんが盛大に驚いていたが、それも無理はない。

			　俺の母さん、神(かみ)谷(や)詩(し)織(おり)は、美人料理研究家としてよくテレビに出ている。

			　当然料理の腕はプロ。下手な店より旨い料理を食べてきたおかげで俺の舌はかなり肥えている。

			　そんな俺が旨いというのだから、釜石さんの料理の腕は相当ということだ。

			　ちなみに父さんはテレビのプロデューサーをしていて、母さんとも仕事場で出会ったそうだ。職場恋愛というやつだな。

			「神谷君のお母さんって凄い人だったんだね」

			「そんな母さんと同じくらいに旨い弁当を作れる釜石さんも凄いと思うぞ」

			「そ、そうかなあ～」

			　俺の言葉に釜石さんは照れながら返す。

			「良ければ俺の弁当も食べるか？」

			「え？　いいの？」

			「あぁ、さっきのお返しだ」

			　そう言って俺は自分の弁当から卵焼きを摘まみ、釜石さんの口もとに運んだ。

			「で、でも、何だか悪いし」

			「いいからいいから。母さんの料理食べてみたいだろ？」

			　最初は遠慮したものの料理研究家の弁当にはやはり興味があるのか、釜石さんは喉を鳴らす。

			　やがて決心したのか口を開きながら、こちらに近づいた。

			「そ、それじゃあ……」

			　そう言って俺の卵焼きをパクっと食べた。

			「もぐもぐ……美味しいね」

			「だろ？」

			　俺が言うのもなんだが母さんの料理は一番旨いからな。そう思いながら俺はもう一つの卵焼きを食べた。

			　その後も釜石さんとお喋りをしながら弁当を食べ、楽しい時間を過ごした。

			　誰かと弁当を食べるのって意外と楽しいな。

			　釜石さんと喋りながら、俺はそんなことを密かに思っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　弁当を食べ終わり、今は屋上のベンチでまったりしている。

			　日差しが暖かい。弁当を食べた後だから余計に眠くなってくる。

			「ふわぁあ～。眠くなってきたな」

			「あれだけ寝たのに、まだ寝るの？」

			　釜石さんは呆れた様子で言った。

			「そんなので大丈夫なの？　あさってから本格的な授業も始まるけど…」

			「大丈夫だ。問題ない」

			「何でそんなに自信満々なの……」

			　釜石さんはさらに呆れた様子で言ったが、俺には秘策がある。だから問題ない。

			　さて、午後もしっかり寝よう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　入学式から四日後。

			　オリエンテーションなどが終わり、いよいよ本格的な授業が始まった。

			　最初は俺が寝ていたことを黙認していた教師達だったが、もうそうはいかない。

			　しかし俺は案の定速攻で寝た。教師の説明が心地よいＢＧＭだ。

			「じゃあこの問題を、神谷」

			「ぐぅ……」

			「おい神谷、起きろ」

			「ぐぅ……」

			「起きろ!!」

			　バシィン!!

			　呼んでも起きない俺の頭を、教師は持っていた教科書を使って思いっきり叩いた。

			「……んあ？」

			「最初の授業から居眠りとはいい度胸だな。よほど勉強に自信があると見える。というわけで神谷、あの化学式はなんだ」

			　額に青筋を立てている教師が、黒板の問題を指差しながら言った。

			　俺は黒板をじっと見つめ、

			「CO」

			　と即答した。

			「な、せ、正解」

			　教室中が驚きで溢れるなか再び寝ようとする俺に、教師が待ったをかけた。

			「待て神谷、では亜鉛の化学式は」

			「Zn」

			「で、では、塩化水素は」

			「HCl」

			「ホ、ホルムアルデヒドは！」

			「HCHO」

			「ぐっ……正解だ」

			　これまた即答。クラスの連中も「おぉ!!」とさらに大きな歓声をあげる。

			　あきらかに応用問題も混ざっていたが、これが俺の秘策だ。

			　ステータスに表示はないが、実はレベルが上がると、他にもいろいろと上がる力があるということが分かった。

			　例えば攻撃力、防御力など普通の人間もある程度持っているものだ。今回は知力を活かして、昨日教科書丸暗記してきたから予習はバッチリだ。

			　こういう努力は俺は惜しまない。全ては寝るために。

			　これなら寝てても文句は言われまい。心置きなく寝られる。

			　その後も立て続けに問題を出されたが、すべて即答。俺は教師の悔しそうな顔をよそに、気持ち良さそうに眠りに就くのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学校が終わり、私、釜石沙耶香はお母さんと二人で暮らしているマンションへと帰った。

			「ただいまー」

			「お帰り沙耶香。学校はどうだった？」

			「とても楽しかったよ」

			「今日は体調悪くならなかった？」

			「うん、大丈夫だったよ」

			「そう、それなら良かったわ。夕飯もう少しでできるからね」

			「分かった。着替えてくるね」

			　私はそう言って自分の部屋へと入る。鞄を床に置いて、ベッドの上に倒れこんだ。

			　入学式からまだ数日だけどいろいろあったなー。

			　私はこれまでのことを思い返していた。

			　貧血で倒れたり、

			　神谷君に助けられたり、

			　神谷君とお昼を食べたり、

			　神谷君と楽しくお話したり、

			　って神谷君の事ばっかりじゃない!!

			　一人恥ずかしそうに足をバタバタさせていたら、不意に疑問が頭をよぎった。

			　どうして神谷君とは普通に話せるんだろう？

			　私はいろいろあって男の人が苦手だ。目を合わせることも話すこともろくにできない。

			　でも、神谷君に対してだけは平気だ。しかも、よく考えたら初めて会った時から会話ができてたような……。

			「これってあれなのかな……私、神谷君の事……きゃあ！　何言ってるの私!!」

			　私はベッドの上を転がった。うぅ、口に出すと余計恥ずかしいよう……。

			　やがて恥ずかしさも収まると、神谷君にもらったお弁当を思い出した。

			　あれ、美味しかったなぁ。さすがは料理研究家のお母さんだよね。私もあんなふうに作れるようになりたいなぁ。

			　美味しかったお弁当の思い出に顔を緩ませると同時に、私はある重大なことに気がついた。

			　あれ？　待って、よく考えたらあの時、

			　神谷君と間接キスしちゃった!?

			　きゃあ！！！　私何てことしちゃったのー！！！

			　私は今更気づいた自分の失態に再び悶えながら、枕を強く抱え顔を埋めた。

			　どうしよう……神谷君に変な女だと思われてないかな？

			　そんな不安に駆られたが、一拍おいて、ある程度落ち着きを取り戻す。

			「神谷君って凄かったなぁ。いろいろな意味で」

			　自己紹介の途中からお昼までずっと寝てたり、お母さんが有名人だったり、寝てばっかりかと思ったら物凄く頭が良かったり……。

			「また、明日も神谷君と話せるかな……」

			　誰もいない部屋の中、一人静かにそう呟いた。

		

	
		
			６　まじでフラグでしたか

			　

			　入学式から五日目、俺はテレビを見ながら、コーヒー片手に朝食のパンを食べていた。

			『今日未明、国際指名手配中のテロ組織が日本に逃げ込んで来たという情報が、世界各国に―――――』

			　朝から流れる物騒なニュースを、まだ若干眠気が抜けずボーッとした状態で聞いていると、

			「嫌なニュースねぇ、夜兎も気を付けなさいよ」

			　母さんが顔をしかめながら俺に言ってきた。

			「んー」

			　眠気の取れていない俺は適当に返事をし、コーヒーをすする。

			　テロ組織が日本に来たっていっても、なにも出会うわけじゃない。気にする必要はないだろう。

			「そんじゃあ、行ってきます」

			「行ってきます」

			「行ってらっしゃい」

			　母さんに見送られ、俺と夏蓮は一緒に学校へと向かった。

			　朝のコーヒーと日差しの眩(まぶ)しさに俺の眠気はある程度覚め、やっと思考が働いてくる。

			　ニュースで報道されていたテロ組織について考え始めた。

			　テロ組織か。こういうのって小説だと学校を襲ってくるのが相場だが、そんなのあるわけないよな。

			　何万とある学校からうちの高校を選んで来るなんて確率の低いことが、起こるわけがない。非現実的だ。

			　……いや、異世界なんてある時点で非現実的か。

			　じゃあ何か？　これってもしかしてフラグか？

			「それじゃあ、私こっちだから」

			「ん？　あ、あぁ、そうか。それじゃあな」

			　俺は夏蓮に別れを告げた。

			　考えるだけ無駄か。

			　俺は考えるのをやめ、そのまま学校に向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学校に着き教室に入ると、すでに何人かの生徒がいて、それぞれ楽しそうに話し込んでいた。

			　クラスではすでにグループができていて、俺に話しかける者は誰もいない。

			「あ、神谷君、おはよう」

			「おはよう」

			　席に着くと、前の席に座っていた釜石さんがすぐに声をかけてきた。

			　とはいっても、俺に声をかけてくるといったら釜石さんくらいだ。

			　彼女にはちゃんと友達がいるんだろうか？

			「今日のニュース見た？」

			「あぁ、あのテロ組織のことか？」

			「そうそう、もう日本にいるんだよね。どこにいるのかな？」

			「さあな、意外と近くにいたりしてな」

			「も、もう怖いこと言わないでよぅ」

			　釜石さんのおびえた様子に俺は笑う。

			　からかいがいがあるな、釜石さんは。

			　すると、釜石さんは何やら言いたそうに、俺の顔色を窺(うかが)いながら言った。

			「あ、あのね、もし、神谷君がよければ、また、い、一緒にお弁当を食べてもいい、かな？」

			「ん？　昼か？　いいぞ」

			「そ、そうだよね。駄目だよね……ん？　いいの？」

			　断られると思っていたのか、釜石さんは椅子から身を乗り出し、顔をこちらに近づけてきた。

			　近いな。

			「あ、あぁ、もちろん」

			「良かったー！　お弁当作りすぎちゃったから、断られたらどうしようかと思ってたの」

			　俺の言葉に釜石さんはホッとする。なるほど、だから誘ってきたのか。

			　こちらとしてはあの弁当にありつけるのは有り難いが、ここで一つ疑問がある。

			「釜石さんって友達いないのか？」

			「へ？」

			「いや、俺を誘うより友達誘った方が楽だろ」

			「へ、あ、そ、それは、その～」

			　俺の疑問にバツが悪そうになりながら、

			「私、まだお友達、いないから」

			　とつぶやいた。

			「それは、なんか悪い」

			　どうやら地雷を踏んだようだ。

			　途中から釜石さんの言葉が消えそうなくらい小さくなった。顔もだんだん暗くなり、俺は何だか申し訳ない気持ちになる。

			　俺も言えた義理じゃないが、早く友達ができるといいな。

			　何とも気まずい空間になった時、ちょうど授業開始の鐘が鳴り、そのまま授業に入った。

			　授業中、俺は当然の如く寝て過ごした。

			　たまに教師に起こされるが、完璧解答で黙らせ、昼休みまでスヤスヤと眠る。

			　四時間目の授業が終わり鐘が鳴ると、俺は体を起こし、伸びをした。

			「よくそんなに寝てられるよね。夜はちゃんと寝られるの？」

			　もう俺が寝ることに関しては慣れたのか、釜石さんは怒らなくなった。

			　慣れって凄いよな。

			「夜もちゃんと寝てるぞ。まだ寝足りないくらいだ」

			「何でそんなに寝られるんだろうね」

			　正直自分でも良く分からん。不思議なことに寝ても寝ても眠気が消えないんだよな。何故だろうか。

			「そんなことより早く行くぞ。時間がなくなる」

			「う、うん。ちょっと待って」

			　釜石さんは慌てて弁当を二つ取り出す。

			「それじゃあ行こうか」

			　俺と釜石さんは、二人並んで屋上へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋上に着き昨日と同じベンチに座ると、釜石さんは二つ持ってきた弁当のうち一つを差し出してきた。

			「はい、神谷君」

			「ありがとな。釜石さん」

			　もらった弁当を早速開けると、そこには豪華なおかずが広がっていた。

			　メインであるコロッケを中心に、定番の卵焼き、ウィンナー、プチトマト、ポテトサラダ。しかもご飯は白米ではなく、炊き込みご飯ときたもんだ。これは食欲をそそるな。

			「こりゃあ凄いな」

			「へへ、張り切ってたら作りすぎちゃって」

			「張り切ったって、何かいいことでもあったのか？」

			「へ？　あ、ううん、気にしないで。ささ、どうぞ食べてみて」

			「それじゃあ早速、いただきます」

			　俺はまず炊き込みご飯を箸で掴み、口へと運んだ。

			「どうかな？」

			「もぐもぐ……うん、やっぱり旨いな」

			「本当に？　良かったー」

			　俺の言葉に釜石さんはホッと胸を撫で下ろしていた。

			　釜石さんの料理は確かに旨い。毎日母さんの料理を食べて舌が肥えている俺が保証するんだ。だからそんなに緊張する必要はないのにな。

			　俺はみるみるうちに、釜石さんの弁当を平らげた。ふう、旨かったぁ。

			「ご馳走さま。旨かったー」

			「ふふ、お粗末様でした」

			　空になった弁当箱を返すと、釜石さんは俺の反応に満足したのか、嬉しそうにそれを受け取った。

			　さて、ではもう一ついただくとするか。

			　そう思いながら、今度は自分の弁当を取り出す。

			「あれ？　まだ食べるの？」

			「あぁ、残すわけにはいかないからな」

			　実はもう結構お腹一杯なんだが、弁当だけは残せない。なぜなら、家の母さんは食に関しては厳しいからだ。

			　母さんは料理研究家で食に対するこだわりが強い。それゆえに食べ物を残すことに対して物凄く厳しい。

			　基本的に怒らない人だが、その分本気で怒ると凄く怖いんだ。

			　昔、一度だけ母さんの料理を残したことがあったが、その時は怖すぎてトラウマになったもんな。

			　だから残すわけにはいかない。残したら俺に明日はないから。

			「もしかして私、余計なことしちゃった？」

			「いや、気にするな。俺が食べたかったんだ」

			　そう言って俺は弁当を食べ始めた。やっぱり旨い。

			　ただ、いかんせん腹が一杯だ。胃が受け付けない。

			　これ以上受け付けない胃に苦しみ、俺の箸を持つ手が止まっていると、

			「よかったら、私も食べていい？」

			　と、釜石さんが申し出た。

			「いいのか？」

			「うん、もともとは私のせいだし。それに私も神谷君のお母さんのお弁当食べたいから」

			　明るく平気そうに釜石さんは言う。

			　正直その申し出は有り難い。俺一人で全部食べるのはさすがに無理がある気がする。

			「それじゃあ頼む」

			「うん、任せて！」

			「んじゃ早速、ほら」

			　そう言って俺は弁当のおかずを箸で掴み、釜石さんの口もとに運んだ。

			「え？　そ、それって……」

			　何かを察したのか、釜石さんは箸と俺をチラチラ交互に見ながら、何やらもじもじしている。

			　まさか気づいたのか。俺と間接キスをするということに。

			　この間は気づかなかったクセに、今になって気づくとは。面倒だな、このまま押しきるか。

			「どうしたんだ？　ほら、早く」

			「え、あ、うん。それじゃあ」
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			　俺に急かされ意を決したのか、釜石さんは顔を少し赤くしながら口を開き、おかずを食べた。よし、この調子でどんどん食べさせよう。

			「ほら、もう一つ」

			「う、うん」

			　もうどうとでもなれと思ったのか、釜石さんは弁当を食べ続ける。

			　俺も一緒になり、何とか弁当を平らげていく。

			　途中、釜石さんが何か言いたそうな顔をしていたが、それは無視だ。

			　弁当を平らげ一息ついていると、釜石さんは隣で恥ずかしそうな顔で呟いた。

			「うぅ、まさか二回もこんなことするなんて……」

			「まあ確かに恥ずかしいものがあるよな」

			「恥ずかしいなんてもんじゃ……って、分かっててやったの？」

			「そりゃあな」

			　むしろ気づかない方がどうかしてるだろ。

			「いけると思ったんだが、さすがに気づいたか」

			「気づくよ、普通！」

			「この間は気づかなかったクセに」

			「そ、それは……うぅ、いじわる」

			　恥ずかしさからか若干涙目になり、そっぽを向いてしまった彼女の姿が可愛らしく見えたが、今は触れないでおこう。

			　そんな彼女の姿を横に、不意にグラウンドの方を見ると、何台かの黒い車が校内に入ってくるのが見えた。

			「何だあれ……」

			「どうしたの？」

			　釜石さんは首を傾げながら俺の目線を追う。

			　黒い車は学校内に駐車した。相当荒い運転をしたんだろうか、よく見ると所々に傷がある。中から武装しマスクを被った集団が現れ、校舎内になだれ込んでくる。

			　その動きは素早く、まるでどこかの衛兵かの如くスムーズに学校に入り込んだ。

			　おいおい、まさか―――――

			　パァァン!!

			　きゃぁぁ!!

			　嫌な予感がしていると、下の方から銃声と悲鳴が学校中に響いた。続けて怒声にも似た声が下から聞こえてくる。

			　俺はとっさに、朝のニュースを思い出した。

			　まさか、テロリストか？

			　突然の事態に、俺は過去の自分の言動を呪う。

			　まじであれフラグかよ。

		

	
		
			７　どんな時でも俺は寝る

			　

			「何、今の音？」

			　突然のことに釜石さんは混乱していた。

			　おいおい本当に来る奴があるかよ。いったいどんな確率だ。

			　俺はこの事態が信じられず、心の中で悪態をついていた。

			「ねぇ、神谷君。今のって……」

			「銃声だな」

			「えぇ！　銃声って……何で……」

			「おそらくは、朝ニュースでやってたテロ組織だろう」

			「テ、テロ組織!?」

			　俺の言葉に釜石さんは驚きながら言った。

			「な、何でここに……」

			「さあな。ただまぁ、運が悪かったんだろうな」

			「そ、そんなぁ……」

			　正直本当に運が悪いと思う。

			　俺のスキルに巻き込まれ体質なんてないよな。いったい何をしたらこうなるんだ。

			　まさか、スキル持ちは皆巻き込まれ体質になるとかがあったりするのか？

			　だとしたら今すぐこのスキルを捨て去りたくなるな。

			　そんなんより、俺は安らかに眠る方を取るぞ。

			「ど、どうしよう。神谷君」

			「とりあえず、ここにいた方がいいだろうな。まぁ、屋上までは来ないだろう」

			　俺はそう言って体をベンチの背もたれに預け、目を瞑(つぶ)った。

			「え、神谷君、何してるの？」

			「暇なんで寝る」

			「寝るの!?」

			　だってしばらく何もすることないし、暇なら寝るのに限るだろ。

			　いや待て、その前にあれを習得しておこう。

			　俺は意識を周囲に張り巡らせるようなイメージを数十秒続ける。

			【〈スキル　気配察知〉を習得しました】

			　これでよし。これなら寝ながらでも大丈夫だな。

			　俺は【気配察知】を発動させ、再び眠りに就こうとした。

			「いや、待って！　寝ないで！　お願いだから！　私を一人にしないで!!」

			　眠りの体勢に入った俺の体を釜石さんが揺すった。

			　騒がしいな。【気配察知】があるから大丈夫なんだが。

			　まぁ、言うわけにもいかないか。

			　眠りを妨害され、仕方なく目を開けると、グラウンドの方から悲鳴が聞こえてきた。

			　見ると、たくさんの生徒が悲鳴を上げながら走っている。

			「え、どういうこと？　何で皆……」

			「たぶんテロ組織達が人質の範囲を狭めたんだろう。だから余分な人質は逃がされたってところか」

			「じゃ、じゃあ私達も早く行こう！」

			　そう言って釜石さんはドアへ急いだが、俺は待ったをかけた。

			「今行くのはおすすめしない」

			「え、何で？」

			「今下に降りてテロ組織と鉢合わせなんてしてみろ。何されるか分からんぞ」

			　特に釜石さんみたいな人が見つかったら、体育館倉庫に連れられて……薄い本事項が確定するな。

			「そ、それは確かに……」

			「だから今は下に降りるより、ここで待ってた方が安全だろ」

			「そ、そうだね……」

			　そう言って釜石さんはトボトボとこちらに帰ってくる。

			　しかし、これからどうするか。寝るのは釜石さんがいるからできないが、ここでただ待つのも暇すぎる。

			　しばらく考え、ある人の存在を思い出した。そうだ、一応あいつに連絡しとくか。

			　携帯を取り出して、電話をかける。

			「誰に電話してるの？」

			「ちょっとした知り合い」

			　電話が繋がった。携帯越しに渋い声が聞こえる。

			『もしもし？』

			「おいっす、おっさん。今暇か」

			『何だお前か。悪いが今忙しいんだ。お前に構っている暇はない。ていうかお前、学校はどうした？』

			「そのことで話がある。実は今学校にニュースでやっていたテロ組織が来た」

			『何!!　それは本当か!!』

			　俺の言葉におっさんが叫んだ。耳がキーンとなる。釜石さんにも聞こえているようで、驚いた顔をしている。

			「煩(うるさ)いぞ、おっさん」

			『あ、あぁ、悪い。つい、な。それにしてもさっきのは本当か。実はちょうどこっちもそのことで頭を悩ませててな。テロ組織がこの地域に入り込んだという情報は入ってたんだが……』

			「そうか。それならすぐこっちに来られるか？」

			『あぁ、待ってろ、すぐに行く。確かお前の高校は神(かん)南(なみ)高校だったよな。それじゃあまた後で連絡する』

			　そう言っておっさんは電話を切った。

			　とりあえずこれでいいか。

			「ねぇ神谷君。今の人って誰？」

			「知り合いの刑事」

			「刑事？　刑事の知り合いがいるの？」

			「昔いろいろあってな」

			　さっき通話していた相手の名前は、石(いし)田(だ)哲(てつ)二(じ)。通称おっさんは、俺以外が異世界召喚された時にいろいろと世話になった人だ。顔が少し厳つく声も渋いが、悪い奴じゃない。

			「警察も呼んだことだし、しばらくは様子を見るか」

			「う、うん。そうだね」

			　俺の提案に釜石さんは同意し、一緒に警察が来るのを待った。

			　待っている最中ふと校舎の様子が気になり、【空間魔法】を使って中を探ってみた。

			【空間魔法】はその名の通り空間を操る魔法だ。その空間を支配すれば中の様子なんて簡単に見られる。

			　そこには、銃を持った武装集団と、怯(おび)えきっている生徒達の姿があった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教室には、壁際に追いやられ人質として捕まっている男女十数人の生徒と、全身黒の武装をし、ドクロのマスクを被ったテロリスト三人がいた。

			　一人は図体がでかく、一人は細身、もう一人は床に倒れている。

			「あぁ、だりぃな。いつまでこんなことやってんだよ」

			「そういきり立つな。ここは逃走用のヘリを確保するために交渉材料として占拠したんだ。すぐ出られる。大人しく待ってろ」

			「つってもよう。待つだけじゃ退屈だよなぁ。ここにいるガキどもで遊んでいいなら別だがよぅ」

			　そう言って図体のでかい男は、教室の隅で怯(おび)えている生徒達をゲスな目で見つめる。

			　その視線に生徒達はビクッと震えた。全員顔が青ざめている。

			「やめておけ。ボスに手は出すなと言われただろ。こいつみたいになるぞ」

			　ゲスな目をする男に、細身の男が止めに入る。

			　こいつというのは今床に倒れている奴のことだ。先程の突撃の際に無断で発砲し、人質の生徒の肩を撃ち抜いてボスにボコボコにされたらしい。

			　仲間でも容赦ないこの仕打ち、これでは人質の生徒も反抗する気が起きない。

			「わぁってるよ。さすがにあれを見た後じゃやらねぇよ」

			「ならいい」

			　細身の男がそう言うと、外からサイレンの音が聞こえた。

			「来たか」

			「みたいだな」

			　二人がそう呟くのと同時に、また別のテロリストが入ってきた。

			　その男は二人がしているのとは違った形のマスクをしていて、明らかに強そうな雰囲気を纏(まと)っていた。

			「ボス、警察が来ました」

			「分かってる。おおかた逃がした奴らが呼んだんだろ。これから交渉に入る」

			「なぁボス、交渉が済んだら警察何人か撃ち殺していいか？　やることがなさすぎて退屈なんだ」

			「我慢しろ。無闇に警察を刺激するな。ヘリを持ってこさせればそれで十分だ」

			　そう言ってボスは窓の外を見た。

			　外にはパトカーや車が何台も止まっていて、完全に包囲されている。

			「ふん、日本の警察がどれほどやるか、楽しみだな」

			　ボスは警察を見て不敵に笑い、さっと後ろを振り返り歩きだした。

			「お前達はこのまま見張りを続けていろ」

			「はっ！」

			「まじかよ。俺もそっちに行きてぇよ」

			　ボスの言葉に細身の男はキレのある返事をし、図体のでかい男は不満をもらした。

			「安心しろ。逃走途中に追いかけて来るようなら、好きなだけ撃たせてやる」

			　そう言ってボスは教室を出た。

		

	
		
			８　報酬はラーメンです

			　

			【空間魔法】でテロリスト達の会話を聞いていた俺は、教室内からあふれ出るシリアスな空気にひいていた。

			　うわぁ、何この暗い感じ。

			　あそこにいなくてよかったわ。いたらあのテロリスト達をぶん殴ってるかもしれない。俺ああいう雰囲気苦手だし。

			　そう思っていると、ズボンのポケットに入っている携帯電話が鳴り出した。

			　取り出すと、携帯には石田哲二と表示されている。

			　相手がおっさんだということを確認し、俺は通話ボタンを押し携帯を耳に当てた。

			「もしもし」

			『おう俺だ。今学校の前に着いた』

			　グラウンドの方を見るとパトカーが止まっている。

			「知ってる。こっから見えてるから」

			　そう言って俺はおっさんの方を見た。

			『何？　お前今どこにいるんだ？』

			「屋上」

			　俺の声を聞いたおっさんは屋上の方を見回し始めた。あ、目が合った。

			　一応手でも振っておくか。俺はおっさんと目が合うと小さく手をヒラヒラと振った。

			　おっさんは苦笑している。なぜだ。

			『お前、この状況でよくもまぁ……。まあいい、それより隣にいる可愛い嬢ちゃんは何だ？　彼女か？』

			「違ぇよ。あんたこの状況で何聞いてんだよ。それよりそっちは今どうなってんだ？」

			　釜石さんのことをこれ以上追及されるのは面倒なので、俺は話題を変えようとおっさんに話を振った。

			『あぁ、こっちもテロリスト達と交渉をしてるんだが、どうやら向こうさんの目的は逃走用のヘリを確保することらしい。今から三時間以内に持ってこなければ人質を一人ずつ殺すとのことだ』

			　なるほど、だから人の多い学校を狙ったのか。

			「そうか。んで、どう対処する気なんだ？」

			　そう聞くと、おっさんの返答は急に歯切れが悪くなった。

			『それがなぁ、こっちもできるだけ交渉の時間を延ばしたり、密かに部隊を配置させているんだが、何せ敵は連続テロ組織だ。人数や現在地が分からなきゃどうしようもねぇんだ』

			　おっさんはこっちをチラチラ見ながら白々しく言う。

			『あー、誰かいねぇかなぁ。敵の現在地や人数が分かったりして、ついでに倒してくれる奴が』

			「おい、待てよ」

			　何を期待しながら言ってんだ、このおっさんは。そんな面倒なこと誰がやるか。てか、何さらりとお願い増やしてんだよ。

			「言っておくがやらんぞ」

			『えぇ、いいじゃねぇかよ。例の力でやってくれよ』

			　いい年したおっさんが一般の学生に何を甘えてんだ。気持ち悪い。

			　おっさんの言う例の力というのは、もちろん俺のスキルのことである。

			　実は去年、俺が警察の厄介になっているぐらいの頃に、いろいろあっておっさんにスキルを使ったところを見られてしまった。

			　最初は記憶を消そうかとも考えたが、おっさんの俺のスキルを見た時の反応があまりにも意外すぎて考えを改めた。

			　その反応とは、

			　何だそれ？　手品か？

			　である。

			　正直気味悪がられたりすると思っていたので、予想外の反応に驚いたな、あの時は。

			　以来このスキルのことを秘密にしてもらう代わりに、たまにおっさんの仕事の手伝いをするようになった。

			　そうして俺に警察のコネができたわけなんだが、これがなかなか便利だ。

			　ちょっとしたノリで指名手配犯なんかを捕まえた時におっさんに連絡すれば、スキルのことはばれずに引き渡すことができる。まさにウィン－ウィンな関係だ。

			　まあ、おっさんが秘密を破ったら今度こそ記憶を消そうと思ってるから、完全なウィン－ウィンではないが。

			『な？　いいだろ？　お前の力でささっと倒してくれよ。もちろん自然な形で』

			　このおっさん最近調子に乗ってきている。さらりと注文増やしてるし。

			　いったい俺を何だと思ってるんだ？　神か何かか？　いくら俺でもそんな簡単にできるわけないだろ。いや、多分できるけど。

			「嫌なものは嫌だ。タダ働きはしたくない」

			『分かった。今度ラーメン奢(おご)ってやる。それならどうだ？』

			　とうとう物で釣ってきたぞ、このおっさん。しかもテロリスト撃退の報酬がラーメンって。

			　割りに合わなさすぎだろ。

			『言っておくがただのラーメンじゃないぞ。ここ最近メディアで有名な、あの【メンメン】のラーメンだ』

			　呆れたが、おっさんの言葉に少し反応してしまった。

			【メンメン】か。あそこのラーメンはテレビで何回も紹介されているのを観て、一度行ってみたかったんだ。

			　俺は面倒くささとラーメンを天秤にかけ、思い悩む。

			「……やるのは人質解放までだぞ」

			『本当か!?　「ただし！」

			「替え玉とトッピングに卵付き。あと餃子も」

			『なっ！　お、おいいくらなんでもそりゃあねぇよ。こっちも給料日前で金欠なんだよ』

			「嫌ならいいぞ」

			『ぐっ、わ、分かった』

			「よし。ならやってやる。終わったらまた連絡する」

			　そう言って俺は電話を切り、一息ついた。

			　あー、受けてしまったとはいえ、面倒なことになったな。

			「今の電話、何だったの？」

			　俺とおっさんの会話を聞いていた釜石さんが、おそるおそる聞いてきた。

			　あ、やばい。そう言えば隣にいたんだったな。何て誤(ご)魔(ま)化(か)すか。

			「あー……少し頼まれ事だ。悪いがちょっと行ってくる。釜石さんはここで待っててくれ」

			　そう言って俺は立ち上がり、校舎の中に入った。

			「え、ちょっと！　神谷君!?」

			　釜石さんは俺を追いかけるためにドアを開けたが、俺はもうそこにはいなかった。

			　釜石さんには悪いが、転移でもう移動したからな。

			「さて、んじゃやりますか。ラーメンのために」

		

	
		
			９　首トンって本当にできるんだ

			　

			　夜兎が刑事のおっさんの頼みで人質を解放しに行こうとしていた時、教室では、テロリストの仲間が様子を見に来ていた。

			「よぅ、どうだそっちは？」

			「何の問題もない」

			「何しに来たんだよ」

			「なに、ただの様子見だ」

			「ならちょうどいい。おい、お前俺の代わりにここ見張ってろ。ちょっと便所行って来っからよ」

			「お前……こんな時に何言ってるんだよ」

			「いいじゃねぇか。もう漏れそうなんだよ。なぁ、いいだろ？」

			「……早く戻ってこいよ」

			「へへ、悪いな。すぐ戻って来っからよ」

			　そう言って図体のでかい男は教室から出た。

			　ドアの前で、男は薄ら笑いを浮かべながら教室の方を振り向く。

			「へへ、誰があんな退屈なところに戻るかよ。てめぇらは一生そこで見張ってろ」

			　そう言ってトイレとはまったく別の方向に歩き出す。

			「さて、どこ行くか。銃を撃ったら音で気づかれちまうし、女犯すにも全員逃げ出してるだろうし。どうすっかなぁ」

			　男が歩きながら考えていると、ふと目の前の階段が目に入った。

			　男は考えるようにそれをじっと眺め、閃(ひらめ)いたのか声を上げた。

			「屋上に行って警察の様子でも見るか」

			　男は階段を上り、早速屋上に向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　男が便所に出て行ってから、教室に残ったテロリスト達は雑談を始めた。

			「まったく、あいつには困ったものだ」

			「まぁ、確かに最近少しやりすぎなところがあるよな」

			「少しどころじゃない。あいつこの前の襲撃戦で味方一人撃ち殺したんだぞ」

			「まじかよ。ボスはそれ知ってるのか？」

			「知ってるわけないだろ。知ってたらあいつはとっくにあの世行きだ」

			　それからも話を続けた。しばらくして男と交代したテロリストが疑問を持ち始める。

			「なぁ、あいつ遅くないか？」

			「確かに遅いな」

			「もしかして俺達に嘘言って抜け出したんじゃないか？」

			「まさか……いや、あいつならありえるな」

			「ちょっと見てくる」

			　そう言って男と交代したテロリストは教室を出ていった。

			　教室に残ったテロリストはそれを見送ったが、

			　ドンッ!!

			「ゔぅ」

			　テロリストが教室から出て姿が見えなくなったと同時に、鈍い音と呻き声が聞こえた。

			　教室にいたテロリストは驚き、その場から声をかける。

			「おい、どうした。何かあったのか？」

			　返事はない。

			　何が起きたか気になり確認しに行きたいところだが、それができなかった。今彼が動けば人質達に逃げられてしまう。

			　隅で怯(おび)えてるからといって、ここを空けるわけにはいかない。

			　どうしたものかとテロリストが人質の方を向くと、そこには異様な光景があった。

			「な、何だこれは……」

			　見ると、人質全員がなぜかすうすうと寝息をたてながら眠っていたのである。

			　この光景には、驚きを隠せずにいた。

			　何せ先程まで、彼らは暗い顔をしながら座っていたのだから。

			「本当に寝ているのか？」

			　テロリストは不審に思い人質達に近付きよく見てみたが、やはり全員気持ち良さそうに目を瞑(つぶ)っている。どう見ても本当に寝ているようにしか見えない。

			　どうなってるんだ？　こんな状況で寝ていられるわけがない。ましてや一人ではなく全員がだ。

			　テロリストは思考し、ある結論に辿(たど)り着いた。

			「眠らされているのか？」

			「正解」

			「ぐぁ!!」

			　次の瞬間、後ろから聞こえる声と共に、テロリストの首に衝撃が走った。

			　な、何が……。

			　意識が朦朧としながら後ろを振り向くと、この学校の制服を着た学生の姿があった。

			「き……さま……何者……だ」

			「ただの学生だ」

			　そんなわけあるか。

			　テロリストはその言葉を発する前に意識が途切れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これで終わりだな」

			　俺は床に倒れているテロリストを見て言った。いやはや、何とかなったな。

			　最初どう出ようか迷ってたら、テロリストが一人急に出てきたから、思わず腹を一発殴っちゃったけど、まあ結果オーライだな。

			　最初の奴は腹を殴ったけど、二人目の奴は俺が人質を眠らせたことに気づいた努力賞ということで、首トンにしといた。

			　にしても初めて首トンやったけど、本当に上手くいくとはな。やっておいて何だが、あれ漫画の中だけかと思ってたわ。今度から敵を倒す時はこれでいこうかな。

			　おっさんには自然にとか言われてるが、まあ何とかしてくれるだろ。むしろテロリストを捕まえる手助けまでしてやったんだ、感謝して欲しいくらいだ。

			　一仕事終え釜石さんがいる屋上に帰ろうとした時、床に倒れているテロリストのベルトに付属する無線から声が聞こえた。

			『おいお前達、私だ。そっちの状況は問題ないな』

			　突然聞こえた声に体が固まり、じっと無線を見つめた。身体中から嫌な汗が流れる。

			　おいおい待て待て、どうする？　出た方がいいのか？　いや、出たら出たで速攻でバレるだろ。だが、出ないも出ないで怪しまれるしな。

			　出るか出ないかの選択に頭を悩ませていると、無線の向こうの人が痺(しび)れを切らしたのか催促してきた。

			『どうした？　何をしている。さっさと応答しろ』

			　あぁくそ、出るしかないか。

			　俺は覚悟を決め、無線を手に取った。

			「待たせたな、こっちは問題ない。監視を続ける」

			『……』

			　ど、どうだ。若干声低くしてそれっぽい感じに言ったが、行けるか？

			『誰だ貴様は!!　我々の仲間ではないな！　あいつらはどうした!!』

			　はいバレました。そりゃそうだよな。普通バレるよな。

			『おい！　お前達!!　人質がいる教室に行くぞ!!　敵がいる!!』

			　その声が聞こえたと同時に無線が切れた。

			　俺は切れた無線を床に放り投げると、目を瞑(つぶ)りしばし考え込んだ。

			　これって、テロリスト全員こっちに来るってことだよな。

			　何てこったと悶えているそのうちにも、遠くから階段を降りる音が聞こえてくる。

			　くそ、やるしかないか。結局こうなるのかよ。

			「おっさんにチャーシューも付けてもらおう」

			　俺はやむを得ず、向かってくるテロリスト達への対策を考えることにした。

		

	
		
			10　釜石さんとテロリストと体育館倉庫の組み合わせといったら……

			　

			「遅いなぁ、神谷君。どうしたんだろう？」

			　神谷君が頼み事といって屋上を出てから、私はベンチに座り、足をぱたぱたさせながら帰りを待っていた。

			「頼み事って何なんだろう？」

			　知り合いの刑事さんと話していたみたいだから、やっぱりテロリストに関することなのかな？

			　でも、何で神谷君に頼むんだろう？　そもそもその刑事さんとどんな関係なんだろう？

			　頭の中は様々な疑問で絶えなかった。

			　神谷君ってやっぱり謎だよね。何かいろいろと隠してそうっていうか、何を考えてるか分からないというか。

			　でも、それはそれでいいっていうか、ミステリアスな感じもありっていうか……って何言ってるの私一人で!!

			　両手で顔を隠しながら羞(しゆう)恥(ち)心(しん)に悶える。ここで一つの不安が頭をよぎった。

			「大丈夫かな？」

			　刑事さんに頼まれたことがテロリスト関連のことだとしたら、今神谷君って危ない状況にいるってことだよね。もし何かあったら、どうしよう……。

			「早く帰ってきて、神谷君」

			　私は一人そう願う。

			　その時、ドアの向こうから、何やら足音が聞こえてきた。

			　カツン　カツン　カツン

			　音は確実にこちらに近付いている。

			　よかった！　無事だったんだ！　私は嬉しくなり、急いでドアに駆け寄った。

			「神谷君!!」

			　出迎えようとドアを開けて、目の前の人に絶句する。

			「あぁ？　何だお前？」

			　目の前に現れたのは、全身黒の武装をして、ドクロのマスクを被った図体のでかい男。

			　この人、テロリストだ。

			　どう考えても不審者のこの男の格好を見て、私はその正体がすぐに分かった。

			　な、何でこんなところに……。

			　震えが止まらない。

			「お？　よく見たら結構可愛いじゃねぇか。よしお前で暇潰しするか。おら！　こっちに来な！」

			「い……やぁ……」

			　こっちに向かって手を伸ばすテロリストに怯(おび)えながら後退りし、声も出ないまま逃げ回る。

			　すぐにでも大声で叫びたいところだったが、持ち前の男嫌いのせいで私にはそれができずにいた。

			「ちっ、面倒くせぇな。大人しくしろや!!」

			「うぁ……」

			　痺(しび)れを切らしたのか、テロリストはスタンガンを取り出し、私のお腹に当てた。

			　私は唸りながら床に倒れる。

			　意識が遠退いていく。

			（……いや……神……谷……君）

			　薄れ行く意識の中、私はただただ彼に助けを求めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はテロリスト達を一掃している真っ最中だ。

			「はい首トン」

			「ぐぅあ!!」

			　テロリストは床に倒れ、白目を剥きながら気絶した。

			　ふぅ、これでラストだな。

			　合わせて十人はいるであろう、床に倒れているテロリスト達を見てそう言った。

			　しかし強いな首トン。ここまで使えるなんて正直思っていなかったぞ。もうスキルとして扱ってもいいんじゃないか？

			【〈スキル　首トン〉を習得しました】

			　なっちゃったよ本当に。何でもありか。もうこれなら首トンで世界狙えるんじゃないか？　首トン世界チャンピオンってな。

			　そんな馬鹿なことを考えていると、床に倒れているテロリストの一人が呻き声を上げながら微かに動いた。まだ動けたのか。

			「まさか……我らがたった一人の小僧に……負けるなんてな……」

			「あんたはこいつらの親玉か？」

			「そう、だ」

			「運が悪かったな。俺がいなかったら、あんた達の計画は成功していただろうによ」

			「ふん、そうかもしれないな。だがな、我らはこのままでは終わらない。必ずや生き延び貴様に復讐を……がぶぁ!!」

			「あ、ごめん。つい殴っちゃった」

			　謝ってはみたものの、親玉はすでに床に埋もれピクリとも動かなくなっていた。

			　やばい、ついやっちゃった。だって何か急にシリアスな流れになるから。

			　俺この感じ苦手なんだよ。つい殴っちゃいたくなるほどにな。自業自得だろ。

			　さて、とりあえずこれで全員制圧したんだよな。一応確かめてみるか。

			　俺は【空間魔法】により一応学校全体を調べてみた。

			　ん？　何だこれ？

			　おかしな反応を見つけた。体育館倉庫に二つの反応がある。

			　一つは、あれ？　何で釜石さん？　もう一つは、おそらくテロリストの反応だ。まだいたのかよ。

			　しかしあれだな。

			　体育館倉庫に釜石さんとテロリスト。

			　この組み合わせで行われることといったら……あれしかないよな。

			「急いで行くか」

			　俺は【転移魔法】を使って体育館倉庫に向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ここは、どこだろう？

			　目が覚めると薄暗い部屋の中にいた。

			　よく見ると、ここ体育館倉庫だ。マットの上だし。

			　でもどうして私、こんなところに……。

			　私は今までの経緯を思い返した。

			　そうだ！　私、テロリストと遭遇して、それで捕まって！

			「よう、目が覚めたみたいだな」

			　声がした方を振り向くと、そこには私を捕まえたさっきのテロリストがいた。

			「ったくお前を運ぶのには苦労したぜ。薄い本の真似をして体育館倉庫で犯してやろうと思ったんだがよ、これが遠いの何の」

			　機嫌よさげに話すテロリストとは対照的に、私は恐怖で言葉が出なかった。

			「だがまあ、それも今からすることを思えば吹き飛ぶってもんだ。なぁ？」

			　急にテロリストに話を振られた私は体をビクッとさせ、後(あと)退(ずさ)った。

			「そう怯(おび)えんなよ。すぐに気持ちよくしてやっからよ」

			　テロリストは私に近付き手を伸ばす。

			　迫り来る恐怖と嫌悪感で自然と涙が出てきた。

			「いや、こないでぇ……」

			「いいぜ、その顔だ。もっと俺にその顔を見せてくれよ」

			　背中に壁がぶつかり、涙を流しながら目を瞑(つぶ)った。

			　嫌、こんなの嫌。

			　どうして？　どうして私がこんな目に遭わなくちゃいけないの？

			　どうしてこんなことになったの？

			　私何か悪いことした？

			　助けて……誰か助けて……。

			　神谷君!!

			「はいストーップ」

			　私が心の中で叫んだのと同時に、頭上から聞いたことのある声が聞こえた。

			「な、何だお前!?」

			「煩(うるさ)い、寝てろ」

			「がぁ!!」

			　何やら鈍い音がし、テロリストが呻き声を上げながら倒れる音が聞こえた。

			　な、何が起きたの？

			　怖がりながらも、恐る恐る目を開けるとそこには、目の前で倒れているテロリストと、それを見下ろす神谷君がいた。

			「よぉ。大丈夫だったか？」

			「神谷……君？」

			　私はおもむろに立ち上がり、涙をこぼしながら思いっきり抱きついた。

			「神谷君!!」

			　神谷君は少し驚いた様子だったけど、すぐに受け入れてくれて、私が泣きやむまでずっとこうしてくれた。

			　それはとても暖かく、優しいものだった。

		

	
		
			11　女子に抱き着かれた時の対処法って何ですか？

			　

			　どうしよう、この状況……。

			　釜石さんが泣きながら俺に抱きついている。

			　幸い、俺が転移したところや首トンしたところは見られていないが、この状況はそれより厄介な気がする。

			　これどう対処したらいいの？

			　こんな状況になるなら、正直スキルがバレた方がましな気がしてきた。

			　今まで面倒だったから人とあまり関わらなかったというのに、いきなりこれはハードすぎるだろ。

			　どうする？　とりあえず何かした方がいいのか？　こういう時は抱き締めたりするのか？　する？　するのか？　えぇい!!　やるか!!

			　俺は意を決してぎゅっと抱き締めた。すると、釜石さんは安心したのか俺の胸に顔を埋めて大人しくなった。

			　ふぅ、ひとまずは成功だな。

			　俺は内心ホッとし、次なる行動について考えた。

			　次はどうする。話しかけるか？　そんな高難易度なこと俺にできるのか？　いや待て、それを実行するのはまだ早い。もう少し待とう。

			　それから俺は、啜り泣いている釜石さんが泣きやむまで待つことにした。

			　うわ、涙と鼻水が制服に……。まぁ、それも仕方ないか。釜石さんからしたら恐ろしい体験をしたんだからな。

			　泣き続ける釜石さんと濡れ続ける制服を見ながら、複雑な気持ちになる。

			　それから数分くらい経って、やがて釜石さんは泣きやみ、俺から離れた。

			　だが、その顔は先程の泣き顔とは違って、真っ赤になっていた。

			「落ち着いたか？」

			「う、うん。ありがとう」

			「それはいいけど、顔が赤いがどうかしたのか？　まさか、あいつに何かされたのか？」

			「う、ううん!!　そうじゃないの。気にしないで……」

			　釜石さんはなぜか慌てた素振りで言った。そこまで否定するなら大丈夫か。ステータス見ても特に異常はないし。

			「そ、そういえば、どうして私がここにいるって分かったの？」

			　話を変えようとしているのが見え見えだが、指摘するのも面倒なので一応俺はそれに乗っかっておくことにした。

			「窓から釜石さんが連れてかれるのが見えたんでな。慌ててこっちに来たんだ」

			「そっか。頼み事はもういいの？」

			「あぁ、それはもう片付いた」

			「そ、そうなんだー」

			　会話が途切れる。明らかにまだキョドってはいるが、もう大丈夫だろう。

			　俺は釜石さんに外に出るよう促(うなが)した。

			「とりあえず、ここから離れようか」

			「う、うん。そうだね」

			　釜石さんが先に体育館倉庫から出る。俺はそれを確認したあと、床に倒れているテロリストに顔を向けた。

			　出ていく前にこいつをどうにかするか。

			　さすがに放置してはおけない。一人だけここにいるなんて不自然すぎるしな。

			　俺は倒れているテロリストに手を当て、【転移魔法】を使い、他のテロリストが倒れている教室まで転移させた。これでいいか。

			　俺はテロリストがいなくなったのを確認し、体育館倉庫を後にする。

			　それからおっさんに連絡した。

			　俺達は警察に保護され、テロリストは全員逮捕された。

			　一件落着だな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　事件のその後。

			　私は家に帰り自室に入るとすぐ、鞄を床に置いてベッドに倒れこんだ。

			　大変な一日だったなー。

			　私は今日のことを回想する。

			　神谷君に抱き着いたことも思い出し、顔が一気に熱くなった。

			　うぅ～、思い出さなきゃよかった。

			　顔をベッドに埋め赤さが収まるのを待っていると、次第に神谷君に助けられる前のことが思い出されてきた。

			　自分を襲おうとしたドクロマスクのテロリストの顔、声、威圧が今でも鮮明に思い出される。

			　怖かったな……。

			　もしあそこで神谷君が助けに来てくれなかったら……ということを考えると、それだけでも手が震えてくる。

			　だから、あの時は本当に嬉しかった。

			　たとえたまたまでも、自分を助けてくれたことには変わりはない。

			　神谷君……。

			　今でも神谷君のことを考えると胸がドキドキしてくる。あの時の顔、声、仕草……。

			　これってやっぱりあれだよね。そういうことだよね。

			　私は自分の気持ちを再確認すると、ある決意を固めた。

			「明日はもっと神谷君とお話したい」

			　もっとお話して、もっと親密な関係になりたい。そしていつかは……きゃあ!!　何言ってるの私!!

			　おかしな妄想をしてしまい、私は一人ベッドの上を転がった。

			「明日が待ち遠しいなぁ」

			　枕を抱えながら、明日のことを考える。

			　この時私は忘れていた。

			　テロリストのせいで明日から一週間、臨時休校になることを。

			　それを思い出した私が、今度は別の意味で恥ずかしくなったのは言うまでもない。

		

	
		
			12　そうだ、空を飛ぼう

			　

			　人は、時に唐突に、何かをしたくなる時がある。

			　何かを無性に食べたくなったり、どこかに行きたくなったりと、そんな感じだ。

			　俺、神谷夜兎にも今その時が来ていた。

			「空が飛びたい」

			　俺の唐突な一言に、床に座っていた夏蓮が何を言ってるんだこいつ？　といった表情をする。

			「何言ってるの？　頭大丈夫？」

			　本当に言ってきたよ。というか、夏蓮が部屋にいたことすっかり忘れてたな。

			　今、俺と夏蓮は俺の部屋でゆっくりと本を読んでいた。テロ組織の一件以来、学校は臨時休校になっている。今日は土曜日だから夏蓮も学校が休みだ。

			　何で夏蓮が俺の部屋で本を読んでいるかというと……実際俺もよく分からない。

			　急に俺の部屋に来たかと思えば「ここで本読んでもいい？」と言ってきたんだ。

			　なぜわざわざここで読むのか聞きたいところだが、聞いても理由を言わないのは長年の付き合いで分かっているので、素直にオーケーしといた。別に断る理由もないしな。

			「いや、何となく言っただけだ」

			　そう言って俺は立ち上がり、手に持っていた本を仕舞った。

			「出かけるの？」

			「あぁ、お前は別に好きなだけいていいからな」

			「……あっそ、行ってらっしゃい」

			　夏蓮は冷めた目でそう返す。

			　よく見ると目線が下がりスカートの裾を摘まんでいる。これは少し残念、という時の反応だ。

			　もしかして、俺と一緒にいられなくなるのが残念なのか！

			　……なわけないか。何言ってんだ俺。夏蓮はそんなキャラじゃないだろうに。

			「そんじゃ行ってくる」

			　そう言って、俺は部屋を出た。

			　さあ行くか、空を飛びに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　支度を済ませ、俺は玄関で空を飛べる場所へ転移した。

			　空を飛ぶとなると必然的に場所も限られてくる。人に見られたら騒ぎどころの話じゃなくなるからな。

			　というわけで、俺は今砂漠のど真ん中に来ている。なぜ砂漠かは……正直俺もわからないんだ。

			　転移する時に、人がいないところとしか設定してなかったら、まさかの砂漠だった。

			　日差しが暑い。そして砂煙が目に痛い。

			　他の場所に行きたいところなんだが【転移魔法】は結構魔力を使う。距離に応じてその消費する魔力も変わってくる。

			　今の俺なら軽く地球三周は行けるが、帰り用と飛ぶ用の消費魔力を考えると、そこまでホイホイと転移してはいられない。

			　面倒だし、このままでいいか。

			　俺は念のため【気配察知】をかけておいてから、空を飛ぶ練習を始めた。

			　まずどうやって空を飛ぶかというと、今回は【風魔法】を使う。

			　さっき部屋で本を読みながら寝転がっていた時に、頭の中で少し魔法について調べていたら【風魔法】で空を飛ぶ方法があったのだ。

			「フリーゲン」

			　そう唱えた瞬間、俺の足下に緑色の魔法陣が現れ、下から風が巻き起こった。

			　だんだん足が地面から離れていき、体が浮き始める。

			　おー、浮いた浮いた。俺は内心興奮する。

			　しかし体が浮くってこんな感じなのか。変わった感覚だな。

			　俺は独特の感触を堪能してからいよいよ飛行を始めた。

			　えーっと、まずどうするんだ？

			　試しに風を後ろに飛ばすイメージをする。すると、体が前に進んだ。

			　おー、こうやるのか。

			　飛び方も分かったところで、しばらく飛行を楽しんだ。飛ぶっていいな。この風の爽快感が最高。なんだか鳥になった気分だ。

			　俺がいい気分で飛行を続けていると、発動していた【気配察知】に人の反応があった。

			　こんなところに人？　しかも一人だな。

			　広大な砂漠に一人でいるってことは、遭難か？　それってあれだよな。すぐに行った方がいいやつだよな。

			　仕方ない、行くか。

			　そう思い反応があった場所まで飛んで行く。案の定、人が倒れていた。

			　ぼろぼろの服に髭を生やした五十代くらいの男性。

			　おいおい、このご時世にこんなもろ探検家ですみたいな格好した奴がいるか？　しかも一人で？　どんな確率だよ。

			「おーい、大丈夫かー」

			「うぅ…□□□□□□□？」

			　やばい、何て言ってんだこの人。

			　突然の知らない言語に俺は戸惑う。

			　日本語しか知らない俺に外国語なんて分からないぞ。単語から、かろうじて英語ではないのが分かるくらいだ。

			　しまったな。どうする？　ほっとくか？　言葉が分かるならまだしも、これはどうすればいいんだ？

			　俺はどうしようもなく、とりあえず立ち上がった。

			「□□□□!?　□□□□□□□□□□!!」

			　見捨てられると思ったのか、男性は俺のズボンにしがみついて助けを請(こ)うように何か訴え始めた。

			　いや待て待て、別に見捨てるとかそんなんじゃないから！　ちょっと立っただけだから！

			「ちょっ、あんま引っ張るなって！　ズボンが破ける！」

			「□□□□!!　□□□□□□□□!!」

			　何言ってるのか分からないが、とりあえずまともに話せる精神状態じゃないことだけは分かった。

			「だあもう!!　面倒だ!!」

			「□□□!!　□□□□□□□　――――――――」

			　だんだん鬱(うつ)陶(とう)しくなってきたので、しがみついてくる男性を転移で近くの街に飛ばした。

			　まったくしつこい奴だったな。お陰でズボンが砂まみれだ。

			　ズボンについた砂を軽く払う。

			「他のところに行こう」

			　俺は場所を変えるため、再び転移魔法を唱えた。

			　転移した先は、どこもかしこも森で覆われたジャングルだった。

			　ここならまあ、大丈夫か。

			　さっき遭難者一人を転移させたから、魔力もだいぶ消費した。もう転移しない方がいいかもな。

			　俺は早速【風魔法】を使い、空を飛んだ。

			　おー、これは凄い。辺り一面緑一色だ。

			　初めて生で見るジャングルの景色を堪能していると、どこからか鳥の鳴き声が聞こえた。

			　その鳴き声がした方向を向くと、群れをなした鳥達がいっせいにこっちに向かって来る。

			　あ、こりゃやばい。

			　俺は急いで方向転換し、衝突を防ぐ。

			　衝突を回避し一息つくのも束の間、今度はどこからか槍が飛んできた。

			　うわ、危な!!　俺はそれを間一髪で避けた。

			　槍が飛んできた方向を見ると、そこにはどこかの部族であろう原住民がいた。

			　あ、やべ。【気配察知】使うの忘れてた。

			　今度からは気を付けなければ。

			　俺が自分の失態を反省していると、原住民がこちらに向かって何やら叫んできた。

			「○○○○○○○○!!」

			　だから何て？

			　またしても意味が分からない言語が飛んできて俺は首を傾げる。

			　今度は何だ？　さっきの遭難者の言語と違うのは確かだが、分からないのに変わりはないな。

			　どうするか、とりあえず何か言っとくか。

			「俺は別に危害を加えるつもりはない!!　だから安心して帰れ!!」

			「○○○○○○○!!」

			　俺がそう叫ぶと原住民は何か気に障ったのか、今度はそこら辺にあった石を投げてきた。

			　なぜだ。どこに石を投げられる要素があったんだ。

			　不思議に思いながら石を避けると、原住民は今度は高らかに何かを叫んだ。それはさながら何かを呼ぶような感じで。

			　しばらくすると、そいつと同じ格好をした奴がどんどんやって来た。

			　最初に見つかった原住民は、仲間に何か伝えながら、俺の方を指差す。

			　いっせいにこちらを睨んできた。

			　あ、これやばい奴だ。

			　そう予感した瞬間、原住民達がいっせいに手に持っていた槍を投げてきた。

			　やっぱり！　俺が何したって言うんだよ!!

			　俺は飛んでくる槍を避けつつ、これ以上何を言っても無駄だと判断し、転移で逃げる。

			　逃げた先は、どこか分からない雪山だった。

			　しかも絶賛猛吹雪中の、遭難確定の雪山だ。

			　いくら人がいないところって言ったってこれはないだろ。凍死するわ。

			「……帰ろ」

			　雪山に転移した瞬間、もうこれ以上の実践は無理だと判断し、俺は家に帰ることにした。

			　自宅の玄関に転移すると、ちょうどリビングから夏蓮が出てきた。

			「どうしたの？　何か凄い汚れてるけど」

			「いや、いろいろとあってな」

			　確かに俺の服は砂漠の砂で汚れたり吹雪の雪で濡れたりして、結構汚れていた。

			　夏蓮の問いを適当にはぐらかし、体を洗うため風呂場へと足を運んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜になり、リビングでテレビを見ていると、奇妙なニュースが流れていた。

			『今日午前七時頃、エジプトのサハラ砂漠で行方不明になっていた考古学者のインディゴ・ジョールズ氏が、サハラ砂漠から遠く離れた街で発見されました。インディゴ氏は「変な少年を見た」とよく分からないことを述べており―――――』

			「あらー、変な話ね」

			「あーうん、そうだねー」

			　何とも言えない気持ちのままニュースを見る。

			　もう、しばらくは飛ぶのやめよう。

			　俺はそう密かに誓った。

		

	
		
			13　おっさんとの出会い

			　

			　腹へり時の昼下がり、中華屋【メンメン】はたくさんの客の話し声や厨房のかけ声で賑わっていた。

			「お待たせしました。チャーシュー麺と醤油ラーメンと餃子のセットになります」

			「お、きたきた」

			　運ばれてきた料理を、おっさんは待ってましたといった感じで受け取った。

			　今俺は約束通り、おっさんとラーメンを食べに来ている。事件が落ち着くまで待っていようかとも思ったが、そうすると多分おっさんは惚(とぼ)けるからな。

			　だから、臨時休校期間の最終日に行こうと、俺がおっさんを誘った。

			　というか無理矢理連れ出した。案の定おっさんは、最初惚(とぼ)ける気だったな。

			「さて、料理も来たことだし食うか。ん？　どうした？」

			「……いや、別に」

			　さっきまで行くのを渋ってた奴の態度じゃないな。そんなに奢(おご)るの嫌だったのか。

			　俺は何とも言えない気持ちになったが、おっさんは気にせずラーメンを食べ始めた。

			「ずずずぅ……あー、やっぱり噂通り旨いな」

			「ずずずぅ……確かにな」

			　さすがはテレビや雑誌で紹介されるだけはある。コシのある麺、透き通るようなスープ、どれを取っても旨い。

			　よし、次は餃子だ。

			　俺は餃子を箸で掴み、口の中に入れた。

			　もぐもぐ……うん、これも旨い。さすがは【メンメン】。この店の仕事に外れなしだな。

			「しかしまあ、お前も災難だったな。入学式からたった数日でテロ組織に出くわすなんて」

			　おっさんはラーメンを食べながら言った。

			「まあな。だがまあ、そのお陰でこうしてこの旨いラーメンにありつけるならそれも悪くない」

			「ラーメンのために鎮圧されたテロ組織って……」

			　俺の言葉におっさんは苦笑した。

			　まあ理由はどうあれ、俺的には運が悪いのは俺よりもテロ組織の方だと思うがな。

			　何万とある学校から、異世界スキルを持っている俺がいる学校を選んだんだ。

			「まあ何はともあれ。お前が無事でよかったぞ」

			「俺があんなんで殺られるわけないだろ」

			「ははは。そりゃそうだ!!」

			　おっさんはひとしきり笑った後、物思いにふけるように言った。

			「そういや、前もこんな感じだったよな」

			「前？」

			「ほら、お前と初めて会ったあの日だよ」

			「あー、あれか」

			　懐かしそうに言うおっさんとは対照的に、俺はどうでもよさそうに返答する。

			「あんときはまじで驚いたぞ。まさかあんなことできる奴がいるなんてな」

			　おっさんは当時のことを思い出すように、ゆっくりと目を閉じた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ったく何がもっと真面目に働けだよ。だったらお前がもっと真面目に働けってんだ、馬鹿野郎!!」

			　あの時俺、石田哲二は、理不尽に上司に叱られたことを愚(ぐ)痴(ち)りながら、居酒屋から家に帰る途中だった。

			　だいぶ飲んでいたせいで、足は千鳥足。

			　フラフラになりながら暗い通りを歩いていた。すると、

			　ぎゃぁぁぁぁ!!

			　何だ？　今の悲鳴は。この工事中のビルからか？

			　突然悲鳴が聞こえたのですぐさまその方向へ向かった。

			　ビルの中に入り、中を探索する。

			　すると、倒れている人を見つけた。

			　俺はすぐに駆け寄ろうとしたが、自然と足が止まった。

			　なぜなら、倒れている人の奥に、一人の少年と、数人のナイフを持ったチンピラ達がいたからだ。

			　おいおい何だよこの状況。早く助けねぇと!!

			　手ぶらの少年と、彼をナイフを持って囲むチンピラ。どちらが悪かなんて一目瞭然。

			　覚悟を決めた俺がいざ少年を助けようとした時、目の前に信じられない光景が広がった。

			　突如少年の周りに玉のような形をした風の塊が出現し、チンピラ達を襲い始めたのだ。

			「ぎゃぁぁぁぁ!!」

			「た、助けてくれ!!」

			「悪かった!!　俺達が悪かったから!!　もう許し……ぎゃぁぁ!!」

			　チンピラ達は助けを請(こ)うが、少年はいっさい風の塊を止めない。

			　風の塊はチンピラ達を吹き飛ばし、嫌な音をたてながら工事中の柱や地面に激突していく。

			　吹き飛ばされたチンピラ達はピクリとも動かなくなった。

			　何じゃこりゃ、何がどうなってんだ？

			　俺はその光景に言葉が出なかった。

			　驚きのあまり酔いは完全に醒め、ただただ立ち尽くすことしかできない。

			　すると、少年は俺に気づいたのか、こちらを警戒しながら睨み付けてきた。

			　おっとこれはまずいな。このままじゃ俺もあのチンピラ達と同じ運命を辿(たど)る気がする。

			　何か言わなきゃな。

			「あー、何だそれ？　手品か？」

			「…………は？」

			　少年は何秒か間を空けた後、間抜けな顔をしながら言った。

			　あれ、言葉の選択間違えたか？

			「あーいや待て、俺は怪しい者じゃない。警察だ」

			「警察？」

			　警察と聞いて少年は訝(いぶか)しげな目で俺を見た。

			「警察が何でここにいる」

			「たまたまだ。偶然悲鳴が聞こえて駆け付けたらお前がいたんだ」

			　俺の話を聞いても、少年はまだ疑わしい目でこちらを見ている。このままじゃ埒(らち)が明かないな。

			「なぁ、お前は何者だ？　あれってやっぱり手品なのか？」

			「いや、あんな手品あるわけないだろ」

			　そりゃあそうか。

			「まあここでは何だ。場所でも変えようか。そうだ、ラーメンでも食いに行くか」

			「は？　ラーメン？」

			「あぁ、この近くにラーメン屋があるから、そこに行くぞ」

			　そう言って来た道を戻ろうとする俺に、少年が待ったをかけた。

			「ちょっと待て。こいつらをまずどうにかしなきゃ駄目だろ」

			　少年は倒れているチンピラを指差した。

			「あー、そうだなー。……放っておくか」

			「……いいのかよ」

			「別に死んでるわけじゃないだろ。だったら放っておけ。俺今勤務時間外だし、余計な仕事が増えるだけだし」

			「……あんた本当に警察かよ」

			「早く行くぞ。何だか無性にラーメンが食べたくなってきた」

			　俺はそう言って少年を急かす。

			　少年は呆れながら俺の後ろを付いてきた。

			　

			　ラーメン屋に着き、俺と少年はラーメンを食いながら話をする。

			「ずずずぅ……ほう、異世界召喚ねぇ」

			「ずずずぅ……信じるのか？」

			「まあ、あれを見た後だとなぁ……」

			　正直とても信じられる話じゃないが、さっきの状況を目にしてしまった今、俺にはどうもそれが嘘には聞こえなかった。

			「なぁ、俺にもスキルってのはあるのか？」

			「ちょっと待ってろ」

			　そう言って少年は俺をじっと見つめてきた。

			「【柔術】と【体術】があるな」

			「まじか、それって俺が柔道や空手をやっていたからか？」

			「多分そうだろうな」

			　逆に言えば俺にはそれだけしかスキルがないのか。何か残念だな。

			「まあ、スキルがあるだけ凄いと思うぞ。ない奴もいるし」

			　若干気落ちしていたのがバレたのか、少年がさりげなくフォローを入れてきた。

			　心配してくれてるのか？　何だ、見かけに寄らずいい奴じゃないか。

			「ありがとな」

			「何のことだ」

			　惚(とぼ)ける少年に俺は軽く微笑む。

			　少年は知らんふりをしながらラーメンを啜った。

			「そういやお前、何であそこにいたんだ？」

			「ん？　あぁ、魔法の試し撃ちをしようと思ったら何かチンピラに絡まれてな。返り討ちにしてた」

			　少年は悪びれた様子もなく言う。

			　それは何ともまあ運の悪い奴らだったな。

			　俺はチンピラ達側に少し同情した。

			「それにしても、そのスキルってのは便利だよな。なんでもできるんじゃないか？」

			「なんでもはできない。まあ、便利なのは否定しないけどな」

			「そうか……よし！　決めた!!」

			　俺は箸をラーメンの器の上にカチャッと置いて、少年の方を見た。

			「今度から何かあれば俺に相談しろ。安心しろ俺は警察だ。何かしらの役には立てるぞ」

			「は？　何言ってんだ急に？　そんなことしてあんたに何の得があるんだ？」

			「もしもの時に俺の仕事を手伝ってもらう。なに、お前にとっちゃ楽な仕事だ。もちろんお前のスキルについては誰にも話さない。どうだ？　俺と組まないか？」

			　そう言って俺は少年に手を差し伸べた。

			　少年は俺の顔と手を交互に見ながらしばらく考え込み、やがて俺の手を強く握った。

			「……裏切ったら容赦はしないぞ」

			「そっちこそな」

			　俺と少年は熱い握手を交わす。

			「そういや今更だが、お前名前は？」

			「本当に今更だな……俺は神谷夜兎」

			「俺は石田哲二。これからよろしくな、夜兎」

			「あぁ、おっさん」

			「おっさ！　……せめて石田さんと呼べよ」

			「おっさんはおっさんだろ。これからよろしく頼むぞ、おっさん」

			「だから!!　……まあいいか」

			　こうして俺と夜兎の、持ちつ持たれつな関係が生まれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「―――――っとまあこんな感じだったな」

			　すべて話し終わり、おっさんは懐かしいとばかりにうんうんと頷く。

			　ずいぶんと長い回想だったな。

			　まあ、確かに俺とおっさんとの出会いはこんな感じだったな。

			　あの時はまだ【転移魔法】とかなかったから、遠くに行けず仕方なく工事中のビルを選んだんだよな。まさか、そこでチンピラに絡まれるなんて思わなかったが。

			　しかし、今思えばなぜ俺はあの時おっさんの記憶を消さなかったんだろうか。

			　今なら多分気絶させるくらいのことはしてるだろうに。……分からん。

			「まあ、これまでいろいろとあったが、これからもよろしく頼むぜ。相棒」

			「誰が相棒だ」

			　勝手に人を相棒認定してんじゃねぇよ。

			「堅いこというなよ。餃子もらうぞ」

			「あ、ちょ！　それ！　最後の一つ！」

			「男が小さいこと気にすんなって」

			　そう言っておっさんは、はははと笑った。

			　このおっさん、調子に乗りやがって……。

			　その後も俺とおっさんは、やいのやいの言いながらラーメンを食べた。

			　いつもこんな感じで、不思議と仲違いしたことがない。

			　ラーメンを食べながら、俺は思う。

			　これも腐れ縁ってやつか。

		

	
		
			14　何この強制ルート？

			　

			　臨時休校が終わり、一週間ぶりに学校へ登校した。

			「おはよう、神谷君」

			「おはよう、釜石さん」

			　教室に入ると、例の如く釜石さんと挨拶を交わし、俺は席に着いた。

			「やっと学校始まったね。神谷君はこの一週間何してたの？」

			「本読んだり昼寝したりの毎日だったな」

			「相変わらずだね」

			　釜石さんは苦笑した。

			　本当は空飛んだり、ラーメン食ったりしてたけど、面倒だから言わないでおいた。

			　てか、ラーメンはともかく空飛んでたなんて言えないだろ。それもう変な人確定だぞ。

			「釜石さんは何してたんだ？」

			「私はお母さんの家事を手伝ったりしてたよ」

			「釜石さんらしいな」

			　それから二人でしばらく談笑していると、学校のチャイムが鳴った。

			　クラスメイトは皆いっせいに席に着き、本を取り出す。

			　どこの高校にもあるかは知らないが、うちの高校では朝の十分間、本を読む時間がある。

			　いつもなら俺はお気に入りのラノベを読むんだが、今回は少し違う。

			　俺が今回読むのは、英単語帳だ。

			　なぜ英単語張なのかというと、以前空を飛んだ時に外国語が分からず苦労したからだ。

			　正直あの外国人の話を聞いてればスキルは取得できたんだが、なんか鬱(うつ)陶(とう)しかったからつい転移で飛ばしてしまったんだよな。

			　そんなわけで、俺はスキル取得のために英単語帳を読み始めた。

			　隣の奴が何か変な目で見てきたが、気にしないフリをする。

			【〈スキル　英語理解〉を習得しました】

			　は？　ちょっと待て、【英語理解】？　【言語理解】じゃなくて？

			　俺は少し困惑したが、すぐに納得した。

			　まあ、読んでるの英語だけだしな。

			　そりゃあ英語しか読んでないのに全言語を理解できるわけないよな。

			　するとあれか、【言語理解】を取るためには、幾つかの言語を理解してなきゃいけないのか？

			　だとしたら今すぐには習得できないな。

			　俺は諦めそうになったが、ここであることを思いついた。

			　そうだ、スキルレベルアップさせれば【英語理解】が【言語理解】に進化するんじゃないか？

			　俺は早速試そうと、再び英単語帳を読み始めた。

			【〈スキルレベルアップにより　英語理解　が　英会話の極み〉に変化しました】

			　違った。

			　いや違うんだよ、俺が欲しいのはこれじゃないんだよ。くそ、やっぱり無理なのか。

			　俺は少し諦めかけたが、「いや待て、まだ諦めるな。まだチャンスはあるぞ」と、再度英単語帳と向き合う。

			　だが、二度目の進化となると結構時間がかかるようで、さっきの倍のページ数を読む必要があった。

			【〈スキルレベルアップにより　英会話の極み　が　会話の極意〉に変化しました】

			　お、これはまさか俺が求めていたスキルなのではないか。

			　俺は早速手に入れたスキルの説明を見た。

			【会話の極意　あらゆる言語の会話を可能にする。話す際に相手に若干好感を持たれる補正が付く】

			　おーこれだよこれ。これが欲しかったんだ。最後の補正に関しては別にどうでもいいが、これでもう大丈夫だな。

			　目当てのスキルを取得した時、ちょうどチャイムが鳴った。担任の武堂が教室に入ってきて朝のホームルームが始まり、俺は機嫌良く武堂の話を聞いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　午前の授業が終わり昼休みに入ると、釜石さんにまたお昼を誘われたので、一緒に屋上へと向かった。

			　いつもと同じベンチに座り、楽しく会話しながら弁当を食べていると、不意に釜石さんが質問をしてきた。

			「そういえば、神谷君って家事とかするの？」

			「家事かー、したことないな」

			「しようとは思わないの？」

			「いや、うちの場合しようというよりできないな」

			　うちの母さんは料理だけでなく家事全般においてもハイスペックだ。掃除は埃一つ残さず取るし、洗濯もこれ新品だっけ？　と思わせるくらいに完璧だ。

			　正直入る隙がない。

			　夏蓮もたまに手伝っていて、母さん譲りの能力の高さを持ち合わせている。遺伝だろうか。

			　だから手伝う必要がないのだ。

			　俺もちょっとやればスキルが取得できるから同じくらいのことはできるはずだが、こうなってくるとやる意味がない。

			　それに面倒だしな。

			「へー、やっぱり神谷君のお母さんって凄いんだね」

			「俺が言うのもなんだけど、母さんは何でもできるからな」

			「そうなんだー。でもやってみたいとは思わないの？」

			「確かに自分でできたらいいなとは思うな」

			　自分でできれば、食いたいもんいつでも食えるしな。

			「お母さんに教えてもらわないの？」

			「いや、あの人料理に関しては厳しいから、教わるのはちょっと……」

			　母さんに教わるくらいなら、とっととスキルを取るな、絶対。

			　俺がそう言うと釜石さんは何かを言いたそうに、こちらをチラチラ見ている。

			「じゃ、じゃあさ、私が、料理とか、その、教えても、いいかな？　なんて」

			　いや、面倒なんでいいです。

			　とはさすがに言えない状況だ。そんな期待の込められた眼差しでこっちを見るんじゃない。断りづらいだろ。

			「だ、駄目、かな？」

			　俺が黙っていると釜石さんは目に見えて顔が暗くなり始めた。声もどんどん小さくなっていく。

			　…………これはもう断れない。

			「じゃあ、よろしく頼む」

			　俺がそう言うと、釜石さんの表情がパアァッと明るくなり「やった！」と嬉しそうな声をあげた。

			　何この強制ルート。回避不可か。

			「やるのはいいが、どこでやるんだ？」

			「うちにおいでよ。今日お母さん夜まで仕事だから」

			「そうするか」

			「うん、一緒に頑張ろうね！」

			「あー……うん。そうだなー」

			　多分数分で終わると思うぞ。スキル取得できればたいていのことはできるし。

			　釜石さんが隣で小さくガッツポーズしているのをよそに、俺はこれから起きるちょっとだけ面倒なことに、小さくため息をついた。

		

	
		
			15　これ人間技なの？

			　

			　放課後になり、俺は今釜石さんの家に来ている。

			「どうぞ上がって」

			「それじゃ、お邪魔します」

			　釜石さんに促(うなが)され、靴を脱ぎリビングに入った。置かれている家具はシンプルなデザインで、生活感がある。

			「それじゃあ、早速始めようか。鞄はソファーの方に置いてこっちにスーパーの袋を持ってきて」

			　釜石さんに言われ、俺は鞄をソファーの上に置き、スーパーの袋を持って台所に移動した。

			　今回作るのはカレーで、今日の釜石家の晩御飯になるらしい。

			　ここに来る前に買い物は済ませてきた。レジのおばさんに「デートかい？」とか「まるで夫婦みたいだねぇ」とか茶化されたりしたが、そこは割愛。

			「それじゃあ、まずは野菜の皮を剥くところから始めようか」

			　釜石さんは袋から人参を取り出して、ピーラーを使って皮を剥き始めた。

			「こうやってピーラーでどんどん人参の皮を剥いていくの。私は包丁でもできるけど、初めての人はピーラーからだね」

			　釜石さんはそう言い終わると、途中で手を止め、ピーラーと少し皮の剥けた人参を俺に渡してきた。

			「はい、それじゃあやってみて。私もやるから」

			「分かった」

			　俺はそれを受け取り、素直に皮を剥き始める。まぁ、これくらいはスキルがなくても普通にできる。

			　難なく人参の皮を剥き終わり、釜石さんに声をかけようとした時、俺は驚きの光景を目の当たりにした。

			「終わったぞ。かまい……しさん」

			　釜石さんは包丁で人参の皮を剥いているが、尋常じゃなく速い。

			　シュルル!!　と音をたてながらまるで機械のように、正確に人参の皮が剥けていくのだ。

			　何これ人間技か？　今まで料理している姿をほとんど見たことなかったが、母さんもいつもこんな感じなんだろうか。

			　あまりの手際のよさに思わず言葉を忘れ見入っていると、こちらの視線に気づいたのか釜石さんは手を止めた。

			「あ、神谷君、終わった？」

			「あ、あぁ」

			「どうしたの？」

			「いや、手際がいいなと思って」

			「そう？　別に普通だと思うけど」

			　これが普通なのか？　だとしたら【料理】スキル持ちやばいな。いや、どちらかというとスキルが凄いというより釜石さんが凄いんだな。

			　スキルは一定の力を与えてくれるものにすぎない。だから、同じスキルを持った人間でも努力次第で能力はかなり変わってくる。

			　それに、理由は分からないが、【料理】スキルなどの家事系のスキルは進化しないようだ。ゆえにスキルを持ってからの努力がかなり必要になる。

			　ちなみに母さんは、すべての家事スキルを統合させた【家事の極意】を持っている。

			「それじゃあ、次は切ってみようか。まずは私がやって見せるね」

			　そう言って釜石さんは皮の剥けた人参を丁寧に切り始めた。俺に見せるためか、説明を加えながらかなりゆっくり実践してくれている。

			　人参を一つ切り終わると、今度は俺に包丁を渡してきた。

			「それじゃあやってみて」

			　俺は包丁を受け取ると、先程釜石さんがやったように人参を切り始めた。

			　動作は若干ぎこちないものの、俺は着実に人参を切り、ようやく一つ目を切り終えた。

			【〈スキル　料理〉を習得しました】

			　するとここでスキル習得のアナウンスが鳴った。

			　もう習得できたのか。さすが【超成長】。

			「それじゃあ今度はじゃがいもをやってみようか」

			　釜石さんは俺にじゃがいもを渡してきた。俺は先程までとは違って、速く正確にじゃがいもの皮を剥き、切り始める。凄いな、手がスムーズに動くぞ。これがスキルの力か。

			　あっという間にじゃがいもは一口サイズの形に切り分けられ、それを見た釜石さんは驚きの声をあげた。

			「凄い神谷君!!　もうそんなにできるようになったの？」

			「いや、うん。何か慣れた」

			　俺がそう言うと釜石さんは「はぁ」っと感嘆の息を漏らした。

			「やっぱり神谷君って凄いんだねぇ……」

			　凄いのはスキルなんだけどな。

			　それからも、俺と釜石さんは特に問題なく着実に作業をこなし、釜石さんの料理教室は何事もなく終わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　料理を終えた、俺と釜石さんはリビングで一息ついていた。

			「はいどうぞ」

			　釜石さんから紅茶を受けとり、俺はそれを一口飲んだ。ふう、落ち着くな。続けて俺は釜石さんに今日のお礼を言った。

			「今日はありがとな。お陰で少しは料理が上手くなれた」

			「ううん。気にしないで。私も好きでやったことだし。それに神谷君の上達が速すぎて途中から教える必要なくなっちゃったけど」

			　俺はそれに苦笑した。

			「やっぱり神谷君って凄いよね。たった一日でもうあそこまでできるようになるなんて」

			「それでも釜石さんにはまだまだ追い付けそうにないけどな」

			　正直本当に、あの技術にはなかなか追い付けそうにない。どうやったらそこまでできるんだろうか。

			　それから俺と釜石さんは、少しの間雑談した。

			　ふと壁にかかっていた時計を見ると、時刻はもう夕方の五時を回っている。

			　おっと、もうこんな時間か。少し長居しすぎたな。

			「それじゃあ、俺はそろそろ帰ろうかな」

			「あ、見送るよ」

			　そう言って釜石さんは玄関までついてきた。

			「それじゃあ、また明日な」

			「うん、気をつけて」

			　別れの挨拶を済ませ玄関のドアを開こうとした時、釜石さんに呼び止められた。

			「あ、待って。肩にゴミが」

			　そう言って釜石さんは俺に近付き、肩のゴミを取る。

			　釜石さんの顔と俺の顔が近付き、目と鼻の先まで距離が縮んだ。

			　その時―――――

			「ただいまー」

			　ちょうど玄関から一人の女性が入ってきた。

			「今日仕事早く終わったから早めに帰ってきちゃ……った……」

			　その女性は入るや否や俺と釜石さんを見て、呆然とした顔で固まった。

			「お、お母さん！」

			　入って来た女性を見て釜石さんが驚いた。
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			　やっぱり釜石さんの母親だったか。まずいな。この状況。

			　今俺は玄関を背にして立っている。

			　玄関から見れば俺の背中で釜石さんは隠れ、辛うじて頭が見えるだけだろう。

			　傍から見れば若い男女の二人が仲睦まじく顔を近付け合っている。そういうふうに見えるはずだ。

			　釜石さんの母親は数秒固まっていたが、すぐに我に返りドアを閉めた。

			「ご、ごめんなさい。邪魔したみたいね」

			「ま、待って！　誤解だから!!　お母さん！」

			　釜石さんは慌てて母親を追いかけた。何とか自宅に引きずり込み必死に誤解を解く。

			　釜石さんの母親は何とか納得してくれた。

			　が、娘が男の子を連れてきたことが嬉しかったようで、「娘をこれからもよろしくね」と意味深な発言をしてくる。

			　釜石さんは顔を真っ赤にしていたが、俺はそれにただただ苦笑いしていた。

			　後日、釜石さんは「お母さんにいろいろ聞かれた……」と恥ずかしそうな顔で話してきたが、俺はただそれを慰めることしかできなかった。

			　ドンマイ、釜石さん。

		

	
		
			16　クラスの異世界召喚

			　

			　時は遡(さかのぼ)り、夜兎が異世界召喚から取り残された頃、別の世界では夜兎のクラスメイト達が騒然としていた。

			「おい!!　どこだよここ!?」

			「どうなってるの？」

			「マジで異世界に来ちまったのかよ!?」

			　突然見知らぬ場所に来てしまい、完全に動揺している。

			　それを落ち着かせるために、近くにいた兵士の様な格好をした人達が前に出た。

			「皆様、少し落ち着いてください」

			「まず我々の話を聞いてください」

			「うるせぇ!!　そんなことより俺達を元の世界に帰せ!!」

			「人を勝手に喚(よ)ぶんじゃねぇよ!!」

			「はやくおうちに帰してよ!!」

			　だが、兵士の言葉を聞いたクラスメイトは、落ち着くどころかさらに激(げつ)昂(こう)し、今にも兵士達に襲いかかりそうな勢いである。もはや、話を聞いてもらえる様子ではない。

			　そんなクラスの連中を宥(なだ)めるために、一人の女性が一歩前へ出た。

			「皆様、混乱するのは分かりますが、どうか落ち着いてください」

			　その女性はクラスメイトと同じくらいの年に見えた。

			　長い金髪を靡(なび)かせ、綺麗なドレスを着こなす美少女。

			　そのあまりの美しさに、騒ぎ立てていた男子のほとんどが大人しくなり、少女に見とれる。

			　女子はそんな男子を冷ややかな目で見ていた。

			「私は【プリモス王国】王女、ルリアーノ・プリモスと申します。この度は貴殿方、勇者様達を身勝手にお喚(よ)びしてしまい、本当に申し訳ございません」

			　そう言ってルリアーノは頭を下げた。
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			　ルリアーノの突然の謝罪に皆はだんだんと冷静になってきた。

			　やがて一人の生徒が立ち上がり、ルリアーノの下に近寄った。

			「王女様、顔を上げてください。僕達は貴女を責めるつもりはありません」

			「あの、貴方は」

			「僕は天(てん)上(じよう)院(いん)輝(ひかる)。よろしくお願いします」

			　天上院はそう言うと眩(まぶ)しい笑みを見せた。その笑顔にルリアーノは頬を赤く染める。

			　天上院輝。彼は持ち前のリーダー性で、いつもクラスの中心にいる。文武両道で顔も良いため、かなりモテる。どれくらいモテるかというと、週に一回ラブレターをもらうほどだ。

			　過去に一度、天上院は行きすぎたファンに襲われそうになり、それを別のファンの女性達に救われたことがある。

			　その時襲おうとした女性は血祭りにされ、二度と天上院の前には現れなかった。

			　このように鉄壁の守りがいるのも、天上院の凄いところの一つだ。

			　だからこの時、クラスの連中は天上院とルリアーノのやり取りを見て思った。

			「あいつまたやってるよ」と。

			　天上院は顔やルックスがいいだけでなく、天性の女たらしなのだ。

			　本人に自覚はないが、彼が無意識に出すその眩(まぶ)しい笑顔と仕草は、これまでに何人もの女性の心を射止めてきた。よく今まで刺されなかったなと思うが、そこは彼の人徳だろう。

			　そしてその女たらしっぷりは異世界でも通用するようだ。現にルリアーノは天上院の笑顔に心惹かれかけている。

			　だが、天然の天上院は、そんなことは気にも留めず話を進めた。

			「王女様。僕達は、この世界に召喚された目的をあらかじめ知らされています。魔王を倒すこと、ですよね？」

			「は、はいそうです。魔王率いる『魔族』は、『人族』と『獣人族』を根絶やしにしようとあちこちで虐殺を行っているのです。これまで必死に魔族に抵抗してきたのですが、数の多い魔族には対抗しきれず……このままでは我々は滅びてしまいます。そんな中、私達の神であるメトロン様に神託を頂いたのです」

			「僕達を召喚せよ、ということですね」

			「その通りです」

			　ルリアーノはそう言い終わると真剣な顔で皆を見つめた。

			「身勝手にお喚びしたことは分かっています。ですがどうか、魔王を撃ち破り、我々の世界を救ってください！　お願い致します……！」

			　再び勢いよく頭を下げるルリアーノ。

			　天上院はすかさずフォローに入った。

			「皆、やろうじゃないか!!　確かに僕達は無理矢理ここに連れてこられた。でも！　今この世界の人達は滅亡の危機に瀕(ひん)しているんだ。そんな人達を見過ごすことはできない!!　そうだろ？」

			　天上院の言葉に全員が口ごもった。

			　普通の人がそこで何を言っても皆の気持ちは変わらないだろう。

			　だが、そこは天上院の人望があった。

			　彼に言われたことで、クラスの皆は各々考える。自分の目の前の状況を、だ。

			　やがて決心したのか、一人、また一人と天上院に賛同していく者達が現れ始めた。

			「俺はやるぜ!!」

			「俺も！」

			「私も！」

			「俺だって!!」

			　次々と決心していく者が増え、やがてそれは全員となった。

			　ルリアーノは感激したのか、目に涙を浮かべながら感謝の言葉を述べた。

			「皆様……ありがとうございます……！」

			「それじゃあ皆、これから頑張っていこうか!!」

			「「「「「「おぉ!!」」」」」」

			　こうして、天上院率いる総勢三九名の勇者が誕生した。

			　そこに一人足りないことに気づくのは、まだ先のことである。

		

	
		
			17　何か起こるの確定じゃん

			　

			　天気がよく晴れた午後の昼下がり、とある中学校の体育館裏では、一人の男子生徒が緊張した面持ちで想いを告げようとしていた。

			「神谷さん！　す、好きです！　俺と付き合ってください!!」

			「ごめん、無理」

			　告白を受けた女子生徒、夜兎の妹である夏蓮は、男子生徒の告白を受けると同時に、何の迷いもなく断った。

			　もう何回目だろうか。告白を受けている間、夏蓮はずっとそう思っていた。

			　彼女は両親に似て綺麗な顔立ちをしている。無表情ながらもそのクールな美しさに心打たれる生徒は多く、まだ入学してそれほど経っていないというのに夏蓮の下(もと)には恋人希望者が殺到していた。

			「それじゃ」

			　もう用は済んだので夏蓮はそのまま去ろうとしたが、このままでは納得できない男子生徒が止めにかかった。

			「ま、待ってください！　どうして駄目なんですか？」

			　この台詞も何回目だろうか。だんだん鬱(うつ)陶(とう)しくなってきたが、このまま黙って行くと後々面倒なのでとどめの台詞を吐くことにした。

			「私、好きな人がいるから」

			　その一言に男子生徒は驚きの表情を見せたあと、自分にチャンスがないと悟ったのか沈黙した。

			　もうこれでいいだろう。

			　夏蓮は項(うな)垂(だ)れる男子生徒をあとにして、その場を去った。

			「好きな人がいるから」―――――これは夏蓮が告白された時に使う決まり文句だ。

			　ストレートに「好きじゃない」と言うと自暴自棄になる人が出てくる可能性があるので、告白された時はいつもそう言っている。

			　好きな人がいると言っているせいで、一抹の希望を持つ人も出てくるが、下手なことを言って逆ギレされるよりはましだ。

			　それに、決まり文句といっても嘘を言っているわけではない。

			　夏蓮に好きな人がいるというのは、あながち間違いではないのだから。

			「あれ、神谷さん、また告白されたんだ」

			「いいねー、可愛い人はモテて」

			「今度は誰を振ったの？　私に紹介してよ」

			　教室に帰る途中、夏蓮の前に三人の女子生徒が現れた。それぞれ、鋭い目付き、細目で少し太め、そばかす……という特徴があり、中央のそばかすの子がリーダーのようだ。

			　まるで待ち構えていたかのように現れたその三人に、夏蓮はため息をつく。

			　白々しい。どうせ見ていたクセに。

			「別に、何でもいいでしょ」

			「いいじゃん。教えてよ」

			「そうそう、別に隠すことないでしょ」

			「どうせすぐバレるんだから」

			　それはあんた達が言いふらしてるからじゃん。

			　夏蓮はそう言いそうになったが、ぐっと堪えた。言ったら言ったでまためんどくさいことになるに決まっている。

			「……それじゃ」

			　これ以上関わるのも面倒でしかない。夏蓮はそうそうに去ろうとしたが、三人の女子生徒はそれを許さなかった。

			「何？　逃げるの？」

			「もうちょっと話そうよ」

			「可愛いからって調子乗んなよ」

			　先程のおちゃらけた様子はどこにいったのか。

			　威圧をかけながら夏蓮を囲うように並ぶ三人の女子生徒に、夏蓮は苛立ちを覚え、睨み付けながら言った。

			「どいて」

			　抑揚のない低い声と眼(め)力(ぢから)。

			　その迫力に女子生徒達はたじろいだ。

			　夏蓮は怯(ひる)んだ彼女たちの間を抜け、その場を去る。

			　後ろから女子生徒達が睨んでいたが、夏蓮はそんなこと知らんとばかりに涼しい顔をしながら教室へと向かった。

			　本当、面倒な連中。

			　これが夜兎の妹、神谷夏蓮の日常である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学校が終わり家に帰る途中、俺は目の前に現れた不思議な物体を、じっと見つめていた。

			　それは、青いゼリー状の形をしていて、ポヨンポヨンと地面を飛び跳ねている。

			　これってあれだよな、国民的ゲームによく出てくる例のモンスターだよな。え、嘘、本物？　いや待て待て、冷静に考えろ。異世界でもないのに本物がここにいるわけないだろ。きっとただの道端に落ちてるでかいゼリーだろう。うん、そうだろうなきっと……でも動きが止まらないな。やっぱり本物？　本物なのか？

			　下校している途中で急に目の前に光が現れ、その光が消えたと同時にスライムが現れたのだ。俺は突然現れたスライムに混乱していた。

			　目の前の物体をどうしようかと悩んだが、とりあえず【鑑定】してみることにする。

			　

			【ノーマルスライム　スライム族　Ｌｖ３

			　体力　20／20

			　魔力　10／10

			　スキル　なし】

			　

			　やっぱりスライムだったか。

			　でも何でスライムがここにいるんだ？　どうやって送り込まれて来たんだ？

			　しばらく考え込んでみたものの、何も思いつかなかった。

			　まぁ、これだけじゃ何も分からないか。

			　そう思っていると、目の前でポヨンポヨンと跳ねていたノーマルスライムがこちらに近付いてきた。

			　……何か可愛いな。

			　その可愛さに惑わされていたその時、

			　ポヨーン！

			「ぐふっ！」

			　目の前で跳ねていたノーマルスライムが、突如思いっきり俺に向かって体当たりをしてきた。

			　俺は不意を突かれ、モロにノーマルスライムの攻撃を喰らい、むせる。

			　だが、レベルの差なのか痛みはそれほどない。

			　忘れていた。こいつはまがりなりにもモンスターだ。

			　俺はいまだ体当たりを繰り返すノーマルスライムに蹴りを浴びせた。ノーマルスライムは光の粒子となって消えていく。

			　結局何だったんだ？

			　俺は訳が分からないまま、ぼーっとしていたが、

			「ギィィギィィ!!」

			　近くから別のモンスターらしき声が聞こえてきたことで、我に返った。

			　おいおい、待てよ……。

			　嫌な予感がし、声が聞こえた方へ行ってみると、そこには子供くらいの大きさで緑色の肌をしたモンスターがいた。

			　うわ、完全にゴブリンじゃん。

			　そこで、まさかと思い【気配察知】であたりを調べてみると、こことは他に別の場所でもモンスターの反応があった。

			　いったいどうなってんだ？

			　俺はこの事態に戸惑いつつも、仕方ないのでとりあえず目の前のモンスターを倒すことにした。

			　うわぁ……絶対これから、何か起こるの確定じゃん。

		

	
		
			18　お兄ちゃんが許しません

			　

			「グギャァァ!!」

			「煩(うるさ)い」

			　耳が痛くなるほどの爆音の奇声。こちらに威(い)嚇(かく)してくる猪みたいなモンスターに、俺は顔面目がけて蹴りを喰らわせる。

			　猪型のモンスターは俺の蹴りを喰らって、そのまま後ろにひっくり返って動かなくなり、光の粒子となって消えていった。

			　これで終わりか。

			　俺はもう他にモンスターがいないのを【気配察知】で確認すると、今起きている状況について考え始めた。

			　まずなぜモンスターがこの世界に来ているのかだが、可能性としては、

			　誰かが送り込んできてるか

			　モンスターのいる世界の方で何か起きたか

			　何かの因子が働いて、モンスターが現れるようになったか

			　とまあ、そんなところだな。

			　可能性が高いのはモンスターのいる世界で何か起きたか、何かの因子が働いたかのどっちかだ。

			　送り込むのはありえなくもないが、その理由が分からない。無闇に送り込んで何になるっていうんだ。

			　そんな感じで理由は分からず仕舞いだが、一方で幾つか分かったこともある。

			　それはモンスターが現れるのは人の少ないところということだ。今さっき俺が相手をしていた猪型のモンスターは、誰もいない廃ビルの中に出現してきた。

			　他にも人の出入りが少ない通りや、路地裏など人(ひと)気(け)の少ないところにモンスターが現れる可能性が高い。

			　また、出現したモンスターは濃い魔力を纏(まと)っているということも分かった。

			　だから見つけるのも容易(たやす)く、相当距離が離れていない限り【気配察知】を使わなくても出現したことがすぐに分かるようになっている。

			　以上のことから再び理由を考えたが、正直さっぱり分からない。現段階じゃ何とも言えない。

			　俺の一番の懸念は、俺の見えないところでモンスターが出現しているかどうかだ。

			　もし出現していたら日本中パニックに陥るだろうが、今の俺にはどうしようもない。

			　倒すことはできるかもしれないが、普通の人に見つけられるのを防ぐのはさすがに無理だからだ。

			「……帰るか」

			　そうなっていないことを祈ろう。俺は他力本願な願いを胸に、とりあえず家に帰った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　家に帰り、自室で本を読みながら寝転がっていると、夏蓮がノックもせずに入ってきた。

			　せめてノックはしてくれよ。

			「ねぇ、ここで宿題してもいい？」

			　いや、なぜここでやる。

			　俺はそう言いたくなったが、夏蓮のいつもと違う様子に不安を覚えた。

			　いつもと同じ無表情で抑揚のない声だが、顔をよく見ると若干疲れているように見える。学校で何かあったのか？

			　俺は、とりあえず夏蓮を部屋に入れるため、ここで宿題するのを了承した。

			「いいぞ」

			「……ありがとう」

			　夏蓮はそれだけ言うと俺の机に教科書やノートを広げて、宿題を始めた。

			　夏蓮が無言でペンを走らせる様子を、本を読みながらチラッと見る。

			　やはりおかしい。これまでも何の意味もなく俺の部屋に来ることはあったが、わざわざ宿題を持ってくるなんて面倒なことは今までしたことはない。

			　やっぱり何かあったのか？

			「……なぁ、急に俺の部屋に来てどうかしたのか？」

			　どうしても気になったので、俺は直接聞いてみた。

			　夏蓮は俺の言葉に動きをピタッと止めたが、

			「……別に」

			　それだけ言って再びペンを走らせた。

			　この様子からしてやっぱり何かあるみたいだが、夏蓮の方からは言う気がないみたいだ。

			　言いたくないなら無理に言わせる気はないが、もし夏蓮の身に何かあったら、そん時はあわせた奴を地獄に叩き落としてやろう。俺の可愛い妹に何かしたら許さん、絶対に。

			　拳をぐっと握りながら決心している時、それをチラッと見ていた夏蓮の口許が緩んでいたことに、俺は気づかなかった。

		

	
		
			19　これ完全に遊ばれているな

			　

			　モンスター出現の翌日も、俺はいつも通り登校した。

			　朝、テレビを見たがモンスターに関する報道はなかった。どうやら他の地域では発生していないみたいだ。

			　ということは、モンスターは俺の近くにしか出現しないことが分かったが、正直それには何らかの意図を感じずにはいられない。

			　完全に俺を狙ってモンスターを送ってるよな、これ。

			　どういうことだ？　俺にモンスターを倒せって意味なのか？　でも何のために？　モンスター送って何がしたいんだ？

			　疑問は尽きないが、俺の近くにしか出現しないと分かれば、やることは一つだ。

			　出てくるモンスターを殲(せん)滅(めつ)する。

			　少々面倒だが、このまま放っておくわけにはいかないからな。やるしかない。

			「おはよう」

			　教室に入ると、いつも通り釜石さんが一番に挨拶をしてきた。いや、友達のいない俺からしたら一番も二番もないか。

			　釜石さんも釜石さんで、俺以外の人と話す姿は、あまり見たことがないな。

			　まだ友達がいないのだろうか。可哀想に。

			「おはよう」

			「ねぇ聞いた？　昨日この学校の近くで変な鳴き声が聞こえたって」

			　釜石さんの言葉に鞄を置く手が止まった。まさか聞かれてたのか。

			　だがまあ、考えてみればそうか。あんな住宅街で叫んだんだから一人くらいは聞いた人がいてもおかしくはないよな。

			「へ、へー。そうなんだー」

			「中には化け物を見たって人もいるらしいよ。何なんだろうね？」

			　目撃者までいたのか。

			　まずいな、写真を撮られでもしたら厄介だ。これは見つけ次第、即倒しに行った方がいいな。

			　俺は釜石さんの話を聞いて、そう思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　授業に入りいつも通り寝ていると、急に魔力の反応を感じたので、思わずガバッと起き上がった。

			　モンスターが出現したようだ。

			　俺が突然動いたせいで、クラスの連中は少し驚いた表情をしていた。

			　おいおい今来るのかよ。時間を考えろよ時間を。

			「お、おい神谷。どうしたんだ急に」

			　俺が起きたことがそんなに驚きなのか、先生が俺に話しかけてきた。

			「先生、体調が悪いんで保健室に行っていいですか？」

			「あ、あぁ、そうか。確かにお前が起きるなんてよっぽど体調が悪いんだな。分かった行ってこい」

			　……それは言いすぎだろ。いくら俺がいつも寝てるからって、その反応はどうなんだ？

			　俺は反論したくなったが、今はそんなことを言っている場合ではないので、すぐに教室から出て、転移でモンスターがいる場所へ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あの後モンスターを無事倒した。今は釜石さんに誘われて、一緒に下校している。

			　モンスターは、現時点ではそんなに強くない。俺の蹴りで一撃だからな。

			　だが、少しずつ強くなっているのは確かだ。いつかは手強いモンスターもくるかもしれない。

			「それでねぇ……」

			「へぇ、それはまた……」

			　会話をしながら歩いていると、急に目の前に光が現れた。

			　あ、これはまずい。

			「あ、何だあれ」

			「へ？」

			　俺はすかさず釜石さんの視線を別の方向にそらす。

			　その隙に【風魔法】を使い風の刃を出した。出てきた瞬間に首を切り落とし、モンスターを消滅させる。

			　危なかった。いきなり目の前に現れるとは。人が少ないところに出現するんじゃないのか？

			「何？　何かあったの？」

			「いや、俺の気のせいみたいだ」

			　俺が釜石さんにそう言って再び歩き出そうとすると、また目の前に光が現れた。

			「あ、あそこに何か飛んでる！」

			「へ？　何かって何？」

			　俺はまた釜石さんの視線をそらし【風魔法】で音もなくモンスターを消滅させた。

			　またかよ。同じところに二度も出現するってどうなってるんだ？

			「何？　何が飛んでたの？」

			「いや、俺の気のせいみたいだ」

			　俺は釜石さんにそう言って再び歩き出そうとするが、またまた目の前に光が現れる。

			　嘘だろ!?　またかよ。

			「釜石さん!!」

			「へ？　えぇ!?」

			　俺は、視線を移すため、つい勢いで釜石さんの両肩を掴んでしまった。

			　急なことに釜石さんは驚き、俺の顔が近くなったからか顔を赤くしている。

			　俺は顔をそらさず、釜石さんを見つめたまま【風魔法】でモンスターを瞬殺した。

			　危なかった。まさか三回目があるなんて思わなかったぞ。

			　だがこれで一つはっきりしたことがある。

			　―――――これ、完全に遊ばれている。

			「あ、あの、神谷君。どうしたの？　き、急に」

			　顔を近づけられて照れる釜石さんに、俺はどう言い訳しようかと考え、

			「あー、髪にゴミが付いてるぞ」

			　とゴミを取る振りをしてから、元の距離に戻った。

			　釜石さんは、なんだかぼうっとしている。

			　しかし、これで何となく分かった。

			　まず、モンスターを送り込んでいる奴がいる。

			　そしてそいつは俺を標的にしてきている。

			　この二つの予想は、きっと間違っていないはずだ。

			　それを受けて、そいつらの目的が何であろうと、俺には一つ決めたことがある。

			　犯人を見つけたら一発ぶん殴る。

			　胸の中に燃える怒りを隠しながら、俺は釜石さんを揺すり目を覚まさせた。

		

	
		
			20　狼の毛並みって何かいいよな

			　

			　モンスター出現から数日が経った。

			　今日は土曜日だから学校が休みだ。

			　普段なら家でぐーたら過ごすのが俺の日課だが、今日は違う。

			　モンスター出現の原因を探ろうと考えているのだ。

			　最初は収まるまでほっとくつもりだったが、最近モンスター出現のせいで寝不足気味だ。そのせいで歩く時は若干ふらつくし、飯を食べる時も頭が上下に揺れる。

			　いつも寝ている俺からしたら、これは死活問題だ。だから少しでも早く解決させたい。

			　今現在分かっていることといえば、モンスター出現の判別とその位置くらいだ。正直、これだけじゃどうあっても原因を探せそうにない。

			　じゃあどうするかだが、そこはちゃんと考えてある。

			　その考えとは―――――「モンスターに直接聞く」ことだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ブォォォブォォォ!!」

			　今俺の目の前では豚の形をしたモンスターが、二足歩行で荒々しく雄叫びをあげている。

			　これ完全にオークだな。

			　モンスターに直接聞くためには、ここに来る前に創っといた【使役魔法】を使う。

			【使役魔法】はその名の通り、モンスターを手駒にする魔法だ。

			　これがあれば使役したモンスターと会話することができる。

			　今回はその能力を使おうと思ったんだが……寝不足のせいか俺は目の前で叫び続けているオークにだんだんイラついてきた。

			「ブォォォォォ……」

			「煩(うるさ)い」

			　あまりの煩(うるさ)さに、俺はオークの顔面を蹴り飛ばしてしまった。

			　オークは後ろに吹っ飛び、光の粒子となって消滅していく。

			　あ、煩(うるさ)いからついやってしまった。

			　まぁいいか、俺オークあんまし好きじゃないし。

			　使役するならもっといい感じのがいいよな。

			　まだモンスターの反応はある。次に行こう。

			　そう思い、俺は気を取り直して別のモンスターの出現場所へ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「グギャァァ!!」

			「顔がキモいから却下」

			　ドガッ!!

			「グガァ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ピィィィィ!!」

			「見た目はいいけど、何か弱そう」

			　バキッ!!

			「ピィィ……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「カサカサカサ」

			「生理的に無理」

			　ボンッ!!

			「……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　何体ものモンスターを見てきたがどれもいまいちで、残すところ最後の一体となってしまった。

			　熊とか蛇みたいなのもいたが、どれもしっくりこなかったんだよな。

			　途中出てきたでかいゴキブリみたいなモンスターは、即【火魔法】で焼却した。

			　それにしても次で最後か。どうかいいのであってくれ。

			　俺はそんなことを願いつつ、最後のモンスターの下(もと)へ転移した。

			　転移した先は、どこかの空き地のようで、当然の如く周りに人はいない。

			　早速モンスターはどこにいるのかと辺りを見回すと、一匹の狼が目の前で吠えていた。

			「わん！　わんわん!!」

			　犬みたいに吠えるそれは、灰色の毛の、中型犬くらいの大きさのモンスターだった。

			　見た目は合格だが、あんまり強そうには見えないな。まあ、これでもいいか。

			　俺はこの狼で妥協するかどうか、ひとまずステータスを見てみることにした。

			　

			【シルバーウルフ　狼族　Ｌｖ５

			　体力　４００／４００

			　魔力　３５０／３５０

			　スキル　噛みつき　突進】

			　

			　なかなか高いな。

			　まさかあんな見た目でこんなに強いとは、モンスターは見た目だけじゃないな。これなら使役してもよさそうだ。

			　俺は早速使役するための準備を始めた。モンスターを使役するには、まず相手を屈服させることが必要だ。

			　俺は魔力を放出させシルバーウルフを威圧する。シルバーウルフは俺の威圧に怯(おび)え、伏せの状態になった。これぐらいでいいか。

			　そこで俺は【使役魔法】を発動させる。

			　シルバーウルフを使役するようにイメージするのだ。

			【シルバーウルフの使役が完了しました。シルバーウルフに名前をお付けください】

			　名前か、そうだなぁ……。

			「今日からお前はロウガだ」

			「わん！」

			【シルバーウルフの名前が〈ロウガ〉に変更されました】

			　使役は完了か。

			　これでロウガと会話ができるはずだ。

			　俺はロウガに試しに話しかけてみた。

			「ロウガ、聞こえるか」

			『聞こえるよ。ご主人様』

			「そうか、ならよかった。俺は神谷夜兎だ。これからよろしくな、ロウガ」

			『よろしくねー、ご主人様』

			　どうやら会話はちゃんとできるみたいだ。

			　ロウガは俺と会話ができるのが嬉しいのか、尻尾をふりふりさせながら俺にじゃれついてきた。

			　可愛いな、こいつ。

			　俺は膝を折りしゃがみこんで、じゃれついてくるロウガの頭を撫でながら、しばらくその毛並みを堪能した。

		

	
		
			21　それどこ情報？

			　

			　満足するまで毛並みを堪能すると、俺はロウガの頭から手を離し本題に入った。

			　俺が手を離すとロウガは若干残念そうに「くぅ～ん」と唸ったが、このままでは永遠に撫でることになる。許せ、ロウガ。

			「なあロウガ、聞きたいことがあるんだが」

			『なーにー？　ご主人様ー？』

			「お前自分がどうやってここに来たか覚えてるか？」

			『知らなーい』

			　知らないかぁ。それじゃあしょうがないかぁ……。

			　あれ？　ちょっと待て、これ早くも詰んだか？

			「本当に何も覚えていないのか？　どんな小さなことでもいいんだが」

			『うんとね～、気づいたらここにいたの』

			「その前の記憶はないのか？」

			『分かんな～い』

			　あ、これ詰んだな。

			　出現する前の記憶がないと言うロウガに、俺は頭を悩ませる。

			　参ったな。手掛かりになるかと思ったのに……これじゃあどうしようもないな。

			　どうしたものかと考えながら、ふとロウガを見た。

			　こちらの視線に気づいたロウガは、どうかしたのかと首を傾げている。

			　モンスターなら分かると思ったんだがなぁ。

			　……ん？　待てよ。

			「ロウガ、他のモンスターの言葉は分かるか？」

			『多分分かるよー』

			「そうか、ならまだやれることはあるな」

			　そう言って俺は立ち上がった。

			　俺のやれること、すなわちそれはモンスターの聞き込み調査だ。

			　ロウガが分からないという以上、可能性のあることをひとつずつ潰していくしかない。

			「行くぞ、ロウガ」

			「わん！（はい、ご主人様！）」

			　俺は歩き出そうとしたが、ロウガの俺に対する呼び方に違和感を感じ、足を止めた。

			「……なぁ、ロウガ」

			『何ー、ご主人様ー？』

			「そのご主人様っていうのやめないか？　何か、むず痒(がゆ)い」

			『じゃあ、何て呼べばいいの？』

			「普通に夜兎とかでいいぞ」

			『やだ』

			　いやなぜ。

			　俺の提案に即反対するロウガに俺はその訳を聞いた。

			「何で駄目なんだ？」

			『ご主人様はご主人様なのー』

			　何その屁理屈理論。

			　ロウガの頑なに俺の名前を呼ぼうとしない姿勢を仕方なく受け止め、妥協案を提案する。

			「じゃあ、せめて呼び方を変えてくれ」

			『それじゃあ、当主様ー』

			　なぜに当主様？　別に俺は一国一城の主でも、家庭の大黒柱でもないぞ。

			「他の呼び方はないのか」

			『じゃあ、ご主人ー』

			　近所のおばさんかよ。

			「他は？」

			『殿下』

			　俺は王族か何かか。

			「他に」

			『殿様ー』

			「ちょっと待て」

			　記憶もないのにどこでそんな言葉知ったんだよ。実は何か覚えてるんじゃないか？

			「他には？」

			『姫様ー』

			　性別が変わったな。もうつっこむ気にもなれない。

			「次」

			『主(あるじ)ー』

			　やっとまともなのが来たな。

			　まあ、殿様や殿下よりはましだな。

			「それじゃあ、これからはそう呼んでくれ」

			『分かった、主ー』

			　呼び方も決まったので、俺とロウガは改めて歩き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はロウガに街を見せがてら、家まで歩いていた。

			『わー！　主ーあれ何ー？』

			「あれは自転車といって人が乗る乗り物だ」

			『鉄の馬車があるー!!』

			「あれは馬車じゃなくて車だな」

			　初めて見るものにロウガは驚きと興奮を隠せずにいた。

			　てか馬車は知ってるんだな。お前のその知識はどっから来てるんだ？

			　俺がロウガのどこか片寄っている知識を疑問に思っていると、

			「見てあの人、犬に話しかけてるわよ」

			「やだー、怖いわぁ」

			　近くにいたおばさん達の会話が聞こえてきた。

			　そういえばロウガの声は俺にしか聞こえないんだった。これじゃあ周りから見たら俺は犬に話しかけるただの変質者だな。

			『？　どうしたのー？　主ー』

			『いや、何でもない』

			　人がいる時はなるべく声に出さないようにしよう。

			　そう思っていると、急にロウガが立ち止まり、ある一点をじっと見つめ出した。

			　ロウガの視線の先を見ると、そこには焼き鳥屋がある。

			『あれが食べたいのか？』

			『何か物凄くいい匂いがするー』

			『食べてみるか？』

			『いいのー？』

			『あぁ、ちょっと待ってろ』

			　俺はロウガにそう言い、焼き鳥屋の方へ向かった。

			「モモ肉タレで二本くれ」

			「はい、毎度あり」

			　俺は店主に代金を払って、焼き鳥を抱えながらロウガのところへ戻った。

			　俺が戻ると、ロウガはお座りをしながら、まだかまだかと言わんばかりに、口を開き、尻尾を振っている。可愛い奴だな。

			『ほれ、食ってみろ』

			　そう言って俺が焼き鳥を差し出すと、ロウガは勢いよく焼き鳥にかぶりついた。

			『おいしー!!』

			『そりゃあよかった』

			　焼き鳥を美味しそうに食べるロウガに俺は頬を緩ませながら、もう一本の焼き鳥を食べた。

			　その瞬間、突如魔力の反応があったため、焼き鳥を食べる手を止める。モンスターが出てきたのか。

			『行くぞ、ロウガ』

			『分かった！　主ー！』

			　魔力の反応をロウガも感じ取っていたのか、すぐに反応し、俺達はモンスターの下(もと)へと移動した。

		

	
		
			22　モンスターって全員馬鹿なのか？

			　

			　モンスターが出現した場所は、近くの山の中だった。

			　そこには先程見たのと同じようなオークがいる。

			「ブォォォォォォ!!」

			　オークは武器である剣を掲げながら雄叫びをあげている。

			　豚の鳴き声に似たその声が周囲の木を揺らすので、近くにいた小鳥や虫達がいっせいに逃げ出していった。

			　やっぱ煩(うるさ)いな。

			「それじゃあロウガ。聞いてみてくれ」

			『何て言えばいいの？』

			「とりあえず話を聞いてもらえるようなら、ここに来る前に何をしていたかを聞いてくれ」

			『分かったー』

			　そう言ってロウガは俺の前に出てオークと会話を始めた。

			「わんわん！」

			「ブォォ!!　ブォブォォォォ!!」

			　歩く豚と犬みたいな狼が会話をするという不思議な構図だが、会話は進んでいるようだ。

			　これは期待できるんじゃないか？

			　ロウガとオークの会話している姿に俺は少し希望を持った。

			　話が終わったのか、ロウガが俺の足下に戻ってくる。

			　ロウガと喋り終えたオークは黙ったままこちらを見つめている。これは成功したか？

			『終わったよー。主ー』

			「どうだった？」

			『うんとねー、さっきからずっと【女騎士を出せ】って言ってる』

			「……は？」

			　予想外の答えに俺は目を丸くした。

			「どういうことだ？　お前らさっきから会話してたんじゃないのか？」

			『それがねー、こっちがいくら聞いても【女騎士を出せ】【女騎士を出せ】の一点張りなのー』

			　いや、確かにオークに女騎士は薄い本では定番だが……。

			「何で女騎士なんだ？」

			『それが自分でもよく分からないみたいでー、ここに来てからとにかく体が女騎士を欲してるんだってー』

			　何じゃそりゃ。オークの性って奴なのか？

			　そんなんよりもここに来る前のことが知りたいんだが。

			『後ときどき【俺は誰だー!!】って叫んでる』

			　覚えてないんかい。

			　期待持たせて結局それかよ。

			「それで、お前はオークに何て言ったんだ？」

			『女騎士女騎士言うから主に聞いてみようかって言ったら、お願いされたー』

			　何をお願いされてんだよ。だから、さっきからあのオークは黙ってこっち見てたのか。

			　ふとオークの方を見ると、どこか期待に満ちた目をしている気がする。

			　いや、そんな目をされても無理なんだが。

			『ねぇ主ー、女騎士ってどこにいるのー？』

			「いやこんな時代にいるわけないだろ」

			　俺がそう言うと、ロウガは『分かったー』と言って再びオークの前に出た。

			　ロウガがオークに先程の件を告げると、オークは驚(きよう)愕(がく)したのち、だんだんと哀しげな表情に変わっていった。

			「ブォォォォォォ!!」

			　すると、いきなりオークは雄叫びをあげ、剣を振り上げながら俺に向かって突進してくる。

			　俺は一瞬驚いたものの冷静に対処し、突っ込んでくるオークの顎(あご)を蹴り上げた。

			「ブォォ～……」

			　俺の蹴りにオークは頭から倒れ、嘆きの声と共に光の粒子となって消えていった。

			　急に何だったんだ？

			「ロウガ、さっきのオーク、何て言ってたんだ？」

			『女騎士いないよーって言ったら否定してきたけどー、時代が違うって言ったら【ちくしょぉぉぉぉ!!】って言いながら主に向かってったのー』

			　ただの八つ当たりかよ。

			「最後は何て言ってたんだ？」

			『【女騎士に、会いたかっ、た】だってー』

			　最後の最後まで女騎士って、どんだけ女騎士に会いたかったんだよ。

			　もういっそ、そのまま異世界にでも行って女騎士と会ってこい。

			　俺はオークが来世で女騎士に会えることを、心の底から祈った。

			『主ー、他のモンスターはどうするのー？』

			「ん？　あぁ、そうだな。一応聞いてみるか」

			　これじゃあ他のも、あまり期待はできないけどな。

			　俺はそう思いながら、再び別のモンスターの下(もと)へ転移した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『結局駄目だったねー』

			「そうだなぁ」

			　モンスターの聞き込み調査も終わり、俺は自室のベッドに寝転がっていた。

			　腹の上にはロウガが座っている。

			　調査の結論から言うと、全員何も覚えていなかった。

			　正直聞く相手を間違えたかもしれない。

			　ゴブリンに聞いても「女寄越せ」ばっか言うし、ゴーレムに聞いても「ここの石材質悪すぎ」とか関係ないこと言うし、スケルトンに至っては「栄養が足りてない」とか意味分からないことを言うし……散々だった。

			　お前骨しかないだろ。どこに栄養が必要なんだよ。

			　モンスターってこんな奴らばっかりなのか？

			　だとしたらロウガはかなり賢いな。俺の言うこと聞くし変なこと言わないし、お前を選んでよかったよ。

			　俺はそう思いながらロウガを見た。

			『何ー？　主ー？』

			「いや、お前は賢いなって思っただけだ」

			　そう言って俺はロウガの頭を撫でた。

			　理由はよく分かっていなさそうだが、俺に撫でられたロウガは嬉しそうにしながら尻尾をぶんぶん振っている。やっぱ可愛い奴だな。

			「ねぇ、ちょっといい？」

			　ドアノブを回し部屋に入ってきたのは夏蓮だった。

			　妹よ、頼むからノックをしてくれ。

			　夏蓮はキョロキョロと辺りを見回す。

			「今、何かいなかった？」

			「気のせいじゃないか？」

			　今この部屋には俺と夏蓮しかいない。

			　ではロウガはどこにいったかというと、【使役魔法】で異空間にいる。

			【使役魔法】は使役したモンスターを異空間の中に入れることができる。

			　だから、ロウガにはあらかじめ、誰かが部屋へ入ってきた時は異空間の中にいくように言ってあったのだ。

			　今回はギリギリ間に合ったみたいだ。

			　ロウガが賢くて本当によかった。

			　俺は平静を装い、夏蓮に話しかける。

			「どうかしたのか？」

			「あぁ、うん。実は―――――少し、相談」

		

	
		
			23　いじめをする奴は大概めんどくさい

			　

			　夏蓮が相談しに来るなんて珍しいな。

			　夏蓮はクールで、感情をあまり表に出さない性格だ。

			　だから、悩みがあっても相談なんてほとんどしない。

			　ましてやその相手が俺ときた。これは並大抵のことじゃないな。

			「珍しいな。お前が相談なんて」

			「……」

			「どうかしたか？」

			「ごめん、やっぱ忘れて」

			　急に黙り込んだかと思ったら、夏蓮はそう言って部屋を出ていった。

			「え？　あ、お、おい」

			　突然のことに俺は戸惑い、夏蓮を呼び止めようとしたが、すでに夏蓮は部屋を出た後だった。

			　何だったんだ？　結局。

			　俺は訳が分からないまま一人ベッドの上で首を傾げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜兎の部屋を出た夏蓮は自室に戻り、先程までの自分の行動を恥じていた。

			　何で私あんなことしちゃったんだろう……。

			　本当は相談なんてするつもりはなかった。

			　でも、お兄ちゃんの部屋の前を通った時、なぜか体が勝手に動いてあんなことを言ってしまった。

			　追い詰められてるのかな、私。

			　そう思いながら、私は今日の出来事を思い返していた。
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			◆　◆　◆

			　

			　今日もまた告白をされた。

			　相手は同学年のわりと人気のある男子だったけど、お決まりの言葉で断った。

			　決まり文句を言った瞬間、その男子は「僕のことが好きなんじゃなかったの？」と言っていたが、喋ったこともないのにそんなわけがない。自意識過剰すぎる。

			　告白をきっちり断り教室に帰ろうとすると、また例によってあの三人組が待ち構えていた。

			　毎度毎度暇なの？　と言いたくなったが、こんなのと会話をするのも嫌なので適当に流してその場を去った。

			　ここまでなら、いつも通りの日常だった。これをいつも通りというのもあれだけど。

			　教室に帰り、次の授業の支度をしようとしたら、ノートがなくなっていた。

			　不審に思ったが、家に忘れてきたのかと思い、別のノートを使った。宿題が出ていたが、あの程度なら授業中でもできる。だから特に気にすることはなかった。

			　だが、なくなったのはノートだけではなかった。

			　シャーペンを取り出そうと筆箱の中を開けると、消しゴムがなくなっていた。どこかに落としたかと思ったが、そんな記憶どこにもない。

			　ここで私はようやく悟った。これは盗られたのだと。

			　犯人は言うまでもなくあいつらだろう。私が三人の方へ目を向けると、三人はクスクスと笑いながらこちらを見ていた。

			　やっぱり。本当に面倒な連中。

			　私は子供染みた連中のやり方にため息をついた。

			　

			　授業が終わった休み時間、三人組に声をかけた。

			「ねぇ、私のノートと消しゴム返して」

			「え？　何のこと～？」

			「そんなの知らないんですけど～」

			「変な言いがかりはやめてよね～」

			　私の言葉に三人はあからさまな態度を取りながら惚(とぼ)けた。

			　まあ、そう言うと思った。

			　予想通りの反応を冷静に受け入れ、三人組の一人の筆箱の中に手を入れた。

			「ちょ！　ちょっと何すんのよ！」

			「これ何？」

			　私は止めようとする言葉を無視し、消しゴムを掴んで三人組に突きだした。

			　その消しゴムは使い古されていて手にしっかり馴染む感覚がする。間違いなく私の消しゴムだ。

			「それがなに？　それは私の消しゴムよ」

			「違う、これは私の」

			　そう言って私は消しゴムのカバーを外した。そこには『夏蓮』と書いてある。

			　昔から盗難によくあった。だから自分の物には常に名前を書くようにしているのだ。

			　それを見たリーダー気質のそばかすの女子は、悪びれるどころか開き直ったような態度を取った。

			「そうよ。あんたのよ。で？　あったから何？」

			「どうでもいい。慣れてるから。でも、いちいち注意するのが面倒。だからこんな子供じみたことはやめて。見てて哀れ」

			　私はそれだけ言うと自分の席に戻った。

			　三人組は教室の中だからか特に騒ぐことはしなかったが、明らかに憎しみの眼差しを送ってきている。

			　言いたいことは言ったが、これじゃあ悪化するだけだろうな。

			　次の休み時間、私の勘は案の定当たった。

			　トイレから席へ戻り筆箱を開けると、筆箱の裏に落書きがされてあったのだ。

			「粋がんな!!」「モテるからって調子乗んな!!」「いい迷惑なんだよ!!」など様々な罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)が躍っている。

			　さすがの夏蓮も、これはくるものがある。

			　数々の悪口に私はあることを思い出していた。

			　小学生の頃、クラスの女子にいじめられた時のことだ。あの頃はまだいじめの対処法も知らず、毎日嫌な気持ちで生活を送っていた。

			　放課後になり、教室を出ようとした瞬間、また三人組がちょっかいをかけてきた。

			「やっぱあいつムカつくよね～」

			「そうそう、モテるからって調子に乗りすぎ～」

			「自分だけ特別とか思ってるでしょ絶対」

			　名前は言ってないが、明らかに私に向けて放っている言葉の数々。

			　私は絶対に耳を貸すまいと、逃げるようにして教室を出るのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ここまで思い返して、私はなぜ自分がお兄ちゃんに頼ろうとしたのか分かった。

			　小学生の時、いじめられていた私を助けてくれたのは、他ならぬお兄ちゃんだった。

			　いじめられている私を見て、有無を言わさず助けてくれた。あの時お兄ちゃんは「自分が勝手にやったことだ」と言っていたけど、私には白馬の王子様に見えた。だからきっと、今回も助けてもらいたかったんだ。

			　でも、それでは駄目。今度は自分の力で何とかする。昔そう決めたんだから。

			　私は揺らいでいた心を持ち直し、強い決意を固めた。

		

	
		
			24　やばいの来ちゃったよ

			　

			　どこか分からない廃ビルの中、俺は今日もモンスターの相手をしていた。

			「グルァァァァ!!」

			「煩(うるせ)ぇよ」

			　大きな声で吠える四足歩行の蜥蜴(とかげ)型のモンスターに耳をキンキンさせながら、脳天に蹴りを喰らわせ、いつも通り一撃で終わらせようとする。

			「グルァ!!」

			　だが、蜥蜴(とかげ)型のモンスターは俺の蹴りを喰らっても一瞬怯むだけで、すぐに俺に牙を向け反撃をしてきた。

			　俺は一撃で決められなかったことに少し驚くが、すぐに態勢を立て直し、今度は【身体強化（中）】のスキルを使って再度脳天を蹴った。

			「あ」

			　モンスターの顔は地面に埋まり、周りの地面がクレーターのような形になった。

			　しまった、やりすぎた。

			　モンスターは光の粒子になって消え、そこには破壊された地面だけが残る。

			　やってしまった。まさか俺の蹴りに耐えるとは思わなくて、つい使ってしまった。

			【身体強化（中）】は使えるんだが、いかんせん加減ができない。使いどころを間違えると今みたいに新たな被害が生まれてしまう。

			　次からは気を付けなければ。

			　俺は少し反省し、先程のモンスターについて分析する。

			　モンスターもなかなか蹴り一発じゃ倒せなくなってきたな。

			　毎回少しずつ強くなってきているのは分かっていたが、今回はさすがに驚いたぞ。

			　てか、いつまでモンスターが出現し続けるんだ？

			　モンスターがだんだん強くなってくるということは、終わりも見えてきているということなのか？

			　もしこれがテンプレ通りなら、最後に超強いモンスターが出現して終わるんだが……。

			「……まさかな」

			　嫌な予感を覚えたが、かき消した。

			　とりあえず、この壊れた地面をどうしようか。

			「まあいいか。どうせ誰も気づかないだろうし」

			　いつまでもここにいるわけにいかない。

			　俺は転移で学校に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　午後の休み時間、夏蓮は妙な違和感を感じていた。

			　昨日あんなに啖呵を切ったにもかかわらず、例の三人組が今日はまだ何もちょっかいを出してきていないのだ。

			　今日もまた自分は告白をされた。

			　いつも通りきっちり断り教室に帰ろうとした時、私はまたあの三人が待ち構えているんだろうと予想していたが、意外にもそんなことはなく、三人は教室で話し込んでいた。

			　昨日の話で少しでも改心したかと思ったが、あの三人の性格からしてそう簡単には信じられない。

			　変に思い自分の持ち物をチェックしたが、特に盗られている物などはない。

			　いったいどういうこと？

			　急に態度を変えた三人に不審感を抱き、授業中も常に警戒していたが、特に何かするような素(そ)振(ぶ)りは見せなかった。

			　私はだんだん安心し、何もしてこないならそれでいいと思い直す。

			　次の授業の準備のため机を漁(あさ)ると、封筒に入った手紙が入っていた。

			『放課後、体育館裏に来てください』とだけ書いてある。

			　私はうんざりしながら手紙を机の中にしまう。

			　また断りに行かなきゃ。

			　そしてこれから起こるであろうことを想像し、ため息をついた。

			　まったく、めんどくさい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　キーンコーンカーンコーン

			「起立、礼」

			「気を付けて帰れよー」

			　放課後になり帰りの挨拶も済ませ、とっとと家に帰ろうとすると、モンスターの出現反応を感じた。

			　またか、と俺は面倒な気持ちにかられたが、反応の仕方が今までとは違うことに気づく。

			　何だこりゃ？　反応が二つ、四つ、七つ……どんどん増えてくぞ！

			　突然のモンスターの大量発生に俺は驚き、すぐにその場所へ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　着いた先は、緑が生い茂る山の中。

			　モンスターがどこにいるのかと辺りをキョロキョロと見回し、目の前の異様な光景に目を疑った。

			　黒色の肌に腰布を巻き、角の生えたモンスター、オーガの大群がいた。

			【気配察知】で確認したところ、その数は軽く百を越えている。

			　おいおい何だよこれ。どこの仮装大会だ？

			　途方もない数に現実逃避をしかけたが、動き出そうとしているオーガ達を見てすぐに我に返った。

			「ゴガァァァァァ!!」

			「「「「「ゴガァァァァァ!!」」」」」

			　一体の雄叫びが引き金となり、オーガ達はいっせいに山を降りようとする。

			　オーガの大行進に地面は揺れ、辺りには砂煙が舞った。

			「させねぇよ」

			　俺は【土魔法】を使って土の壁を創りだし、オーガ達を囲んだ。

			　突然出現した壁をオーガ達は力任せにぶち壊そうとするが、俺の魔力を纏(まと)った土の壁はそう簡単に壊れはしない。

			　ひとまず俺は安心し、壁の上に立ちオーガ達を見下ろした。

			　やつらは俺の存在に気づいたのか、全員こちらを睨んでいる。

			　オーガは、俺が蹴り一発喰らわせてギリギリ耐えうるくらいの強さを持ったモンスターだ。

			　このまま降りて素手でやり合うこともできるが、俺はそんな戦闘狂じゃない。

			　魔法でとっとと終わらせる。

			「久しぶりの攻撃魔法だ。せいぜい死なないようにな」

			　俺はオーガにそう告げると、目を閉じて集中する。

			　イメージするのは竜巻。

			　何者をも切り裂く巨大な竜巻。

			「切り裂き竜巻(スラツシユハリケーン)」

			　俺が呪文を放った瞬間、オーガ達の中心に巨大な竜巻が現れた。

			　竜巻はやつらを飲み込み、それぞれの腕、足、頭、腹と様々な箇所を切り裂いていく。

			　切り裂かれた腕や足は、吐き出されるようにしてあちこちに散らばる。

			　この竜巻に恐怖を感じたオーガ達は必死に逃げ惑うが、周りは壁で囲われている。到底逃げられない。

			　絶望の表情をしながら悲鳴をあげるが、無慈悲にも竜巻へと吸い込まれ切り刻まれていく。

			　やがて悲鳴も聞こえなくなったので竜巻を消すと、血だらけの地面には腕や足、頭がそこらじゅうに転がっていた。地獄絵図だな。

			　倒されたオーガの破片や血が粒子となって消え、俺はこれで終わったと一息つく。

			　やれやれ、どうにかなったな。

			　オーガの大量出現が落ち着き、俺は安(あん)堵(ど)するが、途端に物凄い魔力反応を感じた。

			　先程のオーガとは比べ物にならない強さだ。

			　その方向を振り向くと、上空に街全体を包むほどの眩い光が現れる。

			　そのまま数秒間光り続けた。目が眩(くら)む。

			　光が消えると、そこには赤い鱗(うろこ)にぎょろっとした眼(まなこ)、蜥蜴(とかげ)に翼が生えたようなモンスターがいた。

			　その姿はまさしく―――――

			「ギャォォォォォォオオ!!」

			「……ドラゴンじゃん」

			　上空で翼を拡げ高らかに雄叫びを上げる怪物を見て俺は言った。どうやら、さっきの奴らはただの前座だったみたいだ。

			　うわー、やばいの来ちゃったよ……。

			　俺はそう思いながら上空を飛び回るドラゴンを見上げた。

			　何かボスって感じがするな。

		

	
		
			25　ドラゴンも学習能力ないな

			　

			「おい、何だよあれ!?」

			「あれってドラゴン!?」

			「え、嘘？　何あれ！　何かのイベントなの？」

			　突然のドラゴンの出現に、街の人々は騒然としていた。

			　驚く者や疑う者、興奮する者など様々だ。

			　そんな人々の視線にドラゴンは何を思ったのか、首を上げ息を大きく吸い込んだ。

			　あ、あれはやばい。

			　息を吸い込むドラゴンの仕草を見て、俺は咄(とつ)嗟(さ)に【転移魔法】を使い、ドラゴンの下へと転移した。

			　息を大きく吸い込んだドラゴンが、勢いよく下に向かって吐き出そうとしたタイミングでドラゴンの顎(あご)を蹴り上げる。

			　ドラゴンの口から赤い炎が放出され上空に火柱が立った。

			　ゴォォォォォ!!　と音を立てながら、赤い炎は上空に上っていく。

			　炎は空高く立ち上り、空にあった雲は炎によって消し飛ばされていく。

			　炎から出る高温の熱風が街中を駆け巡ったが、しばらくすると炎はみるみる小さくなって消えていった。

			　あっぶねー、あんなんが街に向かって放出されてたら、えらいことになってたな。

			　俺は【風魔法】で空中に浮きながら、ドラゴンのブレスを回避できたことにホッと胸を撫で下ろした。

			　この光景を見て、先程まで騒いでいた人々は、いっせいに静まり返り、

			「きゃぁぁぁ!!」

			「何だよ今の！」

			「当たったら死んじまうぞ！」

			　と、今度は別の意味で騒ぎだす。

			　まぁ、あんなん見たらそうなるよな。

			　街の様子に納得していると、ドラゴンが「グルルゥ……!!」と唸りながら俺を睨んできた。

			　ブレスの邪魔をされて怒ってるのか？

			「ギャォォォォ!!」

			「喚(わめ)くな。耳が痛くなる」

			　威(い)嚇(かく)してくるドラゴンを軽くあしらい、【風魔法】で風の刃を創りだし狙いを定めて放った。

			　だが、ドラゴンは翼を使い、旋回しながらそれを避ける。

			「逃がさねぇよ」

			　俺は連続で風の刃を創りだしドラゴンに放つ。

			　それでもドラゴンは翼を器用に動かし、俺の風の刃を避けていく。

			　意外と機動力あるな。

			　その巧みな動きに感心していると、今度はドラゴンが俺に向けてブレスを放ってきた。

			「おっとこれはやばい」

			　俺は【転移魔法】を使い、ブレスを避ける。

			　だが、ドラゴンは逃がさんとばかりに、間髪入れずに短いブレスを連射してきた。

			　俺は【転移魔法】で避け続ける。さっきとは逆の展開だ。

			　そして、タイミングを見計らいドラゴンの後ろへと転移した。

			　俺が突然消えたことにドラゴンは驚き、辺りをキョロキョロとしている。

			「ここだ。蜥蜴(とかげ)野郎」

			　俺の声に反応しドラゴンは後ろを向こうとしたが、時すでに遅し。

			　俺は【身体強化（中）】を使い、ドラゴンの羽を掴みながら拳を構え、ドラゴンの背中に思いっきり振り下ろした。

			「ギャォアァァ……!!」

			　呻き声をあげながら、勢いよく地面へと落下していく。だが、途中で持ち直したのか、翼を使い上手く空中に留まった。

			「ギャォォォォォォォ！！！」

			　ドラゴンは俺の前に舞い戻り、怒りの咆(ほう)哮(こう)をあげる。

			　ダメージはあるのか、苦しそうに息を荒らげている。

			　今のを耐えるのか。なかなかやるな。

			　身体強化した俺の拳に耐えたドラゴンに素直に感心していると、相手はまたもブレスの構えを取った。

			　またそれかよ。それしかできないのかよ。

			「それはもう見飽きたぞ」

			　俺はまたドラゴンの頭上に転移した。ドラゴンは「は？」と言った表情をする。

			　いやさっきも見せただろ。少しは学習しろ。

			　俺は相変わらずの学習能力のなさに呆れたが、すぐに終わらせるため、また体に【身体強化（中）】をかけた。

			　だが、今度はそれだけではない。

			　構えた俺の拳は、突如赤く燃え上がり、炎を纏(まと)うような形に変わる。

			「今度こそ落ちな、爆発拳」

			　俺が放った拳が突き刺さった瞬間、ドラゴンの背中で爆発が起きた。

			「グギャォアァァ……!!」

			「ドゴォォォン!!」と巨大な爆発音が鳴り響き、ドラゴンは苦しげな断末魔をあげながら、また勢いよく地上へと落下していく。

			　さすがに二度目は耐えられなかったのか、ドラゴンは抵抗することなく地上へと落下し、地面にその体を打ちつけた。

			　落ちた場所はどこかの学校だが、まぁこの時間帯なら大丈夫だろう。

			　上空からしばらくドラゴンの様子を眺めていたが、いっこうに飛んでくる気配はない。

			　倒したのか？

			　しかしよく見てみると、ドラゴンは微かながらまだ動いていた。

			　結構しぶといな。

			　あれ？　じゃあ何であいつはこっちに来ないんだ？

			　俺は疑問に思い、ふとドラゴンが向いている方向を見ると、そこには四人の人影が見えた。

			　まじかよ、人がいたのか！

			　ドラゴンに襲われそうになっている人を助けるべく、急いで転移する。

			「伏せ」

			　転移した直後にドラゴンの脳天にかかと落としを喰らわせる。

			　ドラゴンの頭が激突し、地面にヒビが入った。

			　ふぅ、何とか間に合ったな。

			　俺は襲われていた人が無事かを確認しようと目を向ける。

			　そこには見知った顔があった。

			「あれ？　夏蓮？」

		

	
		
			26　精神弱すぎでしょ

			　

			　ドラゴンが出現する少し前、夏蓮は手紙で呼び出され、一人体育館裏に佇んでいた。

			　あれ？　誰もいない……？

			　呼び出された時はたいてい遅れていくことにしている。告白を断るのにわざわざ待つのは嫌だからだ。だが、今ここには自分以外の姿がない。

			　約束の時間を過ぎているのに、まだ誰も来ていないことを不思議に思っていると、

			「遅かったわね～」

			　後ろからいつもの嫌な声が聞こえた。

			　後ろを向くと、そこには今日一日妙に大人しかった三人組がいた。

			　私が来ていることを確認し、上手くいったとでもいうようにニヤニヤしている。

			　私は悟った。これ、嵌(は)められた。

			「何の用？」

			　睨みながらそう投げかける。

			「そう睨まないでよ～」

			「そうそう」

			「私達、お友達でしょ？」

			　誰がお友達だ。嘘の手紙使って呼び出す友達なんているわけないでしょ。

			「だから何の用なの？」

			「まあそう焦らないでよ」

			　そう言って三人組は追い込むようにしながら、私を囲んだ。

			　背中には壁がある。逃げ場がない。

			「神谷さんさ、最近調子に乗りすぎだと思うんだよね」

			「いつもみたいに何もしないでいればいいのに、昨日あんなこと言い出すんだもん」

			「だからお灸を据えてあげる」

			　三人はそれぞれそうこぼす。

			　そして中央のそばかすの女が、ポケットからハサミを取り出した。

			「神谷さんよく髪型変えてるよね？　趣味なの？」

			「だったら私達が髪切ってあげるよ」

			　三人は私にジリジリと近付いてくる。

			　私は恐怖を感じ、校舎の方に逃げようと、三人の間を無理矢理押し通ろうとした。

			「おっと、どこ行くの？　神谷さん」

			　だが、三人組の一人に手を掴まれる。

			　もう一人にも反対側の手を掴まれ、身動きができない状態にされた。

			「それじゃあ、散髪を開始しまーす」

			　最後の一人に無造作に髪の毛を掴まれた。三人組は「きゃはは!!」と笑いながら、ハサミを私の髪に近付ける。

			　私は何も抵抗できず、ただ目を瞑(つぶ)る―――――と、上空に眩い光が現れた。

			「きゃあ！」

			「え、な、何？」

			「ま、眩(まぶ)しい！」

			　突然現れた光に三人組は騒いでいる。

			　私は声には出さなかったが、内心戸惑いながら目を瞑(つぶ)り続けた。

			　光がやみ、私と三人組は目を開ける。

			「ギャォォォォォォオオ!!」

			　目の前に、この世の物とは思えない生物がいた。

			　何あれ？　……ドラゴン？

			「え、ちょ、何!?」

			「あれって、ドラゴン？」

			「え！　本物!?」

			　近くで騒ぐ三人組には目もくれず、私はただただドラゴンを見つめた。

			　赤い鱗(うろこ)、ぎょろっとした鋭い目付き、蜥蜴(とかげ)に翼を生やしたあの姿、まさしくドラゴンだ。

			　本当にいたんだ。

			　私は物珍しそうにドラゴンを観察する。

			　すると、ドラゴンは急に息を大きく吸い込み、顔を上に向けた。

			　あ、あれってまさか。

			　ドラゴンはそのまま顔を思いっきり下に向けようとする。

			　あ、危ない。

			　危険を感じたまさにその時、ドラゴンの顔は何かに弾かれたかのように上を向き、真上に赤い炎が放たれた。

			　炎は空を貫く勢いで放出され、雲が消し飛ぶ。熱風がここまで届いた。

			　ほどなくして炎が消えると、先程まで黙っていた三人組が、再び騒ぎ始めた。

			「な、何今の!?」

			「熱気がここまで来たんだけど！」

			「どうなってんの!?」

			　三人組は訳が分からんとばかりに騒ぎ立てる。今なら逃げ出せるが、もはやそんなことどうでもいい。

			　私は再びドラゴンを見る。

			　ドラゴンはまるで何かを避けるように空中を飛び回っている。

			　さらに目を凝らしてよく見てみる。

			　すると、空中に人が浮いていた。

			　あの人がドラゴンと戦っているの？

			　私はドラゴンと浮いている人の戦いをじっと見つめる。

			　人が風を使った攻撃をすれば、ドラゴンがブレスで対抗したりと、まるで映画のようだった。

			　その戦いに見入っていると、ドラゴンが爆発しながらこちらの方向に殴り飛ばされてきた。

			　あれ？　何かこっち来てない？

			　私の近くにドラゴンが「ズドォン!!」という音をたてながら落ちてくる。

			「え？　何？」

			「何が起きたの!?」

			「どうなってるの!?」

			　三人組は動揺している。

			　目の前の土煙が晴れ、私達の前に満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)のドラゴンが現れた。

			「グルル……!!」

			「……」

			「……」

			「……」

			　突然のドラゴンにさすがのおしゃべり三人組も言葉が出なかった。

			　満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)ではあるが、ドラゴンの威圧感はまだ残っている。

			　ドラゴンは私達を見ると威(い)嚇(かく)なのか「ギャオ!!」と短く吠えた。

			　それだけでも人を威圧する効果は十分にあったので、三人組は一斉に倒れた。全員気絶したのだ。

			　精神弱すぎでしょ。

			　そういう私も、今すぐ逃げだしたいけど、さっきの威(い)嚇(かく)が効いていて、足が上手く動かなかった。

			　動かない私を見て、ドラゴンは大きく息を吸い込みブレスの態勢を取る。

			　このままじゃ殺される！

			　私は必死に動けと命じるが、足は小刻みに震えるだけで動こうとしない。

			　動いて、お願い！　動いてよ!!

			　死にもの狂いで訴えるが、足が応えることはなかった。

			　準備が整ったのか、ドラゴンは今にもブレスを放とうとしている。

			　もう、駄目……。

			　私は死を悟る。

			　今まで何もしてあげられなかったけど、こんなことになるなら、せめて最後にお兄ちゃんにお礼だけでも言えば良かったな。

			　心の中で別れを告げる。

			　さようなら、お兄ちゃん……。

			　私がもがくのを諦め、目を瞑(つぶ)ったその時―――――

			「伏せ」

			　聞き覚えのある声のあとに、何かが地面に叩きつけられる音が聞こえた。

			　いったい何が起きたのかと目を開けると、そこには地面に倒れるドラゴンと、それを見下ろしている人の姿があった。

			　ドラゴンは地面に叩きつけられ、ピクリとも動かない。

			　だが、ドラゴンよりも、私は目の前の人に視線が釘付けになった。

			「あれ？　夏蓮？」

			　私のお兄ちゃん、神谷夜兎に。

		

	
		
			27　魔法を手品って言い張るのは無理があるな

			　

			　ドラゴンに襲われていた相手が、まさかの夏蓮だった。

			　何で夏蓮がここにいるんだ？　この時間帯は家にいるはずだろ？

			「お前何してんだ？　こんなところで」

			「……いや、そっちこそ何してんの？」

			　質問する俺に、夏蓮は倒れているドラゴンを見ながら質問で返してきた。

			　まあ、そう言いたくなるわな。ドラゴンと戦っている人の方が気になるに決まっている。

			　しかし、何て説明するか。

			「あー、ドラゴン退治？」

			「何で疑問形なの？」

			　言い方に迷って、なぜかとっさに疑問形になってしまった。

			　冷めた目で突き放した夏蓮だが、急に顔色を変え慌て出す。

			「ちょ！　後ろ!!」

			　夏蓮は震える指で俺の後ろを指差した。

			　俺の後ろでは、ドラゴンが起き上がり、俺に向かってブレスを吐き出そうとしている。

			「ギャォォ!!」

			　怒りの声とともにドラゴンはブレスを放つ。

			　だが、そんなこと俺は最初から分かっていた。

			　俺はそのまま足でトンッと地面を鳴らす。

			「しつこい」

			　すると、俺とドラゴンの間に土の壁が出現し、ブレスが土の壁によって遮(さえぎ)られた。

			　弱りきったドラゴンのブレスなんて土の壁で十分だ。

			「いい加減くたばれ」

			　壁越しにそう言うと、風の刃でドラゴンの首を切り落とした。

			　わざわざ壁越しなのは、夏蓮にグロテスクな場面は見せないための配慮だ。

			「ギャォォアァァ……」

			　壁で見えないがドラゴンの首は確かに切り落とされた。

			　弱々しい最後の叫びが聞こえたと共に、ドラゴンは光の粒子となって消えていった。

			　今度こそ倒したぞ。

			「……何？　今の？」

			　ドラゴンが消滅し、安(あん)堵(ど)している俺を見て夏蓮は唖然としていた。

			　あ、やべ。つい、いつものように使っちゃった。

			　いやまあ、どっちにしろさっきの戦いでバレてるようなもんか。何て説明しようか。

			「えーっと……て、手品」

			　苦し紛れの言葉が出た。

			「いや、そんなわけないでしょ」

			　夏蓮はいつもの馬鹿にした口調で返答してきた。

			　だよな、俺も自分で言ってておかしいと思ったぞ。何だよ手品って、これじゃあいつかのおっさんと一緒じゃねぇか。

			　俺は自分の言葉の適当さに自分で呆れた。

			　ここで、まだ一つ重要なことを終えていなかったという事実に気づく。

			「っとそうだ。今はそんなことより」

			　この事態をどうにかするのが先だな。今頃街の方じゃ凄い騒ぎになっているだろうからな。

			　俺はまずこの状況に終止符を打つべく一つ新しい魔法を創った。

			【〈スキル　削除魔法〉を習得しました】

			　よし。これで街の人の記憶とそれに関する物事すべてを消すことができる。

			　俺は早速街の人の記憶を消すため【削除魔法】を使った。

			【削除魔法】は俺の視界にあるものしか消すことはできない。だから、ここは応用だ。

			　まず【空間魔法】で範囲の指定をする。

			　範囲は夏蓮以外のこの街の人すべてだ。

			　なぜ夏蓮以外かと言うと、多分この魔法を使うと俺は魔力切れを起こし気絶するからだ。

			　だから助けてもらうためにも、一人は記憶が残っていた方がいい。最悪、夏蓮なら俺の力について話してもいいと思っている。

			　範囲の指定も終わり、俺は【削除魔法】を使いドラゴンに関してのすべての記憶と、それに関する物事すべてを削除した。

			（削除、開始）

			　心の中でそう唱えると、体から力が抜けていく感じがする。どんどん魔力がなくなっていく証拠だ。

			　急に頭痛がしだした。やっぱり来たか。

			「え、ちょ、どうしたの？」

			　手で頭を押さえだした俺に、夏蓮が近づいてきた。

			　そうだ。まずこのことを夏蓮に言わなくちゃな。

			「夏蓮……俺は今から……少し……気絶するから……あと……よろしく……」

			　俺は意識が飛びそうなところを必死に耐えながら、夏蓮に伝えた。

			【〈スキル　精神耐性〉を習得しました】

			　すると、必死に耐えたのが功を奏したのか、新しいスキルが手に入った。

			　これはありがたい。これで気絶時間も少しは短縮できるだろう。

			　思わぬスキル取得にラッキーと思いながら、意識を手放した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今、私は混乱している。

			　ドラゴンが来たと思ったらお兄ちゃんも来るし、そのお兄ちゃんが変な技を使ってドラゴン倒しちゃうし、事情を聞こうと思ったら今度はなんか気絶しちゃうしで、訳が分からなくなってきた。

			　今お兄ちゃんは私の膝の上で気絶している。このまま地面に寝かせるのもあれだと思ったから、膝枕で寝かせている。

			　下が地面なのが少し痛いが、気にするほどではない。

			　私は状況が飲み込めず、よく分からないでいたが、

			「また、助けられちゃったな」

			　またお兄ちゃんに助けられたという事実だけは分かった。

			　本当、いつもいつもこういうタイミングで助けに来るんだから。

			　あの時だってそうだった。

			　

			　私が小学校の頃、いじめられていた時。当時、まだ反撃する度胸もなかった私は、いつもクラスの女子からいじめのターゲットにされていた。

			『神谷ちゃん、何で学校に来るの？』

			『もう来なくていいよ』

			『目障りなの』

			　誰もいない放課後の教室でクラスの女子に囲まれ次々と浴びせられる罵(ば)倒(とう)に、私は泣きながら耳を塞いでいた。

			　もうこんなの嫌。死にたい。

			　すべてが嫌になりそうになったその時、

			『お前ら、うちの妹に何してんの？』

			　お兄ちゃんが現れた。

			　お兄ちゃんはその頃からどこか達観していて、物静かな性格をしていた。

			　そこからお兄ちゃんはいじめをしていた女子と口論になったが、

			『お前ら、そんなんやってて楽しいか？』

			『やってることがしょうもなさすぎ』

			『そんなんやってる暇があんなら別のことしろ』

			『目障りなのはお前らなんだよ』

			　次々と出てくるお兄ちゃんの言葉に、女子達は怯み、逃げるようにして去っていった。

			　それを見送ると、お兄ちゃんは地べたに座っている私に手を差し伸べた。

			『帰ろう、夏蓮』

			　その言葉に安心して、私は再び泣き出してしまった。そのせいでお兄ちゃんが少しおろおろしていたのは、今でも覚えている。

			　でも、お兄ちゃんが凄いのはここからだった。

			　翌日、私が学校に行くと、クラスの女子からのいじめがさっぱりなくなっていたのだ。

			　なぜなら、私がいじめられる様子が、写真や映像で学校中にばらまかれていたから。

			　きっとお兄ちゃんの仕業だろう。本人はそんなの知らないというけど、私はそう確信している。

			　だってお兄ちゃん、嘘隠すの下手だから。

			　こうして私へのいじめが明るみに出たので、加害者の女子たちは皆、いじめなくなったか、転校していった。

			　

			　今回もお兄ちゃんは知らないと言い張るかもしれないけど、今度は絶対真実を言わせてみせる。

			「ありがとう……お兄ちゃん」

			　私は気絶しているお兄ちゃんにそう言った。

			　いつもありがとう。助けてくれて、ありがとう。私の格好いいお兄ちゃん。

			　気絶しているはずなのに、お礼を言われたその顔は、口許が少し緩んでいてどこか嬉しそうだった。

		

	
		
			28　やっぱり友達なのか？

			　

			　どれくらい眠っていただろうか。

			　気絶から目が覚め、最初に視界に飛び込んできたのは夏蓮の顔だった。

			「……おはよう」

			「……おはよう」

			　俺が起きたことに気づいた夏蓮はなぜか普通に挨拶をしてきた。

			　混乱しながらも、俺も夏蓮に挨拶を返す。

			　え、何、これどういう体勢？

			　頭に柔らかい感触がする。

			　何だこれ？

			　俺は体を横にし、柔らかい感触がする方に手を伸ばす。

			　そこには夏蓮の太股があった。

			　つまり、俺の頭が夏蓮の膝の上にあるのだ。

			　これってまさか膝枕か？　俺はようやく今の自分の状態に気づき、夏蓮の太股の感触に感動していた。

			　まさか、妹に膝枕をされる時が来るとは。
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			　夏蓮の太股をすりすりと触りながらそう思っていると、

			「いつまで人の足触ってるの？　ていうか起きたなら退いてよ。足痺(しび)れた」

			　夏蓮に冷ややかな目でそう言われた。

			　俺はもう少し堪能したいと思ったが、これ以上夏蓮を怒らせるのもあれだな、としぶしぶ膝から体を起こした。

			「俺が気絶してから、どれくらい経った？」

			「数十分くらい」

			　その程度か。最初スキルをもらって気絶した時は数時間だったから、やはり【精神耐性】のお陰か時間が短くなっている。

			　これはいいスキルを手に入れたな。

			　気絶時間が短くなったことに俺が嬉しく思っていると、

			「じゃあ教えて」

			　夏蓮が唐突に質問を投げかけてきた。

			「教えてって、何を？」

			「あの変な力のこと」

			　夏蓮の言葉を聞いてやっと分かった。スキルのことか。

			「あれな。あれは……手品だぞ」

			「嘘言わないで、手品でドラゴンが倒せるわけないでしょ」

			　ですよね。俺もそう思います。

			　正直もう隠し通せるレベルじゃないよな、あそこまで見られると。

			「……まあ、ここは素直に話すか」

			　俺はこれ以上何を言っても無駄だと判断し、素直に話すことに決めた。

			「夏蓮、これから話すことは全部本当だ。よく聞いていてくれ」

			「分かった」

			　クラスが異世界召喚されたこと。

			　その中で俺だけ残ったこと。

			　今まで俺がしてきたこと。

			　そのすべてを夏蓮に話した。

			　途中、俺が例として見せたロウガや魔法にはさすがの夏蓮も驚いていたが、最後までちゃんと聞いてくれた。

			　すべてを話し終えると、夏蓮は黙って目を瞑(つぶ)ったまま、

			「何か、ずるい」

			　おもむろにそう言い出した。

			「ずるい？」

			「一人だけそんな力持ってるのが、ずるい」

			　いや、ずるいとか言われてもな。

			「私も欲しい」

			「欲しいって、スキルをか？」

			「そう、できるでしょ？」

			　そんな簡単に言われても困るんだが。

			　スキルは長年の経験と努力によって身に付けられるものだ。

			　俺みたいに【超成長】のスキルがない限り、短期間での取得はまず無理だ。

			「……今度、方法探しとく」

			「よろしく」

			　俺は曖(あい)昧(まい)に返事をし、今度は夏蓮に質問をした。

			「そう言えば、お前こそ何やってたんだよ？　こんな人(ひと)気(け)のないところで」

			　俺がそう言うと、夏蓮は気まずいのか俺から視線を逸らした。

			　何か聞かれちゃまずいことでもあったのか？

			　疑問に思い、俺は近くで倒れている三人の女子を指差した。

			「あれ、お前の友達か？」

			「全然違う」

			　俺がそう聞くと、夏蓮は即座に否定した。

			　この反応からして、こりゃ何かあるな。

			「夏蓮、人にここまで話させておいて自分は話さない、なんて言わないよな？」

			　にっこりと笑いながら言った。

			　さすがにそこを突かれると夏蓮も何も言えないのか、

			「……分かった」

			　と、素直に白状した。

			　そこから俺は夏蓮がいじめに遭った経緯をすべて聞いた。

			　陰湿な嫌がらせをされ続けたこと、ここで髪の毛を切られそうになったこと、そのすべてをだ。

			「少し、あの三人と話してくる」

			　人の妹に手を出すとはいい度胸だ。自分達が今までしてきたことを後悔させてやる。

			　俺は倒れている三人の下(もと)へ行こうとしたが、

			「待って」

			　夏蓮に手を掴まれた。

			「これは私の問題。今度は自分で解決する。だから、何もしないで」

			「……分かった。今は何もしない」

			　夏蓮をじっと見つめ、素直にその場を引いた。

			　本人がそう言うんだ。今は手を出す時じゃない。

			　まあ、夏蓮の身に何かあれば、今度こそ容赦しないけどな。

			「う、うぅん」

			「ここは……？」

			「私達、何してたんだっけ？」

			　三人はなぜこんなところで倒れているのか疑問に思いながら、体を起き上がらせる。

			　俺は本当に記憶が消えているのかを確認するため、三人に声をかけた。

			「気分はどうだ？　自分たちが何で倒れているのか覚えているか？」

			「え、倒れてたってどういう……」

			　話しかけた三人のうちのそばかすのある子が俺を見ながらそう返そうとしたが、言葉が途切れた。

			　俺の顔をじっと見つめる。

			　他の二人も同様に俺を見つめてくる。

			　急にどうしたんだ？

			「あ、あの！」

			　固まった三人を俺が不思議に思っていると、最初の子が声をあげた。

			「お、お名前はなんていいますか！」

			「……はい？」

			　予想外な質問だったので、俺は思わず変な声が出た。

			「ず、ずるい！　私も！」

			「あの！　ご趣味は何ですか！」

			　すると他の二人も急に立ち上がり、一人目の時と同じように俺に質問をしてくる。

			　その顔はほてっていて、まるで憧れの人を見るような目をしていた。

			　三人からの質問責めに俺が戸惑っていると、

			「人の兄にちょっかいださないで」

			　夏蓮が俺の裾をぐいっと引っ張り、自分の方に引き寄せながらそう言った。

			「え！　この人、神谷さんのお兄さんなの？」

			「もう！　それならそうと早く言ってよ！」

			「どうして紹介してくれなかったの！」

			　三人は俺が夏蓮の兄だと分かると、今度は夏蓮を質問責めにしだした。

			　最初は無視をしていたがだんだんと鬱(うつ)陶(とう)しくなったのか、夏蓮はため息をついて三人を手招きする。

			「ちょっとこっち来て」

			　三人は夏蓮に大人しくついていく。四人でのひそひそ話が始まった。

			「人の兄……やめ…」

			「……いい……お願い！　……ちがっ……であ……」

			「そう……そう……」

			「おねが……何でも………聞くから」

			「だった……あし………全校……土下座……って。それな……すこ……おしえ……」

			「わかっ……まかせ……」

			「それぐ……らくしょ……」

			「かなら……みせる……」

			　ここからだと途切れ途切れでしか聞こえてこないが、何だか不穏な単語が聞こえてくる。何だよ土下座って。夏蓮のやつ何させる気だ？

			　俺がその様子をじっと眺めていると、話がついたのか三人は夏蓮に別れを告げた。

			「じゃあね、神谷さん！」

			「今度お兄さんについて教えてね！」

			「約束だからね！」

			「分かった分かった」

			　はしゃぐ三人を、夏蓮は少し疲れた様子で見送った。

			　今何か変な単語が聞こえたが気のせいだろうか？

			　俺ははしゃぎながら帰る三人の姿を見送ったあと、もう一度夏蓮に聞いた。

			「やっぱり友達なのか？」

			「違う……多分……」

			　夏蓮はまた否定をしようとしたが、さっきの三人の反応を見て自信をなくしたのか、言葉が弱々しくなっている。

			　俺はそんな反応を見て、ふっと微笑む。

			「よかったな。和解できて」

			「和解なのかよく分からないけど」

			　素直じゃないな。

			　俺はそう思いながら、夏蓮の顔を見て続ける。

			「俺らも帰るか」

			「……うん」

			　二人並んで家に帰った。

			　帰る時、夏蓮の手が俺の裾を掴んだままでいたが、気にせず歩き続けた。

			　途中夏蓮の顔をチラッと見ると少し恥ずかしそうにしていたが、手だけはしっかり離さなかった。

		

	
		
			29　久しぶりにステータス見たな

			　

			　ドラゴン出現から数日が経った。

			　あの一件以来、モンスターは出現してきていない。

			　やはりあのドラゴンが最後のモンスターみたいだ。

			　街の人の記憶もちゃんとすべて消えているようで、何一つ騒ぎは起きていない。

			　関連の情報も消してあるので、問題は今のところなく平和だ。

			　ただ、唯一気になることといえば……。

			「おはよう、夏蓮」

			「……（ぷいっ）」

			　俺の挨拶に、夏蓮はそっぽを向いて通りすぎていく。

			　最近、夏蓮はずっとこの調子なのだ。

			　ドラゴンの一件以来、夏蓮は何かと俺と顔を合わせるのを避け、目が合うとすぐにそっぽを向いてしまう。

			　何かしただろうか。

			　俺は「うーん」と考えたが、やはり分からなかった。

			　まあいい。そのうち治るだろ。

			　そう思い直して、俺は家を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日差しが強く地面を照らす中、俺は今無人の荒野にいる。

			　なぜこんなところにいるかというと、学校が休みの今日、スキルの修業をしようと思ったからだ。

			　またこの間みたいなことが起きてもいいように練習する。

			　前回はそんなに苦戦しなかったが、次はそう上手くいくかは分からないからな。

			　まあ本音を言えば、ドラゴンみたいな面倒なのと戦う時、ワンぱんで倒せるようになりたいってだけなんだけどな。

			　修業にはもちろん安定の【超成長】を使う。

			【超成長】なら使えば使うだけスキルレベルがアップするからな。これで楽にスキルレベルが上げられる。

			　俺は修業の前にまず確認しようと、ステータス画面を開いた。

			　

			【神谷夜兎　16歳　男　人族　Ｌｖ１１３

			　体力　１１８００／１１８００

			　魔力　１１４００／１１６００

			　スキル　鑑定　超成長　魔法創造　睡眠超強化魔法　火魔法　水魔法　土魔法　風魔法　光魔法　闇魔法　転移魔法　空間魔法　使役魔法　削除魔法　剣術　拳闘術　首トン　身体強化（中）　気配察知　精神耐性　会話の極意】

			　

			　レベルは毎日【睡眠超強化魔法】で上げてるからだろうが、スキルも結構増えたな。魔力の残量が減ってるのは、ここに転移してきたからだ。

			　まずは全部スキルレベルを上げてみるか。

			　俺は早速【火魔法】のスキルレベルを上げようと、天に向かって火の玉を連射し続けた。バスケットボールくらいの大きさの火の玉が上空に向かって放出され消えていく。

			　端から見れば変な光景だろうな。

			　俺はそう思いながらも火の玉を放出し続けた。

			　どれくらい連射し続けただろうか。

			　そろそろ腕が疲れてきそうになった時、

			【〈スキルレベルアップにより　火魔法　が　火炎魔法〉に変化しました】

			　どうやら完了したみたいだ。

			　やれやれ、上に向かって撃つんじゃなかった。手が疲れたな。

			　それにしても意外に時間がかかったな。

			【超成長】でこれなら、本来は果てしなく時間がかかるんだろう。

			「そんじゃ、とっとと終わらせるか」

			　俺は残りのスキルも進化させようと、魔法を撃ち続けた。今度は真横に撃とう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数時間後、俺はすべてのスキルのレベルを上げ終わった。

			　再びステータスを確認する。

			　

			【神谷夜兎　16歳　男　人族　Ｌｖ１１３

			　体力　１１８００／１１８００

			　魔力　５０２０／１１６００

			　スキル　鑑定　超成長　魔法創造　睡眠超強化魔法　魔法の極意　時空転移魔法　空間魔法（効果範囲　特大）　使役魔法　削除魔法　極剣　極拳　首トン　身体強化（特大）　気配察知　精神耐性　会話の極意　並列思考】

			　

			　いろいろ変わったところはあるが、まず【魔法の極意】というのは、もともとあった火、水、土、風、闇、光の魔法のレベルを【○○○(なんちやら)魔法の極意】にまで上げたら、全部一つに統合されたものだ。

			　効果は魔法威力の底上げと、発動までのタイムが短くなる補正、消費魔力の減少。

			　うん、正直これはかなり有り難い。

			　このスキルのお陰で、俺は簡単なものなら数千の魔法を一気に出すことができるようになった。

			　次に【時空転移魔法】や【空間魔法（効果範囲　特大）】だが、これは名前の通りだ。

			　これまでは地球上しか転移できなかったが、【時空転移魔法】の効果で過去や未来、果ては異世界まで行けるようになった。

			　まあ、異世界に行くにしてもその異世界の名前が分からなくちゃ駄目みたいだがな。そうでないとランダムになってしまう。

			【空間魔法（効果範囲　特大）】は名前の通り、効果範囲が飛躍的に伸びたことを示す。

			　前は街一つ囲える程度だったが、今では地球一つを効果範囲にできる。

			　これで【削除魔法】を使ったら凄いことになりそうだな。まあ、やらないけど。

			【使役魔法】と【削除魔法】が変わっていないのは、その必要がなかったからだ。

			【使役魔法】スキルのレベルをアップさせるには、ロウガの時みたいにモンスターを使役しなければいけない。そのためモンスターがいない今は、上げようがない。

			【削除魔法】は上げようと思ったものの、これ以上上がらなかった。

			　多分すでに最高レベルだからだと思う。

			　まあ、確かにこの魔法のどこをレベルアップさせればいいのか分からんしな。

			【極剣】、【極拳】、【身体強化（特大）】は、もともとあったスキルを限界まで上げただけだ。

			　その威力はもはや他人においそれと試せる代物じゃなくなった。

			　さっき俺より五倍くらいでかい岩を【身体強化（特大）】をつけた状態で軽く殴ったら、粉々に吹っ飛んでいった。

			　こんなん人のいるところじゃ使えないな。二次災害が生まれる。

			　新たに【並列思考】というスキルを得たが、これは単に魔法が同時に使いやすくなるというだけだ。

			　さっきちまちまと魔法を撃つのがめんどくさくなって、二つ同時にやっていたら偶然手に入った。

			　とまあ新しい能力は全部でこんなもんか。これでもし次にモンスターが出現しても、瞬殺できるだろう。

			　いやはや、よく頑張ったな、俺。

			　自分がやり遂げたことに感心していると、頭の中に眠そうなロウガの声が聞こえた。

			『主ー、おはよー』

			「起きたのか」

			『何してるのー？』

			「強くなるための修業だ」

			『強くー？』

			「あぁ、次またモンスターに襲われてもいいようにな」

			『そうなんだー』

			　するとロウガは少しの間をあけて言った。

			『僕も修業するー』

			「修業って、お前も強くなりたいのか？」

			『強くなって主守れるようにするー』

			　いや、俺はそうならないために修業してたんだけどな。まあ、ロウガの強くなりたい気持ちには応えてやるか。

			「じゃあ修業するか」

			『うん！　頑張るー！』

			　かくして、今度はロウガの修業が始まった。

		

	
		
			30　モンスター同士の戦いってなかなかえぐいな

			　

			「じゃあロウガの修業を始めよう……と言いたいところなんだが、お前どうやって強くなるんだ？」

			『分かんなーい』

			　分かんないか。まあそう言うと思ったけどな。

			　この世界にはモンスターはいない。

			　レベルを上げるならまず経験値が必要だ。その経験値を得るためには何かを倒す必要がある。

			　モンスターがその一般的な例なんだが、何もモンスターだけが経験値の対象なわけじゃない。

			　さっきも言ったが経験値は何かを倒す、つまり殺すことで手に入る。

			　それがたとえ人間だとしても経験値は手に入るんだ。得られる経験値はだいぶ少ないけどな。

			　ほとんどの人は大概レベル１だから、もらえる経験値はたかがしれている。

			　さすがに経験値のためにロウガに人殺しをさせるわけにもいかず、俺はどうしたものかと悩んだ。

			　せめてモンスターがいればいいんだけどな。

			『主、モンスター呼べないの？』

			「いや無茶言うなよ。モンスターなんて呼べるわけが……あるかもしれない」

			　そうだよ、ロウガの言う通りモンスターを呼べばいいんだよ。

			　早速お目当てのスキルを創る。

			【〈スキル　召喚魔法〉を習得しました】

			　これだ。このスキルがあればモンスターを呼び出せる。

			「それじゃあ、モンスターを呼ぶぞ、ロウガ」

			『うん、分かった、主ー！』

			「来い、ノーマルスライム」

			　俺がそう唱えると、目の前に小さな魔法陣が現れ、その魔法陣の中から青色のスライム、すなわちノーマルスライムが出てきた。

			　ノーマルスライムはポヨンポヨンと地面を飛び跳ね始める。

			　そんなノーマルスライムに向かって、ロウガは「がるる！」と唸っている。やる気満々だな。

			「よし、やれ！　ロウガ！」

			「わん！」

			　そうロウガに命じると、ロウガは真っ直ぐノーマルスライムへと向かっていき、突進をかました。

			　ロウガの突進を受けてノーマルスライムは後方に飛んでいった。体がどろりと溶け、光の粒子となって消えていく。

			　弱っ！　まさかの一撃か。

			　俺がノーマルスライムの貧弱さに驚いていると、ロウガがこちらに向かって走ってきた。

			『主ー、やったよー！』

			　嬉しそうにこちらを見てくるロウガの頭を撫でる。ロウガは気持ち良さそうにしながら尻尾を振った。

			　勝てたのがよほど嬉しかったんだろうな。

			「よくやったぞ、ロウガ。だがまだ安心するなよ。ノーマルスライムは多分モンスターの中で最弱だからな」

			『分かったー！』

			　俺はロウガの頭から手を離すと、次のモンスターを呼ぶ準備をした。

			「来い、ゴブリン」

			　するとまた目の前に魔法陣が現れ、中からこん棒を持ったゴブリンが現れた。

			「ギィィギィィ!!」

			　現れたゴブリンは俺とロウガを見ると威(い)嚇(かく)の声をあげる。

			「今度の敵はさっきみたいにはいかない。十分注意しろよ」

			『分かった！』

			「よし、やれ！」

			「わんわん！」

			　俺の号令の下(もと)、ロウガは勢いよくゴブリンの方に飛び出していった。

			　レベル的には二体ともそこまで差はない。果たしてどうなるか。

			　ゴブリンはこん棒を降り下ろすが、ロウガは直角に走り、それを回避する。

			「わん！」

			　そこから素早くターンし、ロウガはゴブリンに体当たりをした。

			　ゴブリンは体当たりされた方向に倒れる。ロウガはその上に乗って、喉を噛み砕く。

			「ギィィ……!!」

			　噛みついたところからどばっと血が吹き出したが、依然として噛むのをやめない。

			　ゴブリンはじたばたと暴れるが、次第に力尽きピクリとも動かなくなった。やがて光の粒子となって消えていく。

			　ロウガは勝てて嬉しいのか「アオーン!!」と遠吠えした。

			　おぉ、何か狼っぽいな。

			　しかしあれだな、モンスター同士の戦いって―――――なかなかエグいな。

			　喉を噛み千切る瞬間なんて初めて見たぞ。

			　しかも、ゴブリンは消えたというのに、なぜかロウガの顔中にとんだ血はそのままだ。

			　……グロいな。

			『主ー、やったよー！』

			　ロウガは吠え終わると、顔中の血をぽたぽたと垂らしながら俺に向かって走ってくる。

			　うわ、何か汚い。

			　ロウガは俺の足元で「頭撫でてー！」という目線でこちらを見てくるが、正直触りたくないな。

			「よ、よくやったな。ロウガ」

			『頑張ったから頭撫でてー！』

			　俺が頭を撫でないからか、ロウガは直接言ってきた。いや、触るのはちょっとなー。

			『？　どうしたの？』

			「いやまずその血をだなー」

			　いつまで経っても頭を撫でてくれないことに痺(しび)れを切らしたのか、ロウガは強行手段に出てきた。

			『いいから頭撫でてよー！』

			「わっ！　馬鹿！　飛び付くなって！」

			　顔中血だらけのまま俺の胸に飛び付くロウガを、俺は紙一重で避けた。

			『何で避けるのー！』

			「だからまずその血をだな……ちょっと待て、こっちに来るな！」

			『いいから撫でてよー！』

			　俺の言葉にいっさい耳を貸さず、ロウガは真っ直ぐ走ってきた。俺は逃げるようにして反対側へ走る。

			　何この追いかけっこ。

			　その後俺は【水魔法】でロウガに付いた血を落としてから、撫でくりまわした。

			　修業もちゃんと続け、ロウガはさらに強くなった。

		

	
		
			31　タイミングに困ったからって忍び込むのはどうなんだ？

			　

			　ロウガの修業が終わり、家に帰ると、ちょうど晩ご飯の時間となっていた。母さんに呼ばれ、席に着く。

			　今日の夕飯はハンバーグ。さすが母さんだ。相変わらず旨い。

			　俺がハンバーグを堪能していると、ふと目の前に座っている夏蓮から視線を感じた。

			　俺と目が合うと視線を逸らす。

			　また逸らされてしまった。俺なんか避けられてるのか？

			　疑問に思ったが、今は目の前のハンバーグに集中しようと、頭の中のもやもやを捨て去った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　皆の寝静まった頃。

			　俺も眠っていたが、急に目が覚めた。【気配察知】で何かを感じとったのだ。

			　泥棒対策にと思って一応常に張っていたんだが、まさか本当に来るとは。

			　起き上がり泥棒を捕まえようと思ったが、【気配察知】の反応が俺の知っているものだと分かり動きを止めた。

			　これは、夏蓮か？

			　何してるんだと疑問に思っていたら、夏蓮が俺の部屋の前で止まった。部屋の扉がゆっくり開いたので、俺は咄(とつ)嗟(さ)に布団を被って寝たふりをする。

			　夏蓮はゆっくりと近付くと、布団をめくり上げ俺のベッドに入ってきた。

			　いや、何してんの!?

			　そんな俺の動揺に気づきもせず、夏蓮は体を横にして、寝ている俺にピトッとくっついた。

			　え、ちょ、何この状況。何で夏蓮が俺の布団に？

			　らしからぬ行動に、本当に夏蓮で合っているのか不安になり目を開けて確認しようとすると、

			「………」

			「………」

			　ばっちり目が合ってしまった。
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			　本当に夏蓮だ。

			　夏蓮は俺と目が合っても、無言でこちらを見続けた。

			　いや内心ではめっちゃ驚いてるんだろうな。その証拠に、俺と目が合った夏蓮の目は若干泳いでいる。

			　数秒間お互い沈黙のまま見つめ合った。

			　正確には、動きたくても動けなかったのだ。

			　沈黙の中、このままじゃどうしようもないと思い、俺は勇気を出して重たい口を開いた。

			「あー、えと、何、してるんだ？」

			「……何となく」

			「そ、そうか」

			　夏蓮の言葉に俺はそうかとしか言えず、また沈黙に戻る。

			　凄く気まずいんだが……。

			　俺がこの状況をどうしようかと考えていると、今度は夏蓮の方から口を開いた。

			「……お礼」

			「お礼？」

			「お礼、まだ言えてないから」

			　先日のドラゴンの件だろう。正直あれはあそこにぶっ飛ばした俺のせいでもあるから、お礼なんていらないんだけどな。

			「言うタイミングが分からなくて。どこで言おうか考えてたら、ますます分からなくなって……」

			「俺の布団に忍び込んで来たと」

			　夏蓮は俺の言葉にゆっくり頷いた。

			　最近俺を避けるようになっていたというのは俺の思い込みで、あれは言うタイミングを窺(うかが)っていただけのようだ。

			　俺はこれまでの夏蓮の行動に納得し、夏蓮に言った。

			「あれは俺が夏蓮の方にドラゴンを吹っ飛ばしたせいでなったことだ。だからお礼は「それでも！」

			　俺はお礼はいらないと言おうとしたが、夏蓮がそれを遮(さえぎ)った。

			「それでも助けてもらったのは事実。それに、他にも助けてもらったことがあるから」

			　夏蓮はそう言うと、俺の胸に顔を寄せ、顔を見せないようにした。

			「だから、ありがとう。お兄ちゃん」

			　夏蓮から出る言葉が俺の頭の中に響いた。

			　お兄ちゃんか……。

			「久し振りだな。お前がそう呼ぶなんて」

			　いつからだろうな。夏蓮がお兄ちゃんと呼ばなくなったのは。

			　確か、あの時から。

			　小学生の時、夏蓮が同級生にいじめられているところを見て俺がキレた時からだ。

			　当時はつい熱くなって証拠の写真や映像を学校中の生徒にばらまいてしまったんだよな。今となっては少しやりすぎたと思う。

			　夏蓮は俺のことをお兄ちゃんと呼んでいたのに、あのいじめのあとからは「ねぇ」とか「ちょっと」としか呼ばなくなった。

			　子供から大人に変わって、女の子らしくしようとしていた気がする。

			　それにしてもお兄ちゃんか。

			「夏蓮、もっとお兄ちゃんって呼んでくれないか？　せめてあと十回」

			「調子に乗らないで」

			　あっさり断られた。

			　駄目か。せめてもう一回聞いて余韻に浸っていたかったな。

			　俺が残念に思っていると、

			「でもそれ以外なら、いい」

			　夏蓮がそう提案した。

			　それ以外って、どんだけ呼びたくないんだよ。兄は少し悲しいぞ。

			　俺は妹の言葉に落ち込みながらも、どう答えようか考える。

			　……いいことを思いついた。

			「じゃあ明日、久し振りに二人で出かけるか？」

			　夏蓮と出かけることなんてあんまりなかったからな。たまにはそういうのも悪くない。

			「……分かった」

			　夏蓮の了承も得たので、俺は明日のために寝ることにした。

			「それじゃあ明日な」

			「うん、おやすみ」

			　夏蓮はそう言って目を閉じた。

			　このまま寝るのか……。

			　俺は隣でくっついたまま眠る夏蓮に苦笑した。

			　夏蓮の寝顔や寝息が気になってなかなか眠れなかったが、可愛かったからよしとしよう。

		

	
		
			32　お約束展開満載だな

			　

			　翌日、俺はたくさんの人が行き交うショッピングモールの中で、一人立っていた。

			　今日は夏蓮と出かける予定なんだが、夏蓮になぜか「先に行って」と言われ、俺が先に来て夏蓮を待つ形になった。

			　一緒に行けばいいのにと思ったんだが、それを夏蓮に言うと「いいから行って」と睨まれたので、俺は素直に従うことにした。

			　いちいち別々に行くのってめんどくさくないか？

			　俺はそう思っていた時、ちょうど目の前からこちらに向かって小走りで来る女の子の姿が見えた。

			「お待たせ」

			　俺の下(もと)まで来ると、夏蓮は息を切らせてそう言った。

			　もしかしてそれが言いたかったから別々で来たのか？

			「いや、そんなに待ってないぞ」

			　俺はとりあえずお約束の言葉を返し、夏蓮の方を見た。

			　今日の夏蓮はポニーテールの髪にジーンズ、シャツの上にカーディガンを羽織っていて大人の雰囲気を感じる。

			　やっぱり可愛いな。さすがは我が妹。

			　なんて思っていると、

			「じろじろ見すぎ」

			　と、ジト目になった夏蓮に言われた。

			「いや、可愛いなと思ってな」

			「……ばか」

			　俺の言葉にそう返し、夏蓮は後ろを振り返って、歩いていった。

			　今日はお互いに行きたいところへ行くことになっているので、最初は夏蓮が案内する。

			　夏蓮の顔を見ると、口元がひくひく動いていた。嬉しいときの反応だ。全く、素直じゃないな。

			　俺はそう思いながら夏蓮の後を追った。

			　実際夏蓮は可愛い。その証拠に、

			「おい、見ろよ、あの娘」

			「めちゃくちゃ可愛くね？」

			「高校生くらいか？」

			　と周りの男どもの視線は、いっせいに夏蓮に向けられている。

			　服装や雰囲気から年齢が上に見られがちだが、俺的にはそれはそれでありだな。

			　だが、その可愛さ故に声をかけようとする輩もいる。

			「声かけてみるか？」

			「いや、連れがいるだろ。彼氏か？」

			「でもチャンスはあるんじゃないか？」

			　連れがいるのにチャンスもなにもないだろ。人の妹に手を出したら容赦しねぇぞ。

			　俺は先程会話していた男達に向け殺気を放った。男達はそれに気づき、慌ててそっぽを向く。

			　夏蓮には指一本触れさせん。

			　俺が心のなかで静かなる闘志を燃やしていると、

			「……ここ」

			　夏蓮が目的の店の前で立ち止まった。

			　その店はレディースの専門店のようで、カラフルな服が並んでいる。

			　男には入りにくい場所だな。

			「行こ」

			「あ、あぁ」

			　俺は若干戸惑ったが、夏蓮と一緒に入るなら問題ないと思い、店内に入った。

			　店の中は一面ピンクや黄色の壁。男には無縁な女物の服に加え、店員は全員女性ときた。

			　男が入る隙がないな。

			　服を物色している夏蓮をよそに、暇なので店内を見回していると、一組のカップルを見つけた。

			　彼女の方は楽しそうに服を選んでいるのに対し、彼氏の方は少し疲れた顔をしている。

			　分かるぞ、その気持ち。

			　俺が同情の目で彼氏の方を見ていると目が合った。

			　互いに同じ状況にいるからか、彼氏の方はすぐに察し「お互い大変ですね」といった様子で軽く会釈をしてきた。

			　その彼氏に俺も会釈を返すと、服を選び終わった夏蓮が、手に何着か持ちながらこちらへ向かってきた。

			「試着したい」

			　そう言う夏蓮と一緒に試着室の前まで行く。夏蓮にここで待っているように言われたので、俺は夏蓮が着替え終わるまで待った。

			　しばらくすると、試着室のドアが開いた。

			「どう？」

			　そう言いながら夏蓮は俺の前で回ってみせた。

			　短めのスカートに半袖のブラウス。少し肌寒い感じはするが、先程の大人っぽい雰囲気とは打って変わって、可愛らしい印象を受ける。
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			「似合ってると思うぞ」

			「……それだけ？」

			　俺の言葉に夏蓮は満足できなかったのか、さらに追求してきた。

			　これじゃまだ足りないか。ならもっと語ってやろう。

			「そうだなぁ、今日の大人っぽい服装とはまた違った夏蓮の可愛らしさが出てる。綺麗な足とくびれも強調されてていいな。短めのスカートだから足も長く見えるし、色気も出ていて男子の視線を釘付けにするだろうな。俺はそれも一つの魅力だと―――――」

			「ごめん、やっぱりいい」

			　俺が語っていると夏蓮は若干引いた表情をしながら俺の話をぶった切った。

			　いや、聞きたがってたから語っただけだろ。

			　俺は解せない気持ちになったが、次の服に関しては控えめに褒めることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この後もいくつか試着したが、結局気に入ったのが見つからず、何も買わないまま俺達は店を出た。

			　あんだけ見て何も買わないって……。

			　夏蓮に特に疲れた様子はない。女子はいつもそうなんだろうか。

			　長々とした買い物に少し疲れながら歩いていると、夏蓮が雑貨屋の前で止まった。

			「どうした？　何かいいのがあったのか？」

			「何でもない」

			　俺は夏蓮に聞くが、夏蓮はすぐに歩き出した。

			　ずっと無言なのもあれなので、俺は夏蓮に話を振る。

			「そういえば、あれからあの三人とはどうなってるんだ？」

			　あの三人とは、以前夏蓮に嫌がらせをしていた三人のことである。あの時は最終的にはなにか仲良さげにしていたが、今はどうなんだろうか。

			「別の意味で鬱(うつ)陶(とう)しくなった」

			　夏蓮曰く、あれから嫌がらせはなくなったが、代わりに毎日俺について聞いてくるらしい。

			　趣味や好きな女性のタイプ、家ではどんなことをしているかなどいろいろ聞かれ、それにいちいち答えているようだ。

			　俺としてはあらぬことを言われてないか心配だ。

			　もともと、嫌がらせをしていた原因は、夏蓮が異常なまでにモテることに対しての嫉妬だったみたいだ。

			　夏蓮と普通に接していくうちに反省したらしく、後日ちゃんと謝りに来たらしい。

			　それに対しては許したみたいだが、夏蓮は身内のことはあまり喋りたくないからと、俺のことを教えるのについては断ろうとした。

			　だが、それを聞いた三人はまた土下座して懇願してきたらしく、それを見た夏蓮はさすがに駄目とは言えなかったとのこと。

			　てか、またって何だ、またって。前にももしかして土下座させたことがあるのか？

			　それについて聞いてみたが、夏蓮は「秘密」と言い、話してくれなかった。

			　いったい何したんだ？

			　ちなみに、今三人はクラスで【土下座トリオ】と呼ばれているらしい。

			　本当に何したんだ？

			「まぁ何にせよ、よかったな。和解できて」

			「あんまり嬉しくない」

			　夏蓮は苦い顔をした。

			　いったいどんなことを聞かれてるんだ？

			　俺は少し気になったが、これ以上掘り返すのはあれだと思い、聞くのをやめた。

			　しばらく歩くと、今度は俺の目的地である本屋に着いた。

			　店内に入り、俺は真っ先にラノベのコーナーに進む。

			　今日は読んでいるラノベの新刊が発売される。必ずゲットしなくては。

			　俺はラノベコーナーでお目当ての作品を発見し、すかさず手に取った。ニヤニヤが止まらない。

			　すると、夏蓮が不思議そうな顔をしながら聞いてきた。

			「そんなに好きなの？」

			「あぁ、これを読むのが俺の今一番の楽しみだからな。良ければ今度貸すぞ」

			「気が向いたらね」

			　夏蓮はそっけない返事をした。

			　読んだら絶対はまると思うんだけどな。

			　俺はそう思いながら、レジに向かった。

			　本を買い終わり、時間を確認すると、ちょうどお昼の時間になっていた。

			　ほとんどの時間を夏蓮の服選びに使われた気がするが、まぁ気にしないでおこう。

			　俺と夏蓮はお昼を食べるべく、レストランのある階を目指す。

			　すると、急に夏蓮が立ち止まった。

			「どうした？」

			「ちょっとトイレ」

			「すぐ戻る」と言って夏蓮は小走りで走っていった。そんなに我慢してたのか？

			　俺は夏蓮がトイレから戻ってくるまで待つことにした。

			　だが、夏蓮がいつまで経っても戻ってこない。俺は不審に思う。

			　どうかしたのか？

			　俺が夏蓮を探していると、

			「ねぇねぇいいじゃんよぉ」

			「俺らと遊ぼうぜぇ」

			　二人のチャラそうな男にナンパされている夏蓮を見つけた。

			　夏蓮は「どいて」「急いでるから」と抵抗するが、二人のチャラ男がグイグイと夏蓮に迫るため、動けずにいた。

			　俺は即座に夏蓮のもとに行き、夏蓮を自分の肩に抱き寄せながら怒鳴った。

			「人の妹に何してんだよ？」

			　俺はチャラ男に殺気を放つ。

			「え、あ、いや」

			「す、すいやせんしたぁ」

			　二人のチャラ男は、俺の殺気に怯(おび)えながら去っていった。

			　チャラ男が去って行くのを確認して、夏蓮から離れる。

			　俺が離れたことに夏蓮は若干残念そうにしていたが、今はそこはいい。

			「大丈夫だったか？　夏蓮」

			「うん、大丈夫」

			　手遅れになる前でよかった。もしなんかあったら、あいつら消し炭にしてたかもしれん。

			　俺はそう言う夏蓮にホッとした。

			「あの、これ」

			　夏蓮が手に持っていた紙袋を差し出す。

			　その紙袋を受け取り、中を開けると、真ん中に青い石が埋まっている十字架のキーホルダーが入っていた。

			　これ、さっき夏蓮が雑貨屋で見ていたやつだな。

			「くれるのか？」

			「うん、お礼の品」

			　お礼の品って……。言い方はあれだが要はプレゼントってことか。まさか夏蓮からプレゼントがもらえるとは。

			　俺が夏蓮からの贈り物に感動していると、

			「お揃い」

			　夏蓮が別のところから同じキーホルダーを取り出した。

			　夏蓮の方には赤い石が入っている。

			「だな」

			　俺が軽く微笑むと、夏蓮も釣られるようにはにかんだ。

			「それじゃあ昼御飯食べに行くか」

			「うん」

			　俺と夏蓮は並んで歩き出す。

			　この後も俺達二人は買い物を楽しんだ。

			　帰った後、二人の部屋の机の上では、色違いの石が小さく光っていた。

		

	
		
			33　友達が少ない奴は遊びにいくだけでも大喜びする

			　

			　夏蓮との楽しいお出かけの数日後、朝のホームルームの時間。俺は暇そうにしながら、担任の話を聞いていた。

			「皆もう分かっていると思うが、もうすぐテストがある。遊んでばかりいないで、ちゃんとテストに向けてしっかり勉強しておくようにな」

			　テストか。

			　テストと聞いて他の生徒は嫌そうな顔をしているが、俺からしたらむしろ嬉しいことだ。

			　知力を使い、ここ一年の予習を済ませてある俺にとっては、思う存分静かに寝られる時間だからな。

			「それじゃあホームルームはこれで終わる。クラス委員、号令頼む」

			「起立、礼」というクラス委員の号令の下(もと)ホームルームが終わり、皆一時間目の授業の準備をするためそれぞれ散らばった。

			「テストかぁ～」

			　俺の席の前で、釜石さんが憂鬱そうな顔をする。

			「釜石さんって勉強苦手だったっけ？」

			「そうでもないんだけど、今回自信なくてね」

			　釜石さんの成績は中の上というところで決して悪くはない。ちなみに俺はもちろんトップだ。

			「神谷君はやっぱり余裕そうだね」

			「そうか？」

			「うん、だって小テストとかいつも満点だし」

			　そりゃあ一年間の予習をしてあるからな。小テストなんて楽勝に決まっている。

			「それなりに勉強はしてるからな」

			「そうなんだー……ねぇ、神谷君」

			　俺が建前として勉強をしたという嘘を言うと、釜石さんは少し言いにくそうにこう告げた。

			「もし良ければ、私に勉強教えてくれない、かな？」

			「いいぞ」

			「そうだよね。駄目だよね……ん？　いいの？」

			　さらっと了承すると、釜石さんは驚いて俺に顔を近づけた。

			　近いな。

			「あ、あぁ、いいぞ」

			「よかったー。断られるかと思って不安だったんだぁ」

			　そう言って釜石さんは安心した顔になる。

			　唯一の友達である釜石さんの頼みだ。断るはずがない。

			「それじゃあどこでやろうか。今日うちお母さんが仕事早く終わるって言ってたから、無理なんだよね」

			「別にいても構わないぞ」

			「いや、いるとまたからかってきそうだから、ちょっとね」

			　そう言って釜石さんはあの時を思い出したのか、恥ずかしがっている。

			　そういえば、そんなこともあったな。確かに親にいらぬ誤解をされるのは嫌だろう。

			「かといって学校の図書室だと人の目もあるし、ここら辺に図書館なんてないしなー」

			　どこで勉強会をやるか悩んでいる釜石さんに、俺は提案した。

			「じゃあ家に来るか？」

			「え？　神谷君ちに？」

			「あぁ、今日母さん仕事が遅くなるとか言ってたから、多分大丈夫だぞ」

			　いるとしたら夏蓮だけだが、妹なら別に問題ないだろう。

			「えっと、じゃあそうしようか」

			「あぁ」

			　俺がそう言うと釜石さんは小声で「神谷君ちに行ける……」と言いながら、ウキウキした顔をしている。

			　友達の少ない釜石さんからしたら友達の家に行くなんてイベント、そうそうないんだろうな。楽しそうでなによりだ。

			「じゃあ放課後」

			「うん！　勉強頑張るね！」

			　そう言って釜石さんは次の授業の準備をするため、前を向いた。

			　鼻唄交じりの満面の笑みで、いかにも嬉しいことがありましたという顔をしている。

			「一回着替えに帰った方がいいかなぁ……」という声まで聞こえたので、さすがに苦笑した。

			　そこまで友達の家に行くのが楽しみなのか……。ちゃんともてなしてあげよう。

			　釜石さんの言葉を聞いて、俺はしみじみ思った。

		

	
		
			34　女の子の秘密って言われるともう何も聞けないよな

			　

			　放課後になり、勉強会をするため釜石さんは俺の家に来た。

			「どうぞ」

			「お、お邪魔します」

			　俺は釜石さんを家の中に招く。なぜか釜石さんは緊張しながら入ってきた。さっきまでのウキウキ気分はどこにいったのか、動きがカクついている。

			「お帰り」

			　すると、奥から夏蓮がひょこっと顔をだしてきた。

			「……お客さん？」

			「あぁ、同じクラスの釜石さんだ」

			「初めまして。釜石沙耶香です」

			「……よろしく」

			　夏蓮は釜石さんをじっと見つめる。

			「どうかしたか？」

			「……彼女？」

			「か、彼女だなんて！　そ、そんな……まだそういう関係じゃないし（ぼそっ）」

			　夏蓮の言葉に釜石さんの声が裏返る。最後の方はよく聞こえなかったが、なぜだか激しく動揺していた。一方夏蓮は「これは危険……」と小声で意味深なことを呟いている。正直俺はこの状況についていけなかった。

			「それはそうと、今日は勉強会をするから俺の部屋には来るなよ」

			「勉強会？」

			「もうすぐテストだからな」

			　俺がそう言うと夏蓮は「ふーん」と返しながら、考えるように視線をそらした。

			　そして何か思いついたのか、再び俺に視線を戻して言った。

			「私も一緒に勉強したい」

			「は？　勉強って、お前テスト近かったっけ？」

			「わりと近い」

			　そう言う夏蓮に、俺は少し悩んだ。

			　俺は別に構わないんだが、釜石さんがどう言うかだな。

			　まだ少し顔を赤くしている釜石さんをチラッと見ると、

			「私は別にいいよ。人が多い方が楽しいし」

			　俺の考えを察してくれたのか、釜石さんは応えてくれた。

			　釜石さんがいいなら別にいいか。

			「それじゃあ一緒にやるか」

			「うん」

			　そう言って三人そろって俺の部屋に向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺達は部屋で、四角いテーブルを囲んで勉強会をしている。

			「……なぁ、夏蓮」

			「何？」

			「何でこっちに来るんだ？」

			　横が空いているにもかかわらず、なぜか夏蓮は俺のすぐ隣に座って来た。

			　俺の真っ正面に座っている釜石さんは、それを見て何て言ったらいいか分からず苦笑いしている。

			「なんとなく」

			「横空いてるぞ」

			「あっちは狭い」

			　いや、こっちの方がどう考えても狭いだろ。

			　俺は仕方なく横にズレようとするが、夏蓮は懲りずにすぐ移動してきて、肩がぴったり付くくらいの距離まで近づいて来る。

			　近づかれても困るんだが。

			　俺がそう思っていると、今度は少し体重を俺に預けながら、釜石さんを見て「ふっ」と微笑んだ。

			　まるで「自分ならこれぐらいできるんだぞ」とでも言っているかのような仕草。

			　それを受けて釜石さんも席を立つ。

			「わ、私もここよりこっちの方がいいかな！」

			　そう言って釜石さんは夏蓮とは反対側の俺の隣に座った。

			　いや、だからなぜこっちに来る。

			　釜石さんは俺の肩にぴとっとくっつくほどの距離まで来た後、さらに腕に抱きついてきた。そして「どうだ」という顔で夏蓮を見る。

			　夏蓮はそれにムッとし、同じように腕に抱きついてきた。

			　何だろう、さっきから空気が重くなっている気がする……。

			　火花が散りそうなほど睨み合っている二人にはさまれた俺は、天井を見つめながらそう思った。

			「あ、あのさぁ、お前ら、そろそろ勉強しない？」

			「ちょっと黙ってて神谷君！」

			「まだそこに座ってて」

			　いや、なんなんだよ。

			　いきり立つ二人にもう耐えられなくなり、俺はさっと立ち上がった。

			「な、何か飲み物とってくるな」

			　そう言って、二人の腕を振りほどき、逃げるようにして部屋を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　神谷君が部屋から出ていったあと、私と夏蓮ちゃんはしばし無言でいた。

			　今思い返すと、私何であんなことしちゃったんだろう……。

			　先程の自分の行為を思い出して羞(しゆう)恥(ち)心(しん)にかられる。

			　夏蓮ちゃんが挑発してくるからついやっちゃったけど、神谷君嫌じゃなかったかなぁ……。

			　私が後悔の念に苛(さいな)まれていると、夏蓮ちゃんが口を開いた。

			「ねぇ、お兄ちゃんのこと好きなの？」

			「え!?　す、好きって……！」

			　突然のことに私は動揺した。

			　私の動揺した様子に夏蓮ちゃんはクスクスと笑う。

			「分かりやすい」

			「うっ、あぁ～……」

			　神谷君のことが好きなのがばれてしまい、私は頭を抱えた。

			　先程の態度からしてばれていただろうが、いざ面と向かって言われると恥ずかしいものがある。

			「私もお兄ちゃんが好き」

			「へ？　あ、やっぱりそうなの？」

			　さっきの行動で予想はついていたので、そこまで驚きはしなかった。

			　でもよく平気な顔で言えるなー。私なら絶対恥ずかしくなっちゃうのに。

			　平然とした様子に感心していると、急に夏蓮ちゃんは私に向かって頭を下げた。

			「だからさっきはあんなことをしちゃった。ごめんなさい」

			「え、い、いいよ！　私もついむきになってやってしまったし。こっちこそごめんね！」

			　頭を下げながら謝る夏蓮ちゃんに、私は慌てて言葉を返す。

			　夏蓮ちゃんが顔を上げ、お互いの顔を見つめあった。

			　次第にクスッと笑いがもれる。

			　何かさっきまでの自分が馬鹿らしくなっちゃったな。

			「ねぇ、なんでお兄ちゃんを好きになったの？」

			　ひとしきり笑い終えると、夏蓮ちゃんは私に質問をした。急に恋バナする流れになる。

			「いいけど、夏蓮ちゃんの理由も教えてね」

			「もちろん」

			　そう言って私達はしばらく、神谷君との思い出を共有し合った。

			　私は、貧血で倒れた時やテロリストに襲われた時に、助けてもらったこと。

			　夏蓮ちゃんは、昔いじめから救ってくれたことや、最近もまたいろいろ助けてもらったことなどを話した。

			「へぇー、神谷君、そんなことまでやってたんだねー」

			　私は夏蓮ちゃんの話を聞いて驚いた。前から凄いと思ってたけど、本当に凄いなぁ。

			「ちなみにその後、お礼を言いに一緒のベッドに入った」

			「い、一緒の!?」

			　夏蓮ちゃんの言葉に、私の方が顔が赤くなる。

			　い、一緒のベッドに入ったって……つまり、そういうことだよね？

			「だ、駄目だよ！　二人は兄妹なんだし！　そ、そんなこと……!!」

			　私が動揺を隠せないでいると、夏蓮ちゃんは意地の悪い笑みを浮かべながら言った。

			「何想像してるの？　ただ一緒に寝ただけだけど」

			「へ？　寝たって……それだけ？」

			「何だと思ったの？」

			　私は間抜けな声を出す。

			　一緒のベッドに入ったってそういうことだったの……。

			　夏蓮ちゃんの言葉を聞いてまた別の意味で恥ずかしくなり、顔が熱くなった。

			「まぁ、でも私達は義理の兄妹だから問題ないけど」

			　すると夏蓮ちゃんは、新しい爆弾発言をぶっこんできた。

			「え？　本当の兄妹じゃないの？」

			　詳しく話を聞くと、神谷君は昔事故で両親を亡くして、親戚である夏蓮ちゃんの家に引き取られたらしい。

			「そうだったんだぁ……」

			「まあでも、お兄ちゃん自体がそんなに気にしてないから、そこまで気を使う必要はないと思うよ」

			　そんな過去があったなんて知らなかったなぁ。今思えば私学校にいる時の神谷君しか知らないな。

			　……もっと知りたいな、神谷君のこと。

			「ねぇ夏蓮ちゃん。もっと神谷君のこと教えて」

			「お兄ちゃんのこと？」

			「うん。私もっと神谷君のこと知りたいの」

			　真剣な眼差しで私は夏蓮ちゃんを見た。

			　夏蓮ちゃんは私の目をじっと見て、ふっと笑った。

			「いいよ。何でも聞いて」

			　それから私と夏蓮ちゃんは神谷君が来るまでお話を続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は今ドアの前で立ち尽くしている。

			　あの修羅場にも似た空気から逃げて来た手前、今更入りづらい。手にはジュースやお菓子が載っているお盆がある。かなりゆっくり準備してきた。

			　覚悟を決めるか……！

			　いつまでもここで立ち止まっているわけにもいかないので、意を決してドアを開ける。

			「それでね―――――」

			「へぇ―――――」

			　すると、目の前には先程の重い空気が嘘のような、和気あいあいとした空間があった。

			　夏蓮と釜石さんが二人で楽しそうに話をしている。何か仲良くなってる。ここに来るまでに何があったのだろうか。
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			　俺は疑問に思い、二人に聞いてみるが、

			「女の子の秘密だよ」

			「男子には分からない」

			　と言われてしまった。

			　二人はそう言うと、「ね、夏蓮ちゃん」「うん、さやちゃん」と顔を見合わせた。

			　どこまで仲良くなってるんだ、この二人？

			　まあ、仲良くなったならいいか。

			　俺はそう思い、深く考えるのをやめた。

			　この後、ちゃんと勉強会を開始し、有意義な時間を過ごしたのだった。

		

	
		
			35　クラスの成長記録

			　

			　時は遡(さかのぼ)り、異世界召喚から二ヶ月が経った。

			　天上院輝率いるクラスの集団は今日も城の中庭で鍛練を重ねている。

			「よし！　今日はここまで！」

			　指導役である騎士の号令を聞くと、クラスメイト達は糸が切れたかのように地面に腰を降ろした。

			「皆、お疲れ様」

			　その中でただ一人、天上院だけは額に汗を浮かべながらも平然と立っていた。

			「やっぱ天上院は凄いな。何で平気なんだ？」

			「うーん、やっぱりステータスの差じゃないかな」

			　クラスの男子の問いに、天上院は自分のステータスを見ながら言った。

			　

			【天上院輝　15歳　男　人族　Ｌｖ25

			　体力　２０８０／２０８０

			　魔力　１９８０／１９８０

			　スキル　光魔法　剣豪　退魔剣】

			　

			　天上院のステータスはこの中で一番高い。

			　ステータスの上がり方は人それぞれであるが、普通の人は10や20が一般的である。

			　それに引き換えこのクラスのステータスの平均上昇値は40であり、天上院は70だ。

			　この数値は千年に一度と言われるほどで、初代勇者にも匹敵するため、国からはかなり期待されている。

			　それに加え、天上院は魔のつくものに特効をもつ【退魔剣】を所持している。

			　その風貌はまさにＴＨＥ勇者といった感じだ。

			　ちなみに、初代勇者というのは、天上院達のクラスが召喚されるずいぶん前に召喚された勇者のことだ。今から百年前に魔族との戦争で初代勇者が召喚され、世界を救ったという言い伝えがある。

			　これでまた一歩、初代勇者に近づけたかな。

			　その活躍ぶりを聞いて、天上院は密かに初代勇者に憧れを抱いていた。

			　自分もそんなふうになりたい。

			　世界を救いたい。

			　そんな思いを抱いて、自分の成長を日々噛み締めていた。

			「お疲れ様」

			　天上院の目の前に、ロングの黒髪を片方だけシュシュで束ねた小柄な少女が現れた。

			「やぁ、美(み)紀(き)。魔法組は終わったのかい？」

			「うん、さっきね」

			　天上院に美紀と呼ばれたこの少女は、天(てん)道(どう)美(み)紀(き)。

			【転移魔法】の使い手で、クラスで一、二を争う美少女だ。

			　今クラスの仲間は、剣士組と魔法組に分かれて訓練を行っている。武術系のスキルと魔法系のスキルの二つに分かれるわけだが、両方持っている者は交互に参加している。天上院もその一人だ。

			　終わり時間から察するに、美紀は【転移魔法】で天上院のところに来たようだ。

			「美紀また【転移魔法】を使ったね。あんまり横着しない方がいいよ」

			　天上院はそのことについて注意した。

			「だって少しでも早く天上院君に会いたかったんだもん」

			　美紀は悪びれる様子もなく、えへへと笑う。

			　美紀は天上院に惚れている。

			　それは天上院の見た目からでなく、あるきっかけがあったからだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　中学の初めの頃、美紀はストーカー被害に遭っていた。

			　外では常に何者かの視線、家には毎日のように届く手紙。

			　精神的にも参っていた美紀が、相談しようと警察署に向かっていた最中、突如何者かに口を塞がれ手首を掴まれた。

			　それがストーカー犯の仕業だとすぐに分かった美紀は抵抗しようともがいたが、男の力に勝てるはずもない。

			　籠る熱、耳元から聞こえる荒い息づかい。

			　言いようのない恐怖に美紀が涙を流したその時、彼は現れた。

			『なにをしている！』

			　怒りの混じったその声と共に、自分の口と手を塞いでいたものが離れていった。

			　恐怖に怯(おび)え地面に座り込んだ美紀が次に目にしたのは、自分を庇(かば)って前に立つ天上院の姿だった。

			　なんともベタな展開ではあるが、そこが天上院の持つ天然クオリティ。

			　その時、美紀の目には天上院が白馬の王子さまにしか見えなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　悪びれない美紀に天上院はしょうがないなと軽く息を吐く。

			「皆様、お疲れ様です」

			　今度は遠くからこの国の王女であるルリアーノが、天上院の方まで歩いてきた。

			「お疲れ様です、天上院様」

			「はい、王女様」

			　ルリアーノの言葉に、天上院はピシッと背筋を伸ばした。ルリアーノは何か気に障ったかのように、眉をひそめる。

			「ですからルリで構いませんのに」

			「いえ、王女様をそのような扱いにはできませんので」

			　天上院がルリアーノをあだ名で呼ぶのを頑なに拒むと、ルリアーノは「そうですか……」と残念そうにしたが、気を取り直してすぐに話題を変えた。

			「それはそうと、もう【アナムズ】には慣れましたか？」

			「はい、二ヶ月も経てばもうすっかり慣れました」

			【アナムズ】というのはこの世界の名前である。大陸が三つに分けられ、それぞれ人族、獣人族、魔族の三種族が治めている。エルフはいないらしい。

			　天上院の言葉に「それはよかったです」とルリアーノは言う。続けて少し恥ずかしそうにもじもじとしながら、口を開いた。

			「あの、天上院様。よろしければ、この後、一緒にお茶などいかがですか？」

			「あぁ!!　ずるい！　私も天上院君と一緒にカフェに行きたかったの！」

			　ルリアーノの言葉に美紀は素早く反応する。

			「美紀様は先日も天上院様と一緒におでかけしていたではありませんか！」

			「あれはただのお買い物！　カフェには行ってない！」

			　とお互いに噛みついていくうちに、ルリアーノと美紀は口論になった。

			「まあまあ二人とも、お茶もカフェも三人で一緒に行けば―――――」

			「「二人っきりがいいの（いいんです）!!」」

			　二人を宥(なだ)めようと天上院が口を挟んだが、ルリアーノと美紀は声を揃えて言い返す。

			　あまりの気迫に天上院は黙り込んだ。これでは最強の勇者も形無しである。

			　それからもルリアーノと美紀の口論は続き、

			「こうなったら天上院君に決めてもらおう！」

			「分かりました！　そうしましょう！」

			　最終決定は天上院に委ねられた。

			「さぁ！　天上院君！」

			「天上院様！」

			「「どっちに行くの（行きますの）!!」」

			　二人に決断を迫られ、天上院はうろたえる。

			　天上院にとって彼女達二人は大切な存在。

			　そんな二人の誘いを断れるはずもなく、

			「りょ、両方で」

			　苦し紛れの言葉が出た。

			「両方なんてあるわけないでしょ!!」

			「真面目に答えてください!!」

			　もちろんそんな言い分が通用するわけもなく、二人からさらに責められた。

			　天上院は理不尽な気持ちになったが、怒っている二人に敵うはずもないので、黙ってひたすらお叱りを受ける。

			　周りに座っているクラスメイトは「またいつもの光景か」と、冷めた目で見物している。

			　異世界召喚から二ヶ月、クラスは今日も平和に、来(きた)るべき時に備えて訓練に勤しんでいた。

			　

			　そう、すべては魔王を倒すために。

			〈『クラスが異世界召喚されたなか俺だけ残ったんですが』②へ続く〉

		

	
		
			番外編　０回目の出会い

			　

			　少し前の話。

			　俺が異世界召喚から残され、数週間が経った頃。

			　あの日、俺は家で一人暇を持て余していた。

			「暇だ……」

			　基本的に怠けるのは得意な方だが、こうもやることを失うと退屈に感じる。部屋のなかでゴロゴロしながら俺はため息をついた。

			　まぁ、それも仕方ないといえば仕方ないんだろうか。

			　退院した時、自宅の周りはマスコミに囲まれていた。

			　クラス丸々集団消失したかと思ったら、そこに一人の生存者がいた。

			　世間から云わせればこんなネタにしやすいスクープ、逃しはしないだろう。

			　そのお陰で、こっちはろくに外にも出られない。家族にも迷惑をかけ、本当に申し訳なく思っている。

			　引っ越しをする考えもあるようだ。早くほとぼりが冷めることを祈るしかない。だから、学校もしばらく休んでいる。

			　今日は日曜日。普通の学生なら喜ぶ休日だ。

			　その一方で俺は、一般的な同世代が何も考えず今をのうのうと過ごしていると思うと、なんだか気分が晴れなかった。

			「……外に出るか」

			　このままでは気が滅入ってしょうがない。

			　窓には張り込んでいるマスコミの視線があり、外を見ることはできない。

			　俺はベッドから身体を起こし、出掛ける準備をする。今日は家族全員出掛けているから、外に行くにはちょうどいい。

			　支度を済ませ、いざ外に出ようと自分の部屋を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日差しと暖かさが心地いい昼下がりの午後。

			　空は快晴で軽やかな風が吹く。散歩するならちょうどいい天気だ。

			　あー、気持ちいいー。

			　外に出たいと思ったのはいつ振りだろうか。両手を上にあげ、伸びをしながら、道を歩く。

			「まぁ、ここ知らない場所だけど」

			　上手くいったとばかりに、俺は気分よく笑みを浮かべる。

			　商店街なのか店が並び、たくさんの人が行き交っていた。

			　まったく知らない場所だが、隣街、または市外くらい距離のあるところだろうか。【転移魔法】を使って来たので、その辺は曖(あい)昧(まい)だ。

			　病院の中で【転移魔法】を創っといてよかった。さて、これからどうするか。

			　通りに並ぶ店を眺めながら考えていると、

			「どろぼー!!」

			　近くで悲鳴が聞こえた。声は女性のもので、商店街中に響いている。

			　いったい何事かと前を向くと、ニット帽にサングラスとマスクを着けた、いかにも怪しい人がこちらに向かって走ってきた。

			　手には女性ものの鞄。先程の悲鳴からして、こいつが盗んだのは確定だ。

			「おいおい……」

			　久しぶりの外かと思えばこれかよ。

			　自分の不運を呪いながら、俺はため息をつく。

			「おいそこの!!　邪魔だ!!」

			　額に手を当てながら、やれやれと思っている俺に、泥棒は怒鳴り声をあげる。

			　しょうがない。あまり気乗りはしないが、やるか。

			　そう決めた俺は真っ正面から突っ込んでくる泥棒を紙一重で避け、足を引っ掛けた。

			「うぉ!?」

			　俺の足に躓(つまず)いた泥棒はバランスを崩し、地面にダイブしそうになる。

			　このままでは鞄に傷ができてしまう。できれば、綺麗なまま返してあげよう。

			　足を引っ掛けた後、俺は片手で鞄、もう片方の手で泥棒の服の襟を掴み、引き剥がすようにして左右に引っ張った。

			　しかし、そこで俺は一つ考慮すべき点を忘れていた。

			「どわぁ！」

			「あっ」

			　鞄を泥棒から引き剥がすと、泥棒はまるで車に跳ねられたかのように飛んでいった。

			　この予期せぬ事態に、周りの人も俺も、何が起きたのかとポカンとしてしまう。

			　しまった。レベルが上がったおまけで、身体能力も上がってるんだった。

			　スキルを得てからまだ数週間とはいえ、これは失態だ。騒ぎになる前にここを去るか。

			　俺は、鞄をその場に置き、人の目が泥棒に向いている隙に、その場から立ち去った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜兎が去った場所では、周囲の人が泥棒を囲みながらざわついていた。

			「おい、見たかよ、今の」

			「人が飛んだよな」

			「どうなってるんだ？」

			　気絶した泥棒は拘束され、警察に回収されるのをおとなしく待っている。

			　当の被害者は、泥棒を囲む民衆の輪から少し外れたところで、自分の鞄を抱え込みながらホッとしていた。

			「よかったわー、鞄が無事で」

			「ほんとだね。お母さん」

			「えぇ、でも誰が取り返してくれたのかしら？」

			「私達が来た時はもういなかったよね」

			「ねぇ。でもお陰で通帳が盗まれずにすんだわ」

			「取られた時は、この先どうなることかと思ったよ……」

			　不思議そうに鞄を眺める持ち主と、その娘と思わしき少女。

			　これからの生活が救われ少女が安心していると、その母親はなにかを忘れていたのか、「あ！」と声をあげた。

			「いけない！　卵買うの忘れちゃったわ！」

			「え？　卵？」

			　卵と聞いて首を傾げる少女に、母親はやってしまったとばかりに落ち込む。

			「ねぇ、悪いけど今から買ってきてくれない？　これから警察も来るし私が離れちゃまずいと思うのよ」

			「えー、私店員が男の人だと無理なんだけど」

			「その男嫌い、いい加減どうにかしなさい。今回のお買い物だってそれを少しでも治すために一緒に来てるんだから」

			「えー、でもぉ……」

			　煮え切らない様子を見て、焦れったく思ったのか、母親は娘にお金を押し付ける。

			「ほら、うだうだ言ってないでさっさと行く！」

			「うっ、わ、分かったよ」

			　お金を押し付けられた少女は、母親に見送られながら渋々店に向かう。

			「頼んだわよ～、沙耶香」

			「はーい……」

			　母親に背を向けたこの少女、釜石沙耶香は、不満げな声を出しながら一人歩き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まったく、酷い目にあったな。

			　ある程度現場から離れ、夜兎は再びため息をついた。

			　身体能力が上がってたの、すっかり忘れてた。力加減がまだ分からないんだよな、これ。

			　こればっかりは、慣れていくしかないんだろうけど。次は気を付けなくては。

			　反省する夜兎は、ふと手に持っている封筒に目をやった。

			　これはさっき通り掛かった腕相撲大会とやらでもらった景品だ。なんでも、レシートを持った人なら誰でも挑戦できるイベントで、勝てばこの商店街で使える商品券五千円分をもらえる。

			　しかし商店街の用意した対戦相手が強すぎたらしく、誰も挑戦しなくなったところを、偶然通り掛かった俺が強制的にやらされたってわけだ。

			　鬼気迫る勢いで頼まれたから、断るに断れなかったんだよな。

			　仕方ないから簡単に負けようと思ったが、対戦相手があまりにも弱すぎて、くしゃみをした反動でつい勝ってしまった……という流れ。

			　対戦相手からは「弟子にしてください！」と言われる始末で、散々だった。

			　なんでこうなるかなぁ……。

			　一人そう愚(ぐ)痴(ち)りながら歩く。

			　ボーッと歩いていたせいか、前から来た人とぶつかった。

			「あた！」

			「おっと」

			　ぶつかった相手は尻餅をつき、「いたた……」とお尻を押さえる。

			「悪い、大丈夫か？」

			「あ、いえ、大丈夫で……っ!?」

			　夜兎はぶつかった人に謝ろうとした。だが、ぶつかった相手は、俺を見て、反射的に顔をそむける。

			　条件反射のように後ろを向いた彼女に、夜兎は「え？」っといった顔をした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　突然前から来た男の人にぶつかってしまい、動揺してしまった。

			　すぐに後ろを向いてしまったせいで、顔が分からないが、この状況どうしたらいいんだろう。

			　男の人とまともに会話もできないんだな、私。分かっていたつもりだけど、これは酷すぎる。

			　買い物する時だってわざわざ男の人と会わないように遠回りしたり、レジが女の人に替わるまで待ったり。

			　私はいったいなにをしてるんだろう……。

			　あまりの情けなさに自己嫌悪に陥っていると、ぶつかった相手が戸惑った様子ながらも心配の声をかけてくれた。

			「あー、大丈夫か？」

			「え、えっと……はい」

			「立てるか？」

			「だ、大丈夫です」

			　そう言って沙耶香は素早く立ち上がる。ただし、顔は後ろを向いたままだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いったい何なんだ、こいつは。

			　訳の分からない行動を続ける彼女に、夜兎はどう声をかけていいか分からず、恐る恐る口を開いた。

			「その、なんだ、どうかしたのか？」

			「い、いえ、お気になさらず」

			「そ、そうか」

			「は、はい」

			　これ以上は会話が続かない。

			　そう判断した夜兎は、手っ取り早く言いたいことを言ってしまおうと、さっき拾った袋を突き出した。

			「これ、落としたぞ」

			　突きだされた袋を、彼女はチラッと確認した。自分が抱えていた袋を持っていないことに気づいたようで、慌てて受け取る。

			「あ、ありがとうございます」

			「あ、あぁ。気にするな」

			　少し恥ずかしげにお礼を言う。もちろん、顔は後ろを向いたまま。

			　なんというか、新鮮だな。

			　今まで人に後ろを向かれたまま話す機会なんてなかったので、夜兎は不思議な感覚だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　このままじゃ、いけないよね。

			　後ろを向いていた沙耶香は、ずっとそう思っていた。

			　ぶつかられたのに怒らず、卵まで拾ってくれたのに、こんなんじゃいけないよね。

			　今こそ自分は変わるべきだ。

			　そう沙耶香は決心し、袋を受けとってお礼を告げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ちょうどその頃、不意に横を向いた夜兎は、「ゲッ」と顔を歪ませた。

			　隣のショーケースに並べられたテレビに映るニュースで、自分のクラスに起きた事件について特集されていたからだ。

			　しかもそこには、俺の写真がデカデカと映っている。

			　やばっ。ここでバレたら騒ぎになる。

			　そう確信した夜兎は、この場を去ろうと振り返り、倒れた相手に別れを告げた。

			「それじゃあ、俺はこれで!!」

			　夜兎は逃げるようにして、その場を去る。

			「えっ!?　ちょ、ちょっと！」

			「さっきはごめんな。それはほんの気持ちだから！」

			　突然別れを告げられた彼女は、「信じられない」といった顔をしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　やっと勇気を出したというのに、どうしてこうなったんだろう。

			　しばらく放心する沙耶香だったが、ここである重大なことに気づいた。

			「あれ？　私今男の人と話せたよね？」

			　今までパニックになって分からなかったけど、ちゃんと会話が出来てた。ありがとうが言えた。

			　顔は後ろ向いてたけど。

			　これは……私成長してる！

			　そう確信した沙耶香は、次第に嬉しくなり、グッと拳に力を込めた。

			「もっと、お買い物頑張ろう」

			　このままいけば、男嫌いも治るかもしれない。

			　そう思うと俄然やる気が出てくる。

			　それから、卵の入っている袋をのぞきこむと、中に何かが入っているのに気がついた。

			「あれ？　なにこれ？」

			　袋の中には見知らぬ封筒が一つ。

			　取り出して開けて見てみると、この商店街で使える商品券が入っていた。

			　なんでこんなのが？

			　疑問に思った沙耶香だが、すぐにこれがさっきの人のものだと分かった。急いで返そうと思ったが、もう姿はない。

			「どうしよう……」

			　商品券の入った封筒を片手に困っていたが、沙耶香はもう一つあることに気づく。

			「あ、卵割れてる」

			　きっとさっき落とした時に割れたんだ。また買いに行かなきゃ。

			　でもどうしよう。今日私財布持ってきてないし。お母さんからもらったお金も使っちゃったし。

			　せっかく買った卵が割れ、困り果てた沙耶香だが、ふと手に持っている封筒が目に入った。

			　もしかして、わざと置いてってくれたのかな。

			　別れ際に放った相手の言葉を思いだし、沙耶香はそう確信する。

			　……お礼、言いたかったな。

			　商品券を胸に当てる。お礼を言えなかった罪悪感と、親切にしてもらったことの嬉しさが入り交じった複雑な気持ちになった。

			　いつか、また会えたらお礼言わなきゃね。

			　その時はちゃんと、男嫌いを治して真っ正面から。

			　沙耶香はまた一つ決意を固めた。

			　

			　彼女はまだ知らない。

			　その決意のお陰で何とか買い物ぐらいはできるようになるが、しばらくたってもまだ男とまともに話せないことを。

			　そして、その親切な男の記憶が薄れる頃に、二人は再会を果たすことを。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　危なかった……。

			　不注意からぶつかった少女に危うく正体がバレそうになったが何とか回避し、俺は安(あん)堵(ど)する。

			　まさか、あんなニュースが流れてるなんて。

			　最近俺のクラスのニュースばかり流れるからうんざりしてあまりテレビを見ていなかったが、自分の顔が出回っていたとは。メディアは恐ろしい。

			　しかし、さっきぶつかったあの女の子、なかなか変わってたな。

			　ぶつかってそうそう顔を隠して、いっさいこっちを見ないし。

			　お陰で顔が全然分からなかった。

			「……まぁ、別にいっか」

			　どうせ、もう会うことはないだろう。去り際にお詫びとして商品券も置いてったし、これで向こうも文句はないだろ。

			　気をとりなおして、再び商店街を歩く。

			　いやしかし改めて思う。

			　スキルの力は凄いが、いかんせんまだ扱いに慣れてない。これから、使えるようにしていかなければ。

			「いろいろと便利そうだしな」

			　自分の好きな魔法が創れるんだ。どうせならやりたいようにやろう。

			　これからのことに俺は少しワクワクしていたが、のちに思い知らされることになる。

			　この現代における、魔法、そしてスキルの存在価値のなさを。

			　さっきぶつかった彼女と数ヵ月後に、数奇な出会いを果たし、約一回目の初めましてを交わすことになることを。

			　

			　今はまだ知らない話だ。

		

	
		
			あとがき

			　

			『クラスが異世界召喚されたなか俺だけ残ったんですが』第一巻をご購入いただき、ありがとうございます。著者のサザンテラスです。

			　今回初めての書籍ということで、いろいろと苦労した点もあり、担当さんにご迷惑をおかけしましたが、こうして無事に発売できてよかったです。

			　自分自身こんなことになるとは思っておらず、ウェブの方でひっそりと活動していた頃には想像もつかなかったなぁ……と、最近よく感じています。

			　この物語は王道である異世界召喚ものに一工夫加えた作品で、現実世界の主人公視点と異世界のクラスメイト視点の二つに分かれています。その二つがどこで交わっていくのかを楽しみにしながら、予想して読んでいただけると嬉しいです。

			　ここで一つ、担当さんにこれだけは言っておきたいことがあります。

			　

			　いつも、作業は締め切り前に早めに終わらせていますが――――――今だけです。

			　

			　二巻目になったら、多分自分の性格上、なまけ癖がつくと思うんで。

			　だから、今のうちにここで明言しておきます。

			　もし二巻目も同じ調子なら、こいつまだやる気があるなと思ってください（笑）。

			　校正後、返ってきた原稿を見た時は、直すの大変だっただろうな……と少し申し訳ない気持ちになったりもして、いろいろと勉強になりました。

			　書籍版とウェブ版では多少違うところがありますが、その違いも含めて楽しんでいただけたらと思います。

			　そして最後に、はねこと様。

			　素敵なイラストをありがとうございます。

			　初めてキャラデザを見た時は、ヒロイン達がとにかく可愛くて、見る度にニヤニヤしていました。

			　自分が書いたキャラがこんなふうになるとは思っていなく、今では私の宝物です。

			　引き続き、書籍版とウェブ版両方とも頑張ってやっていくので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

			　まだまだ不慣れな部分もありますが、どうか最後までお付き合いください。

			　応援よろしくお願いします。
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